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サロベツ湿原の植物生態学的研究
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（山形大学理学部生物学教察〉

　　　　　　　　　　伊　藤　浩　　司

（北海道人学大学院燦境科学研究科程1ミ境保全医専政生態系’跨；理学識1ゆ

Phytosocloiogical　S乞udies　of　the　Sarobetsu　Mlre

　　in　the　Northern　Part　of　H：okkaidQ，　Japan

　　　　　　Hisako　Tachibana

（De1〕arlme11仁of　Bioiogy，　Faculty　of　Science，

　Yamagata　Universlty，　Yalnagata，990）

　　　　　　　　　　　　　Koji　Ito

（Department　of　Biosystem　Mana£ζement，　Divisめn　of　Environ－

　　ment　Conservation，　Graduate　School　of　Environmental

　　　　Science，　Hokkaido　University，　SaPPoro，060＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　Introduction

　　サロベツ湿原は北緯45。5ノ，東経141σ4G’に位晒し，本邦最：北端の海岸低1也に発達した商摺湿原である。湿

1東は南北約27km，東閥約5～8　klnで，その形状は南北に伸びた長方形を成し，面積およそ14，600　haである。

これは北梅道の湿原而積の7．3％にあたり，現存の湿原としては釧路湿猿に次いで大きいものである。

　　戦後，北海道の泥炭地開発事業が急速に進み，低地湿猟の大部分が農耕地や工業用地に変貌したが，サP

ベツ湿原においても昭和40年の上サロベツ地区，落舎～豊徳闘を結ぶ大放水路の完成や七幹線排水路等の整

備によって乾地化が一屑促進され，農地面積も一段と拡大した。このような排水作胴の他に，湿原を横断する

道路建設や泥炭土を土地改良剤として利用するための泥炭採掘事業の進行など，多様な人為的圧迫下にあっ

て，湿原の原始鼠観域は急速に狭められる状況に：ある。

　　北海道開発局では，昭和38年以来大規模な排水＝£事や農地造成に伴う湿原植生や環境の諸変化の遮跡調

査正8＞謝βo）をおこなっているが，その報告によれば，地下水位の低下によって表層泥炭の乾燥，圧縮画結，分

解が促進され，その結果地盤の低下を招来しているという。このような土壌環境の変化は地表植生にも影響を

およぼし，ミズゴケ類の柚死，小圓地や低湿地帯に分布中心をもつナガバノモウセンゴケ，ミカヅキグサ，ホ

ロムイソウ，ヤチスギランなどの高等植物の衰退，またその反対にクマイザサ，チマキザサなどササ類の侵入

と増加，イワノガリヤス，キタヨシなど低願湿原要素の増殖等の植生の著しい変化について指摘している。

　　このような開発事業が進められている反面では，本州最大の高層湿廃｛である門門ケ原に比肩するすぐれた
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凍始景観と，員玉な動植物群の生息する田鼠的介iii但の高い地域として昌然保護の要誌も強く，昭和49年には

湿原齋積の6，596haが「利尻，糺文，サ；」ベツ国立公園」の公国区域に編入され，そのうちifr｛積の約1／5にあ

たる1，610haについては特別保護地域の指定をうけ，厳｝τ1に保護されることとなった。

　　サロベソ湿原の櫛生に関する研究は，1956卜以来，辻井18），19／の一連のf｛：lli：がある。これらはtとして泥

炭地の開発利用に関する自然環境調査の一環としておこなわれたものであり，］963「の報告では，サロベツ

瀧原の捕物群シ叡こついて，優占種と立地条件の指標質：とから8つの群落型を記述している。また，宮脇ら34）

は1976年に原野全域の忌物：二会1二【杓調査をおこない，4群集／0群落の群落1齢ヒの拙｝．ilと記述，および群欝i以

上の高次レベルの植生図（締尺1！25，000）を作成し，観光資源としての湿原の1｝ll発と利用および保蔓のあり方

について提鴫している。

　　一方，．嵜者らの一人伊藤は，JIBP℃T（P）部ドjの補助研究地域としでサ’i・ベソ湿原をとりあげ，1967～

！968年にほぼ全域にわたる踏査と｛慨生血i霞を二貧こない，　その成果の1部についてはすでにJIBP－CT（P）の年

次報告22），23）に発表した。！974年と1979．1には，β｝藤と橘が空として高層湿凍域の植物群落について補完的

調査をおこない，資料の不i分なところを補充匙た。その結果，当湿原とその携辺域に分布する槌物群落の全

体像についてほぼ正確に明らかにすることができた。　イ報裂；は1967年以来の研究成果のまとめであり，北海

這低地湿原槌生の群落分類に関する研究の担架である，，

　　本研究では各群落のか類にあたり，Soci飢iOn－Associモ｛liOn分類系を採用した，，この分類体系の有川性に

ついては，　日脚らの一人伊藤において前報の北海逼目地湿原研究鋤・紛で証明ずみのところであり，また鰻外

ではDu　Rietz13）の分類体系に関する主張や，その他の研究成果がある。

　　　　　　　　　1．　サ昌ベツ鵜原の概況　　Plwsical　Outline（．）f　Sorobetsu　Mire

　1，地形・地質・土壌　　Ge（，grapiユy，　Geolo玲ar三d　Soil

　　サμベツ湿原は馳，東，南の＿こ面は海抜150m内外グ）天塩ilμ也に，また：西は豊徳台地と南沈にイ申びる砂．1三：

列によって取り溜まれた低湿地鳴であり，その最高点ぱ丸i卿賄1｛台地（海抜！0～！4m）の1繊諸1，海抜9．51n

の地点である。湿原はここを中心に北，西，南にゆるく傾斜するドームを形成し，その海抜高は3～7mであ

る。北端部には兜沼，中央那にはパンケ，ベンケなどの大池沼があるほか，湿彫全体で！0余の小池沼が散在

している。サロベツ湿原に流入する律蔵こはサロベツ川をはじめ，上鞘べ灘ロベツ川，下エベ照・ベツ川，モ

サロベツ耀，オンネベツ川などがあり，これらの小河川よすべて天塩ノllに合流している。河摺の勾配ぱ極めて

るく，また湿原の海水瀟との比而が小さいことか㌧，融雪期には例年ll副京一薗に氾滞し，夏季においても

40mm程度の降水で出水し氾濫をノi二ずるといわれる。

　　阪炉0），41）によれば，サμベツ湿原の起源は大塩川河i層こ形成された砂庶欝によって成立した潟湖（古→六

Pベツ湖）とされ，湿原の基盤地層は豊徳ミ台地とlri｝嘘偽の更昇駄1の砂礫層であり，これは地質時代的には完菊テ

11辻層に相当する。すなわち，現在の湿原形成は7，000～8，000年IPI｝こ1瀦il的発達を開始したが，全面的発達は

4，000～5，000年前であると考えられている。北海道瞬発局の調査痢肛果玉8＞によると泥炭1基底【fliの地形は地域

的差が大きく，後雑な湖盆形態を示し，その後の丸心の発達過程に大きく影響している。各地域の泥炭IY淳の

解析結果をみると，湿原北部から「1・暗部にかけては，銘ξ駐L壌（湖底耳｛；積物）．一・ヨシ泥炭一・スクゴ・ヌマガや泥炭

・ミズゴケ泥炭の層序列が一般白勺で，いわゆる池沼陸化雌の発達過イ夏を示し，現在では高ll｝湿原域カミ広く展開

している。　しかし，パンケ沼以南の地区（通称…ドサ揖ベツ原野地区）の一部では泥炭層の基底にミズゴケ泥炭

が出現し，鉱質ヒ壌上に直接ミズゴケ類が侵入して形成された湿原，いわゆる沼沢化型の発達過程を示し，こ

の地帯は湿原形成llH始期には池沼ではなく陸地であったことを息味している。その後集積した泥炭層序をみる

とスゲ・ヌマガや泥炭一・ヨシ泥炭の堆積纈序であり，湿原発駕過程の一一般的模式とは異なっている。下サロベ
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ツ地区は泥炭溜の基底が海確i水準より低くなっているが，この現象について阪隣42）は“南下りの傾動”のよう

な地殻変動が湿1弱形成後，最近までおこなわれていたためと考えている。つまりサロベツll鼓賑の南部地域では

最近まで沈降運動が続き，地表面の相対的低下によって，河川の氾濫による沈泥作用等の影饗を受け，鉱水漁

養条件の強まる中で高1韓湿原から低層湿原への退行がおこり，今日みられるような低層湿漂植生の成立と発達

をもたらしたものと考えられている。

　　本湿原における泥炭土の分布状態をみると，ヨシ泥炭が9，000haでもっとも広い面積を占め，これは主に

湿｝京周辺部に分布する。表層泥炭は分解良蜂である。またヌマガヤ，スゲ類を主体とする巾間澱陳性泥炭は

3，900haの醐穣を占め，高1轡湿原の周囲や低1欝湿凍域の中：央部などに分布し，層厚3m以上に達する地域もあ

る。ミズゴケ泥炭の面積は1，9001、aでもっとも狭いが，湿原中央部に分布し，表1蕾泥炭もかなり分解不良であ

るといわれている（北海道開発庁）18）。

　2．気　象　Climate

　　本調査地は北海道の気候区分では日木海倶1気候区43＞に属する。その特徴は夏季には北上する対馬暖流の

影響を受けて緯度の高い引合には比較的温1！愛で晴天の日が多いが，冬季には降水鍛（積蒙繕士〉が多く冬季黍節

風型を示すことである。調査地に近接の稚内の月平均気混ク）最高は8月の19．20C，最砥は1月の一5．8℃，年

平均気温6．3℃で，真夏でも30℃を越えることは稀である。吉良の温螢指数29＞は539m．d．，寒さの指数は

一38．6m、　d．で，温度的気候帯では冷楓帯ゴヒ部に位回する。年降水鑓は1，2121nnり，無霜i＝1数は122日を数え，

また海霧（霧日数20糾年）の1｝杉響もオホーツク海側や東部太平洋狽1に比して少ない。北海道開発局の観測資

料19）（昭和36年～45年統計）によると，曽…ハ・ベツ湿原の位躍する豊富町の気象は海岸にある稚内市とは多少

異なり，より内陸的気象を示す。すなわち，海燈の稚内と内陸の豊富の月平均気温の薙は，寒候期において現

われ豊富の方が低い。また最高気温は夏に豊富が高く，最低気滋は冬に難寓が低い。すなわち，月平均｝三P鮫差
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では豊富の方が大きく殉地域間の差が明らかであるという。Fig．1Cには稚内のヌ喉図61）を示した。

　3．植生況概　Outline　of　Vegetation

　　サロベツ湿原を特微づける植物群落は，チャミズゴケ，ムラサキミズゴケ，イボミズゴケなどのミズゴケ

類とエゾイソツツジ，ガンコウラン，ホロムイツツジ，ヒメシャクナゲ，ツルコケモモなど1委性低木類によっ

て構成された汚語順凍隆起部の群落である。これは主として上サμベツ地区，丸山道路をはさんで北側と南側

に広く展開している。下サロベツ地区ではパンケ沼南部の而望地に分有∫する。また，上サロベツ落合～瞥皇；同

放水路北側一帯もかつては尚層湿源輌生が広く分布していたが，現在では排水効果による乾地化の影響でチマ

キザサ，クマイザサなどササ顛の侵入が隠しい。サロベツ湿原は／t瀬ケ漂のような1．Ll地湿原に比して地表痛の

起伏にとぼしく，総じて平坦であるため，泥炭池沼や小1鮒地の発達はそれほど顕〆ではないが，ウツクシミズ

ゴケ，サンカクミズゴケ，サケバミズゴケなどのミズゴケ類と，ナガバノモウセンゴケ，ヤチスギラン，ミカ

ヅキグサ，ホロムイソウなどで構成される小凹地群落もi要なlll分はこの地’、1∫に分布し，小事地群落ととも

にhollow－hummock（pooi－hulnmock＞複合体を形成している。

　　高摺湿原伺辺部の低1董直中には，しばしぼ湿地溝侭t斜e＞が発達している。これは【ij河床跡や祈己路に形成・さ

れた泥炭地の侵食谷の一種で，海洋性気候下に発達する湿原に一般的現象とされている拗。サ｛コベツ原野では

ヒメカイウ，ミツガシワ，ヤチヤナギ，ウツクシミズゴケ，サケバミズゴケなどが主体となって湿地溝特有の

群落を形成している。サロベツ川をはじめとする河川や排水路1，1起辺およびベンケ沼，パンケ灘d辺の低湿地1II：

は，キタヨシ，イワノガリヤス，オオカサスゲ，ヤラメスゲなどの大形スゲ類より成る低層湿原植生が分布す

る。また，湿原北部兜沼地区および南部ベンケ沼，パンケ沼周辺一一帯では，河川維謡物の集嘉した氾濫凍を中

心に，ナガパヤナギ林やハンノキ林が広い箱囲に成、∠している。

　　高層湿原と低層湿原の移行帯にはヌマガヤ，ホ獄ムイスゲ，ヤチナヤギ，エゾカンゾウ，ワタスゲが繁茂

し中間湿凍特寵の群落がみられる。また，ヌマガや櫓客地情び）外縁部緩傾斜地にはクマイザサやチマキザサの

群落が広く展開し，キタヨシ群落や湿地林とともに鋸歯複合体を形成し“Cいる。雨湿原棉における森林群落は

丸山台地に分布する。しかし，喫1林は消滅し，全て伐採や放牧の影響下にあるミズナラ，トドマツ，エゾマ

ツなどの二次林である。過灘地にはヤチダモやハンノキの林分もみられる。

　　　　　　　　　　　王L　調査地と調査法　　Areas　Stuciiedε1nd　Methods

　1．調査地区分　　Research　Divlslons

　　サロベツ湿原は一般に豊省，幌延の両旧∫界の通るペンケ沼をもって北側を上サμベツ（または北サロベツ〉

湿原，南側を下サロベツ（または総サロベツ）湿1票と大病している。今iIの調査では上，下サロベツ両湿原の

それぞれについて3地i～く，上サロベツNI，　N2，　N3地区および下サμベツSo，　S王，　S2地区に細区分した（Fig，2

参照）。N1地区は落合～豊徳間幹線放水路より北部，1酵狸までの一蹴こで，大部分はキタ碧シ群落やチマキザサ

群落の分布する低層湿原域であり，部分的に高／〆湿漂も発達している。N2地区は丸膚道路馳駅帯で，無熱

湿原と中間湿原植生が広く展開している。また，この地，げはとくに湿地溝や小凹地の特瑛な群落が分布してい

る地域である。N3地区は丸由道路よりペンケ沼までの上サロベツ南部地ix・帯である。ここは低層湿原，中

間湿原，高層湿原の多種多様な植物群落が広く分布している地域であり，とくにミズゴケ泥炭が厚く集積し，

典型的な｝嚢1層湿漂寒生の発達がみられる。下サロベツSo地区はペンケ沼とパンケ沼の間をさし，また，　S1地

区はパンケ沼以南オンネベツ耀までの聞で，南丁沼地匿もここに入れる。これらの地域では，泥炭層の基薩爾

は海幕水準よりも低く，湿原の地下水位は海漁水準と…致する。そのために極めて排水不良で，融守洪水など

による沈泥作用をうけやすい地帯である。キタヨシ群落やクマィザサ群落が広く分布し，また，ナガバヤナギ

林やヤチハンノキ林の発達も夢しい。この地区中久部のi口燥地一帯には1，石層湿1二蘭i朝．やヌマガや群落も分布し
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ているが，ササの侵入が顕著である。S2地区はオンネペツ川と天塩川の下流域一帯＝で，河川の氾濫の影響を強

くうけている地帯であり，大部分が低層湿原植生で被われているが，曙地区の北かには高履湿膿再生複合体の

発達も小面積ながら認められる。

　　上サロベツ湿原落合以北の兜沼地区については，今圓調査していないが，北海道開発局18＞，阪1二142）によれ

ぽ，この地区は河川の氾濫のもっとも激しかった地域で，ハンノキ林が全面積の2／3を占めて卓越し，残りの1／3

の地域は旧流路や旧河床跡で，ヨシ，イワノガリヤス，ササ類が密生している。また，河川沿いや丘陵地山足

り
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部などの土砂の堆積の卓越した易所では，ヤチダモ，ヤナギ類の密生林分が発達し，サロベツ湿原の中ではも

っとも冨栄養な立地環境であるとされている。

　2，調査法　Methods
　　植生調査は航空写真による相観区分と現地踏査の組み☆わせによって行なった。群落の種類組成の灘定は

専ら方形区法によった。すなわち，相観によって区分された均質な植分（スタンのについて，金出現植物の

優占度と群度（Braun一別anquet法）を諺1無し，四時に群落の鳥取率，植生高を，また，低木林と高木林につ

いては階摺構造も記録した。調査爾積は群落の大きさに応じて任意であるが最：小面積を陵駕するよう考慮し

た。さらに群落の配列パターンを把握する為に調査地の1部についてライントランセクト法を適用した。

　　調査は1967年と1968年をこ集中曲におこない，さらに1974年および工979年に補完的調査を実施した。

4力年間の調査で得られた植生調査資料は350方形1Σζに及ぶカミ，その中330方形区から得られた資料を整理し

た結果，群集あるいは群落レベルで水生植物群落4型，回暦湿原槌生9型，高層湿原植生6型，中間湿原植生

1型，大型多巡草本群落1型，森林群落5型が認められた。次章において各群落の記述をおこなう。

11L　群落の記載　　Description　of　Colnmunitles

A。氷生植物群落　　Hydrophyte　Communities

　a．浮葉植物群落　F1・ating－ieaf　ComH玉unitles

　　（1）エゾヒツジグサ群集（Table　1）　Nymphaeetu組tetragQnae　K：Q．王to　et　Umezawa，1970

　　　　（incl，1V～ψ1zαアー1）z〃ノ3μ～’〃’　assoc三ation　Ito，　8‘　αZ．1969＞

　　Tansley54）のCumbrian　Lakesにみられた浮葉島物群落はNymphaeetum　albaeとNymphaeetu鷺ユ

occi（le就a王isで代表される。前者は水深が深く2．5　mに及び，基底の有機物量が23．7％位の処に生じ赫・〃ψ舷6α

α♂億が優占種となり，他にN～4》加ノ”Z6‘躍1ノ～，ゐ。～雇1α♂01カ〃‘〃z1κz，翫ノ～’‘解繭‘∫sp．，　etc．を生じる。これ

に対して後着の群集はより水深が浅く1．2m前後であって，基質の有機物蟻は30％を越え多少とも波浪の作用

のある処に生じ，前者とは異った育地環境をもっている。サロベツ稚咲内のエゾヒツジグサ群集も模式的には

Cumbrian　Lakesのそれに従うが，フトイおよびキタヨシの優占群落（consocies）中にもエゾヒッジグサ群集

の構成要素が入っていて両方混生した混合群落を形成する。Sts．　No。880312，88G313，880314はそのような例

であって，ここでは上層にヌマハリイ，フトイ，キタヨシが生育し，下層にネムロコウホネ（N吻1～αプμ〃z漉‘〃’＊）

が生じる。

　　本群集の構成種はTable　1にみる如くエゾヒツジグサ，ネムロコウホネをはじめエゾタマミクリ，コタ

ヌキモそして前述のフトイ，キタ灘シ，ガマおよびヌマハリイなどである。これら優占種や随伴歯群の種類は

異にするけれども，北欧30＞・44）や災国14），謝その他のNymPhaeetUn｝albaeやN．　oぐ。！4σ〃’‘z∠～5の属地環境と

大差はない。殊にネム獄コウホネについては英國においても“Open　Or　CloSed　Phragmitetum，，の双方に生

ずるといわれ，この状態は前に掲げた3つのsta磁sにあてはめて考えられよう。この群集はサロベツ湿凍の

湿原中の池塘には分布していない。得られた資料は稚咲内砂丘背後の水湿地である。調査対象の長：沼はノ腐植栄

養型湖沼に属し（井上，私信1970），基底には有機質泥土が可成り1享く堆積している。

　　エゾヒツジグサ群集については，先の浮島灘原の植生分類24）において一応旧暦湿原の池塘にみられる浮

葉植物群落に規定したが，北海道の低地湿原の池塘では高層湿原，低暦湿原の如何を問わずエゾヒツジグサと

ネムロコウホネはしぼしぽ混生する。したがってサロベツ稚咲内の資料からもこの群集内容を広く規定する必

　＊　夏季池塘の水深が浅くなると，茎は挺水ないし直立して形態的にコウホネ（酌ψ1～α7ーノα♪o〃ガ（，κ〃’〉の外

　　観を呈し紛わしくなるが，茎の横断醐の形状や水深のより深い部分への連続している個体の分葎状態な

　　どの観察からネムロコウホネ（！＞砂ゐαブ！）1〃〃漉’〃～〉と同日された。
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Tab韮e　1．　The　Nymphaeetum　tetragonae

Association 1 Ny！憤Phaeetun｝　tetragonae

Soc王at三〇n 工 ユ．［ n
Ωuadrat　Number

Stand　Number
Site

Quadrat　area（m2）

Number・f　species

Water（lepth（cln）

　1　　　2

880317　880311

　W　　　W

　25　　　25

　3　　　3

　30　　　一

　3　　　4

330318　880316

　W　　　W

　25　　　25

　2　　　4

　20　　　20

　5　　　6　　　7

880312　88G133　880314

　W　　　W　　　W

　25　　　25　　　25

　3　　　4　　　4

　20　　　5　　　一

　Character　species　of　Nymphae－

　etunl　tetragonae

N）り，ψ1協¢α観rαgo照var．雄’層αgo〃‘L

茄ψゐαノ傅ρ～〃〃～1～〃；’＊

　Other　elelnents

＆∫ψ’‘5‘α加η～α召〃’oノ勲’z〃

だZ80C1～α1ゴ5ノ〃α〃β∫〃ζπα

∬ヲ1ノ瀦9〃漉05ω〃～ノノ’～〃z～∫

乃ψノぞα1αご砂！～α

5コ口ノ19α〃加π5ど〃ψ1α

σ〃ゴα4！ζ〃廊ブα♪o〃～‘α

1

2．2

22

4．4

1．1

1。1

5．5

1．1

4．4 4．4

十

2，2

●

●　　　　　　　　　　　　　　●

3．3＊　　3．3

1．1

44

十

2．2

4．4

十

〇

■

　　エ：絢〃ψんα6α勲ug・〃α一N妙1～αψ1〃πfZ’〃ノ’soc．

　　∬：ム吻ノ～α1一ρ～〃〃1Z～〃ノ届0α

　　猟N～ψゐ‘πカ’〃雇」♂観弼！ωα〃お〃畑ノ’～”αごαs・c．

　　W：Wakkasakanai
　　　＊：wlth　red　stigma

要があるわけで，ネムロコウホネもまたその重要な構成要素となる。ネムロコウホネとエゾヒツジグサが混生

し，且つミツガシワ群落と隣接する梢観は，ニセコ神仙沼の植生においても観察することができる。

　　浮葉植物群落においてはそれが純群落を構成する時，階暦構造は単暦をなすが，多かれ少なかれ，複膚構

造をもつ。サロベツ稚咲内においても全体を通じて少なくとも1～IV層までの層区分が認められた。すなわ

ち上から順に次の如くなる：

　　　1：フトイ，キタ騨シ，ガマ，ヌマハリイ

　　11：　エゾタマミクリ

　　III：　ネムμ繋ウホネ，エゾヒツジグサ

　　IV：　コタヌキモ

1969年にサ1コベッ湿原より記載したネムロコウホネ群集23）は結樹本群集に包才干するのが妥当と考える。

　　（2）　ヒシ群集（Table　2）　Trapetum　laPonicae　Ito，6♂α乙1970

　　ペンヶ沼においては沼燈部にマコモ，沼岸より沼心近くにフトイ，そしてそれより深い沼心部方向にはヒ

シの純群落が発達する。Table　2にみるように，構成種は典型的にはヒシのみから成り，混生種としてはフト

イをみるのみである。両者は共に生育型を異にするので混在しているというだけであって，階層的なあるいは

群落学的な親和度は本質的に欠如しているのである。群落出現立地からみると，本群集はエゾヒッジグサーネ

ムロコウホネ基群集に比し一層浅い申分に生じる。
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Table　2、 The　Trapetum　japonicae

Associatlon
　　．．閲　　　　　　　　　　　．l
　　　　Sociation　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

Ωuad「at　Numbe「 @　｛
Stand　Number　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Sit・　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Ωuadrat　area（m2＞　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Number・f　specles　“　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

Water　depth（cm＞　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．

Trapetum　japonicae

T1妙αノζψo航α

　　1

88077工

Pen

　100

　　　1

　100＞

　　2

880792

Pen

　100

　　　2

　100＞

　　3

880773

Pen

　100

　　　3

　100＞

　Character　species　of
　Trapetum　laponicae

7．》㌃ψαブζψo航α

　　Other　elements

＆ガψκ∫‘αゐθノブκ卿～o〃’α〃∫～

5．5 5．5

十

5．4

Pe亘：Penke－numa　pond

　b．挺水槙物群落　Emerged　Plant　Commuities

　　　（3）コウホネ舞落（Table　3）　Nlψ々αノーノ砂ω～Zα〃πCommunity

　　　本群落は稚咲内の2つの小沼に分布する。1979年8月下勾の調査によって．得られたもので2基群集に区

分された。コウホネータヌキモ基群集は，沼心に分布するエゾヒツジグサ群集に接し，その外周の水深30Cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3．　The　Nl．ψんαノゴ砂。〃ガα〃μcommuHity

Soc三ation 工 ：旺

Ωuadrat　Number 1 2 3 4 5

Stand　Number
Slte

Ωuadrat　area（m2）

COmmunity　area（m2＞

Number　of　species

Water　dePth（cm）

982203

　W1

　　25

　700

　　　8

　　30

972204

　W1

　　25

　700

　　　3

　　30

982207

　W2

　　25

　　30

　　　2

　　30

982205

　W1

　　20

　　40

　　　4

　　　0

982206

　W1

　　　5

　　40

　　　4

　　　0

　　　　　　一　　　　　　　　　　　　i．．．．．．．．．．．．．

　　　　Character　species　of　2＞1ψんαノー　i

　　　　ノ‘ψ0ノπα〃μcommu鷺1ty　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

櫛1吻ψ・漁〃’　　　　i5・5
伽・勲ノψ・〃…　　　｝・・5
βραノ召㍑痂〃’訪〃θ・～・　　　　　i　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　Other　element　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

ム仙〃ψ1・α・・嫌g・〃・va…伽g…α…　2・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

αα‘臨て卿η5α　　　　　　　　　…レ　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
彫∫ZO∂加1’9！α・～4’‘♂0∫’‘〃’var．α∫’1画α’ノ〃…　・

一＿．．．．．．一＿＿．．．．．．．．＿．＿．＿．＿．＿一＿＿．＿．．．．＿＿．．．一＿．．．．．一．．．．．．．．．．　　：．．．．．．一r

　　　LNIψ1～α1ゴζ4・0〃∫α〃〃一びρ噂1α’1・〃’～‘Zノ妙0ノ漉αSOC．

　　　ii二：ム吻ゐ‘〃’ノ砂・ノ～’6～〃ノ」一助α禦π伽6～〃ψ♂躍SOC．

　　　W1，　W2：Wakkasakanai

5．5

5．5

0

5．5

5．5

●

十　　　　　　・

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

3．3

●

5．5

．

÷

÷

3．3

身

5．5

卿

十

十
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内外，泥土の厚く堆積した立地に生じ，混生種は少なく，エゾヒッジグサとタヌキモの2種よりなる。また，

コウホネーエゾタマミクリ基群集は前壁群集の外縁，すなわち，沼汀線部に盆じ，水深は一層浅くなり夏季に

はしばしぽ三二し基底土が露湿する。草高70cm程度のコウホネとエゾタマミクリが共優占し，混生種は少な

くiごクゼリとカラフトアカバナの2種が散生するのみである。コウホネ群落は北海道では胆振，十勝地方およ

び道南の大沼など，主として腐植栄養湖の静水域や湿地溝に広く分布しているが，胆振地方では小河川の流水

域にもみられる5D。

　　（4）マコモーキタヨシ群集（Table　4）　Zizano－Phragmltetum　Nakano，1944

　　マコモーキタヨシ群集は中野35）によって建てられた。この群集は大体地下水位が0．1～1mの閥にみられ

るものであるが，更に地下水位が浅く挺水草原になった場含には，オギーキタヨシ群集が成立すると述べてい

る。マコモーキタヨシ群集では1）一年生植物が侵入しなくなり主として多年生植物より成ること，2）主体は

キタ滋シ，マコモ，フトイ，ガマ，ドクゼリなどであることを特徴として挙げている。

　　本群集の資料はサロベツ湿原のペンケ沼pQint　211付近のSts．880774，880775，880776で得られた。

Table　4にみるようにマコモが水面の大部分を被い，ヒシが随伴し，所によりフトイあるいはキタヨシが生じ

ている。ここでは3つの基群集を得たが，そのうちフトイーキタヨシ基群集ではマコモを欠如する。しかし，

キタヨシ，ガマ，ドクゼリのような群落四戒要素を有しているので本群集への帰属を町能にする。フトィーキ

タヨシ基群集はサロベツ灘原では水深15～20cmの排水溝の水中に成立している。

Table　4．　　The　Zlzano－Phragmitetum

Association Zizano－PhragmltetUm

Soc三ation 丁 丁［ コ蚕r

Ωuadrat　Number

Stand　Number
Site

Ωuadrat　area（m2＞

Number　of　species

Water　depth（Cm）

　1
880774

　So

　26

　3

　2
880775

　So

　25

　3

　3
880776

　S三

　20

　4
　20

　Character　species　of
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　　（5）ヒメカイウーミツガシワ群集（Table　5）

　　　　CalloMenyanthetum　trifoliatae　Ko．　ito　et　K，　Tachibana，　Assoc．　nov．

　　本群集は滞水池塘や湿地溝の分布するサロベソN圭地区△6，3m北東3001n付近やN2およびN3地区の

ほぼ中心部に限ってみられる。阪口42）によればここは旧湾床に泥炭が集積して形成された湿地溝で，藁盤の泥

炭は分解度が低く，また，水気の多いスゲ類およびミズゴケ顛より成るwatery　peatであるという。生育地は

躍放水面を呈することもあり，また，ミズゴケ類が侵入して閉鎖水鳥となっている面食もある。群落変化の経

路からいけば開水面から閉水面に至るであろうから，本群集はミズゴケを伴わない墓群集とミズゴケ類一主と

してサケバミズゴケ（亀）加g〃～4〃げψα癬ノ1∂一を伴う基群集に大沼できる。すなわち，前者は1）ヒメカイウ基

群集であり，後者は2＞ヒメカイウーサケバミズゴケ基群集，3）ミツガシワーサケバミズゴケ基群集，4）カ

キツバターサケバミズゴケ基群集，5）ホRムイイチゴーサケバミズゴケ慕群集，6）ヤチヤナギーサケバミズ

ゴケ基群集である。

　　本群集は挺水植物のヒメカイウやミツガシワの出現によって特徴づけられるもので，基群集1＞と2）では

ミツガシワの隔心頻度は低いが，一般的にみれぽ縁辺湿地の流路（Lagg　stream＞や湿地溝（RUIIe）に成立す

る多くのミツガシワ群落47）・63＞，66）と性格的に共通するものをもち，ミツガシワはヒメカイウと共に本群集の重

要種である。ミズゴケの侵入，蘇座の拡大に伴ってツルコケモモもその義民域を拡げるので，ヒメカイウーサ

ケバミズゴケ基群集ではツルコケモモが恒存種として機能する。相対的に水深が浅くなるにつれ，カキツバタ，

クロバナロウゲ，ヤチスゲ，ヤチヤナギのような挺水あるいは水気に瞬性をもつ種類が侵入してきてヒメカイ

ウの活力度が低下し，漸次ミツガシワーサケバミズゴケ基群集に移行する。ヒメカイウ基群集は開放水域に生

じ混生種も少なく純群落を形成するが，ヒ八八イウーサケバミズゴケ基群集では朋水面がなく，ミツガシワ，

カキツバタ，ク1コバナ1コウゲ，ヤチスゲ，サワギキョウ，ツルコケモモなど多くの沼沢地要素や高1轡湿原要素

を混生し，ILI現歩数は2～9種に達する。　Osvald36＞がKomosse湿原から記載したC‘～〃α／）α／～’3〃廊Assoc．

は，スゲ型湿原の根対的に窟栄養なLaggに煮振じるもので，ここでも開放水域に浮芝を形成する混生種の少

ないCα”‘’ノ・α1”隠針糸1巨群落と閉鎖水域で，かつミズゴケ湿原に接して分布する儒生種の多い群落の2型を認、

めている。この場命ヒメカイウとの共優占種はCαノ撚αzノ榔α・〃∫（バクサンスゲ）とCら脚がαガ～イ面〃3（ヒメ

ウキガヤの1種〉であるという。サロベツ湿原ではこれに対応するものとしてヤチスゲ，ムジナスゲ，イワノ

ガリヤスなどが考えられるが，ここでは優占度も低くKomosse湿原より｝よ貧栄養な育地環境にあるものと考

察される。サロベツ湿原：のヒメカイウ基群集は前者に，また，ヒメカイウーサケバミズゴケ塾群集は後者にそ

れぞれ対応するものと思われるが，La罵とR貢ileという立地環境の差異が構成種上の違いをもたらしてい

るといえよう。

　　ミツガシワーサケバミズゴケ基群集ではミツガシワが上層の優占種となり，底履のサケバミズゴケは一り韓

密な癬座を形成し，サンカクミズゴケ（踊α9〃’イ〃岬1α’♂α”〃〃）も侵入してくる。その他ホロムイソウ，ホロ

ムイイチゴ，ホロムイスゲ，トキソウ，ヌマガヤなどを生じ，全体として高層湿原化の傾向を匂す。これらの

基群集は基本的にヒメカイウ，ミツガシワ，ツルコケモモとミズゴケ類を有し，加えてヤチスゲ，カキソバ

タなどが恒存的に出現するが，隣接する池塘や湿地溝金体の形成年代の差から，種々の低1轡湿原要素や高層湿

原要素が入り込んで来ている。種数からみると池沼の中心近くのヒメカイウからなる処では2種類程度である

が，多少ともこれに他種が力財つって5～6種になるのが普通である。階摺構造ではヒメカイウやミツガシワは

一般に草本層第2層を形威する。草本層第11轡は常時存在するとは限らないが，例えばドクゼリ，カキソバ

タ，イワノガリヤスなどが入るとα6～1mの層を形成する。しかし，ヒメカイウが優勢であるような処では，

時にヤチヤナギやホロムイスゲが入るようなことがあっても，0．2～0．4mであって低く，ヒメカイウと同様草

本1蕾第2層におさまることが多い。
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　　カキツパターサケバミズゴケ基群集では，ヒメカイウを欠くことが多い。ここではヒメカイウに麗ぎ換わ

ってカキツバタが上下で優占種となり，サケバミズゴケまたはサンカクミズゴケが三層を占める。ツルコケモ

モの優占度は変化しないか，むしろ増加の傾向を示す。その他側体にヤチヤナギ，ホロムイィチゴの増加とモ

ウセンゴケ，ヌマガヤ，ホロムイソウ，ミカヅキグサのような高層湿原要素の侵入が日立つ。この基群集はヒ

メカイウの池沼が高層湿原へ移行する途中欄の1つの存在形態と考えられ，さらに陸化が進めばミツガシワや

カキソバタの活力度が低下し，ホ1・ムイイチゴが優勢となってホ瓢・ムイイチゴーサケバミズゴケ蒸群集に移行

し，最終的にはヤチヤナギのような木本が侵入してヤチヤナギーサケバミズゴケ蓋群集に鋼達する。

　　ホ1コムイイチゴーサケパミズゴケ基群集ではヒメカイウ，ミツガシワ，カキツバタの他にドクゼリ，サワ

ギキ烈ウ，クロバナロウゲなどの低層湿原要素が未だ残存しているが，ヤチヤナギーサケバミズゴケ基群集に

至ればこれらを欠如し，ホ茎コムイスゲ，ホμムイイチゴ，ヌマガヤ，モウセンゴケのような高1韓湿原要素を多

く伴うようになる。従ってこの塞群集はヒメカイウーミツガシワ群集の終末期（termlnal　stage）であり，ま

た，岡時に高1韓湿際化への出発点として，例えば種構成上，ツルコケモモーホロムィスゲ群集に接続するもの

と考察される。

　　一般に池沼の開水面がミズゴケ類の侵入によって閉鎖されていくに従い，植物種間に次のような変動がみ

られる：サケパミズゴケまたはサンカクミズゴケの増潴，ドクゼリ，ミツガシワの活力度の低下，ヤチスゲの

減少およびツルコケモモの増加；やがてホロムイスゲ，ヌマガヤ，ホロムイイチゴが侵入し，殊にミズゴケ層

の上のホロムイイチゴはソルコケモモと岡様著しく増加する，そして，最終的にはヤチヤナギの侵入をみる。

Fig，3はサロベツN2地区における本群集の植生断面と池沼周辺における主要植物の優占度の消長を示す。全

体湿潤であるが池沼中にヒメカイウ，水辺はヤチヤナギの密生した群落となる。池沼底にはスゲ類やイワノガ

リヤスの根系や新鮮な遺体が未分解のまま厚く堆積し，池沼辺縁よりサケバミズゴケが次第に侵入している。
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Fig．4．　Scheme　of　the　pool　succession　o蔦the　N2　research　division

　　　　　of　the　Kamisarobetsu　mire。

停滞水位についてみればヤチヤナギーサケバミズゴケ基群集と池沼中心部のそれは同じである。ヤチヤナギー

サケバミズゴケ基群集の立地は，地表面が少し睦糊していることとやチヤナギの根系がよく発達しているの

で，人間が踏んでも凹下しないが，常時湛水状態にある。

　　ホロムイイチゴやヒメカイウは疎開地では植物体が小形であるが活力度は正常である。ヤチヤナギの下層

にもみるが植物体そのものは反って大形である。例えば疎開地では草高10～20cmであるがヤチヤナギの下

では30cmになる。しかし，活力度は低下する。従って穂物体の大小は単にみかけ上の変化であって，その変

化をもたらす本質的な要欄の中には，1）個体数の減少による種内競争の緩和，2）光が不十分であることによ

る1種の徒長現象などが考えられる。図中AからEに黙る種構成の変化をみると，AとBのような辺縁部で

優勢な種群と中央部で優勢なものに分かれる。前者の型に属する植物はヤチヤナギが代表的なものであるが，

ツルコケモモ，イワノガリヤス，ホロムイスゲ，ヌマガヤなども類似の分布行動を示す。他：方後考の型はヒメ

カイウ，ミツガシワで代表されるが，カキツバタ，ヤチスゲ，ミズゴケ類もこれに属する植物と言える。

　　以上のような観察結果からヒメカイウーミソガシワ群集を中心とした池沼遷移の1例を模式化すると，

Fig．4のような2つの系列があると考えられる。

　B．低層湿原植生　　FeH　Vegetatlon

　　（6）　キタヨシ群集（Table　6）　jrヲ〃ηg～μ〃8560〃～〃〃〃～ガ∫Assoc．

　　　　（cf．　Phgragmitetum　oseanum　Suz．一Tok．1954）

　　サロベソ原野におけるキタヨシ群集については，下層優占種群との組み合わせによって5つの基群集が区

分された。各基群集の立地とキタヨシの活力度の変化をみると次のようになる：

　　　湿潤地；キタヨシ基群集，活力度正常　　　・

　　　湿潤地；キタヨシームジナスゲ基群集，活力度低下

　　　湿潤地；キタヨシ…ヌマガヤーサヶバミズゴヶ基群集，活力度低下

　　　中湿地；キタヨシーチマキザサ基群集，活力度低下

　　　乾燥地；キタヨシーヌマガヤーチマキザサ基群集，活力度低下

　　また，サロベツ湿凍北部におけるキタヨシ群集の分布をみると，周辺部は稗高2m内外のキタヨシからな

るキタヨシ基群集であり，その外縁にキタヨシーチマキザサ基群集またはチマキザサ群落が発達する。河川の



t

Table 6. 't'he I'kt'au'titi{es t' OtllStlUSII.S Associat{on

Associativn 1'iii'ttginites ('ontinttnisAssoclutlen

Soeiation .[ 1[ ,rM[ iY y

't
QuadratnUrnber 1 2 3 4 5 sglojl 11 12 13 14 15 16

Standnumber 881041 790121 790122790123 790124 881e51880781 790391 79e401 790491 88e391 8810e4 880165

S{te s, 13 Ns Ns rT3 s!s, .N'
e N! lts N2 s, s:

QuadratareaCm2) 25 25 25 25 25 100100 200 4 25 25 100 100

Number ef species

Community area (m2)

E 15
loei

7

Charactetspeciesof

I'iti'asrntitesceinmunisAssociation

I)ht'agmitescomntunis 5,5 4.4

Phy$iognornicallyimportant
'

specles

h'asaPattttata , 5.5

Catamagrestislangsdorfii 1,1 ,

Carexkoidzttmii
.

Cai'evomianavar.moitticola . ,

MotiniopsisjaPenica .

Myi'icagalevar.tomentosa , ,

"emei'ecatlismiddendorffi
'

6entianatnfloi'avar.honoiitttiensis . '

ElementsofMossvegetation

Vacciniumoxycocctts . .

Carexntiddendotfili . .

Lt'ditmt,al"strevar,diversipilosum - .

Cat'exmichattxianavur,asiatica ' .

Rubu"'chamaetitot'us . .

Drosei'ai'otuitdiitia
. .

Eriopltorttmvasrinatt{iit
. '

Cat'exlimesa . .

SpltagntttJtad)ictttattti)t
,

'

5

4.4

5.5

9

4.4

5.

+･

5

1

+.1

+.1

3

4.4

5.

L

5

1

ll

loe

5.5

3.

L

3

!

17

leooo
/

r

19

leo

3.31 1,1
   1

I
   I
5. M

2.2

3.3

+.1

2.2

+.1

+,1

+.1

+.1

+.1

13

loeoe

2,2

L

+･

4.

i

1

4

1,1

  t

13F

  I
  I50,
  '  I

10 9  15l

goei

13

300

9

100

11

100

4.4 5.5 5,5 5,5 3.3 3.3 3.3

2.2 - , 3.4 2.2 5.5 2.2

. . ' . 1.1 +,1
2.2 .3.3 ..3,3 ..Ll

.3.3

+.1

'2.2

..4,4

' +.I Ll 2,2 Ll ' 2.2

:tii +.1

.

!.1

2.2

+,1

+.1

+.1

+.1

5.5

Ll
Ll

+･

+,

1

1

5.5

+,1

2.2

Ll

+.2

+.I

2,2

+.1 +,1

+,1

   Fen elernents

Gatittm trij7d"m var, bi'evipedttnetttattlttt

Angetiea geniu7bua

E4uisettttit litttosttttt

1iblygvnttnt thunbeigii

Lorcopus maackiantts

Sangttisotta tenuijblia var. tUba

lris ensata var. spontanea

Loisimachia v"Lgztt'is var. dlaz'iti'it'a

Lobetia sessitijbtia

Cirsittm pectineltttnt

Cicuta vi7'osa

bycopus ttnCt7bi'us

SymPtocai?usfbetidtts

AlnttsJ'aponica

carux dispalata

thi'evmaxitttoTVicxii

dysichiteit cattttscltatt'eit.se

Iris setosa.

+.1

 Ll

+.1

3.3

+.1

Lathyras palu.stt'is var, pito.su}'

Stacysj'aPoni{'a

bynanchttm sp･

Senecio t'annatijbtiits

Rkntha arz,ensis var. pipei'ti,vt'ens

Astet' gtehnii

&'ttteltaJ'ia pekinensis var. ttsstu'it'ttsis

Cirsitttn canttschaticttin

Sotidogo vitga-auiua vur. Ieiueai?a

Skintmia j' aponica var. ivt>en.s

7-atictruJn thunbetgii

Ai'temisia ntontana

A･tiseattthttssincnsis

lmpatiens noli-tanget'e

  1

+.1

+,1

+,1

+,1

+,1

+.1

+1

1

l

+.1

2,2

+.1

+,1

+.1

+.1

+.1

+.1

".1

+.1

 1.2

1.2

+･

L

+

+･

+･

1

1

1

1

1

+.1

+.1

+.1

+.I

+.1

+.1

+.1

+.1

+･

+･

 L

1

1

1

+.1

+.1

+,1

+.1

+.I

+,1

 Ll
 1.1

Ll

+.1

+.1

+･

1.

1

1

+.1

+.1

+.1

+.1

+,1

2.2

+.1

+.1

+,1

+.1

' , +.1 ' . -t , t-. , +,1 - ' , ' ' t-. , . -t 2.2 1.1 ･1,1
' ' ' ' ･+.1 . . '

' . - +.1 ' ,

' ' ' -t Ll tt' ' Ll ' ' +.1 1.1 +.1
. ' ' ' tt . +.1 ,

' +.1 ' . --+,1 ' . . --+'t +.I ' +.1 ' tt , '

+.I . ' ' ' tt ' . '

'
' ' tt ' ' ,

'
' ' tt '

' ' . .
, ts'

' , ' . '' ' -t, ' ., t-'

+.1
+.1 +.1 '' +.1 , --. ,. +,1 t-. +.1 , ' . . --'

- +.1 - . . , --'

' +.1 Li 3,3 ,. . , --'

+.1 . ' t- - ' --
I:

n:
]if:

]y:

v:

R6tvgmites eomtnunis soc,

BEnligmites commttni-Sdsa patntata soe.

Rhrtagntites communis-Carex koidktttnii soc,

IViingmies cemmunis-Mbliniopsis J'aponica-SPhttgtutm i'iptti'ittJit

IZIitugmites communis-･Mbtinicopsis japonica-Sa.sa patmata soc.
sve.



サ・ベツ湿原別物生態学（橘・伊藤） 85

氾濫原や水流跡の低湿地ではキタヨシの下層または同履にイワノガリヤスの多いことがあり，また，ススキの

侵入している植分やムジナスゲの優勢な処もあって，立地の水分条件と周辺群落の影響および人為的撹乱の計

理いなどから種類組成は様々に変化する。

　　キタヨシ基群集の調査資料St．　No，880104は，下サロベツ湿原アケボノ（S三地区）で寵録されたものであ

る。本基群集の立地は必らずしも多湿環境下にあるのではなく，むしろ排水良好な，やや乾燥した条件下にあ

る。チマキザサは多少存在するが，稗の隙間より比全的1ヨ光が入り，下生にミゾソバ，エゾイヌゴマ，エゾオ

オバセンキュウなどが憧常的にみられる。チマキザサを欠き，キタヨシを超すようなハンゴンソウ，エゾヨモ

ギ，オニシモツケなどの高茎草本類の陣営が特徴的である。人為の影響はないものと考えられる。

　　キタヨシームジナスゲ基群集は湿原周辺部の流路沿いなど低1：田多湿な立地に成立する。上層のキタヨシは

響高12m内外と低く優占度もやや低下する。上甑が疎開するために下生の構成種が豊欝になり，ヌマガヤ，

ワタスゲ，ヤチヤナギ，ホPムイイチゴのような高層湿陳ないし中間湿原要素も入りこんでくる。底屡には時

に鎖肛ミズゴケ（勘1～αg腿〃ψα々’蘭匂やサケパミズゴケ（3ρ乃．ノψα1ブz〃〃）も鵬現する。：本群落は主として下

サロベツS。地区，ヤチハンノキ林の林縁に分布し，分布域はそれほど広くない。高野湿凍餅に接する低凹湿

潤地ではムジナスゲが衰退し，ヌマガヤが優勢となってキタヨシーヌマガヤーサケバミズゴケ基群集が成立す

る。上層にキタヨシが密盗するために下生種が少なく，臨上種数は9～10前後が一般的である。これは本来キ

タヨシ，ミズバショウ，ヒメカイウ，カキツバタの生育する浅い湿地溝にサケバミズゴケが漸次侵入して地床

を被い，陸化したものと考えられる。ヌマガヤの他にヤチヤナギ，ホμムイスゲ，ツルコケモモ，ホμムイイ

チゴが恒常的に出現し，時にエゾイソツツジ，ホ“ムイリソドウ，ハイイヌツゲなどが臨現して全体的に高層

湿原への移行形態を示す。

　　湿原周辺部やパンケ沼，ペンケ沼周辺では，河岸や沼岸に成立するキタヨシ基群集に接した立地に，キタ

ヨシの垣生にチマキザサが侵入し，キ心心シーチマキザサ塞群集の成立をみる。チマキザサの秤高は1m前後

になって優占度も増加し，…方キタヨシの割高はやや低く，1．2～2mになって優占度も低下してくる。チマ

キザサが密生し光の透過が遮断されるので所生植物が急激に減少する。1｝寺にヤチハソノキやエゾノコリソゴを

上層にもっことがあるが，この場命キタヨシの活力度は低下し，花穂をつけた個体も少なくなる。本群落はサ

ロベツ湿原低層歯軋域の相観を代表するもので，もっとも広く分布している。

　　キタヨシーヌマガヤーチマキザサ基群集は，高層湿原に接した乾燥地に成立する。チマキザサの稗高は

20cm前後と一層低くなり，また上層のキタ響シも1m前後となって優占度も低下する。イワノガリヤス，ム

ジナスゲ，ユッコウシダなどの低1轡湿原要素が驚かに残存しているが，種類構成では中闘湿源ないし高層湿原

要素が多くなる。本群落は萌述のキタ認シーヌマガヤーサケバミズゴケ基群集と共に高届湿原化への途中梢と

して位置づけることができる。

　　（7）ムジナスゲーサギスゲ群落（Table　7）　Cα解£々。ガ4溜’ノ～か分砂ノ～oノ翼1〃gノηぐ’！4　COmmunity

　　本群落は丸山台地覆西部の低湿地帯に分布するもので，サロベツ湿原での分布域は極めて狭く，草高40cm

程度のムジナスゲとサギスゲが共優戯し，随伴種としてはカキツバタ，iごクゼリ，サワギキョウ，ミズバショ

ウなどの沼沢地要素，キタヨシ，ヒメシダ，ヤマドリゼンマイ，タチギボウシなどの低膚湿原要素，ヤチスゲ，

ツルコケモモ，ホPムイイチゴ，ヤチヤナギ，ヌマガヤなどの高騒湿原要素など多彩であり，1二1誹種数も12～

16に達する。サロベツ湿原における本群落の分布域はN2地区東南部に局在的であるが，道東の霧多布52＞，風

蓮18＞，釧路53＞の各湿原では低層湿原域ばかりでなく高層湿原小凹地の主要群落でもある。この場合底層にユ

ガミミズゴヶ（5ρゐαgη～〃π躍る∫8‘，Z〃π1κ〃～），ウツクシミズゴケ（勘乃αgη’〃μ♪認ぐんWノのを伴い，またイボミズ

ゴケ，ツルコケモモ，ミカヅキグサ，ホロムイソウ，コタヌキモ，ミツガシワなど高暦湿原，低摺湿原薩要素

を混じえ種構成が極めて豊憲になる。これは融雪，洪水晴の河川の氾濫の影響を受け易い北海道低地湿環の特
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Table　7．　The（効ノ》κ々。漉μ〃βゴーEが。～ケゐ。ノ了〃〃gηz6漉sociat三〇n

Ωuadrat　Number

Stand　Nurnber

S二te

Ωuadrat　area　（rn2）

Community　area（m2）

Number　of　species

！ 2 3

860225 86G226 860227

N3

1

16

N3

1

12

N3

1

12

　　Character　species　of　Cα7・8ユニ

　　々0液π漉commu雌y
Cα7－8露々of49％醒が

君プ比ψん。ノ聯〃zg㍑o漉

　　Character　species　CaHo－
　　Menyanthetuln　trifollatae

〃ガ5」α8η磐α碗

C此π彦αη∫アro3α

五〇み6あα∫郡5以の♂如

1ユ

2．2

2．2

2．2

4．4

2．2

十

十

3．3

1ユ

十

1．1

1．1

1ユ

　　Elemen士S　Of　Fen　VegetatiOH

鐸z㎎ノ加’85ωηη’z朔ガ5

z｛y蕗‘飯ご。παz〃3’56ゐ認66π56

05脚η幽5彦7w匹6珈αノノz．o〃Lθ酬var，プ襯召ノ～5‘ノ

ゐα∫孟2でαη吻。加。α

飾5’αアr6c’・σb友α

翫7・ゴ6π♂α万αf／z陀ηノ2θ6」∫α

勘んα9η躍ノzノψαノ伽ノμ

エ）7’砂αη06Zα諾μ5魚∫如η5

　　Elements　of．二Moss　vegetation

Cαγ8¢♂カπ05α

ムツ。砂。読z西η’∫ノz7z％ノzぬ‘z〃π

％66勿珈2ノ診。礎y‘00C螂

R㍑う麗50ゐαηZα6〃ZOプ御5

畷yノρ磁8痂var．蜘躍π‘0∫・z

伽あ短（ψ∫ガ3ノ妙。癖‘α

十

1ユ

十

●

十

十

〇

●

1ユ

1．1

十

十

顧

●

1．1

十

2．1

9

●

2．1

■

●

●

÷

十

十

1．1

1ユ

・

0

9

●

÷

，

●

十

÷

・

十

徴であって風蓮湿原がその典型例である。胆振地方勇払湿原51）のムジナスゲーサギスゲ基群集はヨシ，スゲ

泥炭集積地に主として分布し，ッルスゲ，ヤチスゲ，クロバナロウゲ，ミツガシワ，サワギキョウ，イワノガ

ジヤスなどを伴って，サμベッ湿原の群落と近似の種類組成をもっている。

　　（8）オオカサスゲ群落（Table　8＞　Cαノー8∬〃りη～clzoρ加∫αCommunlty

　　　　（cf．　Caricetum　rhynchophysae　Miyawaki　et　K．　Fuliwara，1972）

　　本群落は上サロベツN3地区の排水溝および稚咲内小沼周辺の低湿地帯より記録された大形スゲ群落の

1つである。Table　8に示す如く，排水溝の流水縁にある場合にはキタヨシを伴うのみで植被率も小さいが，

低湿地帯の静水域では下生にホソバノヨツバムグラ，ヌマゼリ，ドクゼリを伴って密生している。稚咲内で記
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Table　8．　　The　Cα～で」じ才物ツηcん0／》1～ツ∫αcom皿u通ty

Ωuadrat　Number

Stand　Number

Site

Ωua（lrat　area（m2）

NUInber　of　specles

Vegetation　helght　（cm）

Vegetation　cover（％〉

Cαπ嬬〃髪y〃。ゐ（ψ1妙5α

Gα〃μ〃μ噸漉〃πvar．伽吻8伽～α’z‘z々’ノ〃

∫坊πτ9〃～惚ぶoo’〃〃’」〃～ノ∫

3加’5～zα汐8var。〃～〃・0ノ’～‘‘〃〃

C～c醜α℃∫m5α

1 2 3

461329 982209 982210

N3

4

2

80

90

W
　4

　3

100

100

W
　4

　4

100

100

2．2

十

5．5

4．4

十

5，5

4．4

十

十

W：Wakasakanai

録された後者の立地は調査時の8月下旬には冠水はみられなかったが，春季融雪期などには周辺森林域からの

泥土の流入などが頻繁におこっているものと推察される。

　　（9）イワノガリヤス群落（Table　9＞　C‘’1α〃～αg・1η∫猷g／α〃g540ノガ｝7　Community

　　キタヨシク）少ないイワノガリヤス群落は，北海道低地湿原の代表的低層湿原植生であり51），火入れや排水

作用による乾燥化に伴って成立する代償植生の1つであるが56＞，サロベツ湿凍における本群落の分布域もまた

排水溝や辺縁湿地の灘各沿いなど，かなり人為の影響をうけている立地である。しかし，一…方では人為作用の

少ないヒメカイウーミツガシワ群集域やムジナスゲーサギスゲ群落域の高燥地にも散在している。

　　発来イワノガリヤスは低地湿原ばかりでなく高地湿原のLa認stream沿いにもう〉淫し，また海爆台地か

ら山地に冤る森林の下生種としても生育しその分布域は極めて広い。著者らの1人，橘は胆1辰および十勝1也方

の低地湿陳植生を広く調査した結果51），イワノガリヤスとエゾノレンリソウの高い親和性を見い出した。この

イワノガリャスーエゾノレンリソウ群落は立地の水分条件によって種類組成の安定した2つの基群集，すなわ

ち，湿性地型のイワノガリヤスーエゾノレンリソウ・ヤラメスゲ基群集と乾燥十型のイワノガリヤスーエゾノ

レンリソウーヒメシダ基群集に区分されている。桐対的に低履湿除域の狭いサPベツ温原ではこの種の典型的

な群落型を見い出すことはできない。

　　サ1・ベツ湿原より得られた調査資料は，排水溝や泥土流入地など人為作用下にあって環境変動の激しい立

地のもので，他種の活力度の低下する不安定立地においてイワノガジヤスが相対的に優勢化して成立した群落

と思われる。ここではイワノガリヤスi襲群集とイワノガリヤスーチマキザサ基群集に区分された。前者におい

ては人為作用と土壌の乾湿の差異によって所生植物にさまざまな変化がみられる。比較的種構成の単純な純群

落は入為の影響の少ない低湿地や湿地溝辺縁の起伏地セこ生じ，これはN3地区に多い。他方，土壌撹乱の激し

い排水溝周辺の低四灯では種構成の多彩な群落が発達し，これは窯に下サロベツS。地区や上サロベツN3地区

の幹線排水路周辺に分布する。後者は主に火入れ跡地に成立する。上暦のイワノガリヤスは草高0．9～1．3m，

また下層のチマキザサはα5mと低いが優占度は高い。チマキザサの欝閉度が高いので光の透過が悪く下生種

は少ない。これはN！地区およびSo地区に分布する。

　　（10）　コバイケイソウ群落（Table　10）　V8’γ3〃w’〃5！‘〃〃～〃8～〃〃Cornmunity

　　サロベツ湿原におけるコバイケイソウの開花期は6月中旬であり，7月中旬には地上部が完金なこ枯死する



Table 9. The Calamagrostis langsdo7:ffii commumty

Seciation

Quadrat number
Stand number
Site

Quadrat area <m2)

Number of species

Community area (m2)
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Table 10. The VetatlAzant stanttneu?n- commumty

Sociation

Quadrat number

Stand number

Site

9uadrat area (m2)

Number of species

Community area (m2)

III

I
,
l

1[I]

!
l

1

    1

460079

   N3

    1

   14

  100

    2

460080

   N3

    1

   13

  100

    3

460081

   N3

    1

   13

  100

l
l

i
i

l
I

1
l

    4

461159

   N3

    1

   13
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    5
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   13
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    7

  200

    7

860143

   N3
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    7
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   N3
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    8
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iSphagnum amb(>{ls}hpulltt.m
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xSphagmtm papillostent
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ので本群落は前述のイワノガリヤス群落や春季融雪li叡こしばしば冠水する低1磁地のヌマガや群落の春季相の

1つで不安定群落であるが晩春の温熱を色彩る特異な植焦として記録したい。調査資料は上サ“ベッN3地区

のRagg　stream（流路輻50　cm，深さ50　cm内外）の辺縁低湿地帯より得られたもので，2基群集が認められ

た。コバイケイソウーイワノガリヤス基群集はRagg　stream沿いのより湿潤な泥土堆積地に成｝悔し，タチ

ギボウシ，サワギキョウ，ホ1・ムイイチゴ，ノハナショウブ，ムジナスゲなどを高頻度，高二度で伴う。また

潔バイケイソウーヌ『マガや基群集はRagg　streamの氾濫凍にみられるもので，ここでは前基群集の直島種は

少なく，ホロムイスゲ，ヤチヤナギ，ホμムイソツジ，ホμムイイチゴ，頴ゾカンゾウ，コツマトリソウなど

高層湿原ないし中間湿朦要素を多く伴っている。

　　（11）ヤマドリゼンマイ群落（Tab；e　11＞

　　　　05〃～‘〃4α∫〃マ〃μぐ・〃〃～‘〃〃ω〃6〃〃’vaL・・5ノ・〃1‘w〃’C・mユnun玉ty

　　尾瀬ケ原におけるヤマドリゼンマイ群落は高1曹着膨域の排水可良な傾斜地や富栄養な浸出水に漁養される

拠水林の林縁に広く分布し蔵幅景観を特徴づける植生であるが61＞サロベツ湿原の場伽こは全体的に起伏に乏

しい平壌地形をなすため本群落の発達はそれほど顕著ではない。ここでは低層湿原域の火入れ跡地や高層湿原

のホロムイスゲやワタスゲの隆起叢株の多い乾燥地に点在するにすぎない。前者の場舎，上層にエゾカンゾウ

チを伴うことが多くキタヨシやチマキザサの混生度は低い。下層にはハイイヌツゲ，ヤチヤナギ，ホロムイ

イゴ，ミツバオウレン，ニッコウシダなどが多く出現する。また後考ではヌマガヤ，エゾカンゾウ，ハイイヌ

ツゲ，ニッコウシダなどが僅かに混生する。ミズゴケ層の磁化も一般に低く，ムラサキミズゴケとスギバミズ

ゴケが散生するにすぎない。

　　（12＞チマキザサ群落（Table　12）　5α5‘ゆ‘～！〃～‘z～αC（，mmunity

　　辻井ユ8）・19）によるとサロベツ灘原におけるチマキザサ純群落の主分布域は，湿原周辺部の急傾斜地に相轟

し，旺然排水がよく低層湿振と高層湿原の丁度移行帯に位遣しており，下サロベツ地区では調査時概ね標高

25～3mの等高線とほぼ一致していたという。排水や火入れによって乾燥化の進行している現在では，チマキ

ザサは低層湿原域はもちろんのこと高層湿原域まで侵入してその分布域を拡げ，さまざまな群落を形成して

いる。

　　本群落は下サロベツSoおよびS1地区，パンケ沼沿岸に発達するもので，程高0．8～1　mのチマキザサが優

占し，同層ないしはその上層にオニシモツケ，ハンゴンソウ，クガイソウ，エゾノサワアザミなど大型草本類

が恒常的に出現する。時に樹高1．5～3mのヤチハンノキやヤチダモが出現する。その他，下生にオニナルコ

スゲ，縦帆カサスゲ，イワノガジヤス，ホロムイスゲなどを伴って，出現種数は12～16に達する。立地的に

はキタヨシ基群集域の自然乾燥ないし人為的乾燥地であって，チマキザサ…キタヨシ基群集およびチマキザサ

ファーシスに相当する。

　　館脇53＞の幌向泥炭地の報告によると，自然乾燥ないし排水による入為的乾燥化が生じた笏合，湿原周辺

や高所よりチシマザサ（5α，∫αρ‘〃ぬ‘♂α∫α）が侵入し，キタ寂シ群落は容易にチシマザサ群落に変化するとい

う。しかし，この群落変化は低層湿厘よりヌマガや灘凍の方が一層顕著であり，また人為酌乾燥後さらに野火

の影響を受ければ，ススキ，ワラビ，サワギキョウ，ヤナギランなどが増加するといわれる。サμベツ湿原で

もササの種類は異なるが同様の現象がみられる。火入れや排水溝掘肖1による人為的変化がおこった場合，チマ

キザサを残して多くの構成種が減少もしくは消滅し，種類囎成の単純化をみる。また入為的要嗣の蚤駒，質的

差異や周辺群落の影響も加わって群落構造も多様に変化する。Sts．　No．860311，860313，860314はサロベツ

N3地区野火跡地より得られたもので，下生にイシミカワ，キタヨシを伴う、イシミカワ伽むgω～～〃μρσ㌔

ノb伽々〃2⇒はチマキザサの下生に塊状に発芽することが多いが，！塊当りの個体数をみると36～112塞とかな

り集中的な分布をしている。またチマキザサの勢力が衰退した焼跡地では，ワラビが優勢化しイワノガリヤ
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ス，ススキ，エゾ輩モギ，ヤナギラン，　ノハナシ繋ウヅ，イシミカワを伴う。Sts．　No．870212，870215はサ

μベツN1地鳳の釧…水溝の盛土＿ヒや平坦嗜吃燥地に生じるチマキザサ｛憂占挿落である。チマキザサの桿高は0．5～

0．6mど般に低く，その上層にエゾカンゾウ，タチギボウシ，イワノガリヤス，ヌマガヤなど，下生にヤチ

ヤナギ，ヒメシダ，ヤマドリゼンマイを伴う。

　　石狩幌向泥炭地や道二1ヒのサロベツ原野，猿払1票野などに一一般的をこ見られる低層湿原や匹1』間湿厭からササ草

原への移行は，道東の根釧凍野や太平洋沿承に分布する混原には見られない。これはササの種類が異なるから

である。逼東に分熟するアイヌミヤコザサ（5α昭〃1〃》θノ～～飢var．）は，ミズナラ林，ダケカンバ林，ケヤマハ

ンノキ林の林床に最も普遍的セこ田籍するものであるが，濃霧（に侵入することがあっても，他面を1：「1して群落を

形成することはない。このように湿原におけるササ類の生態的行動のちがいは極めて興味深い索隠であり，北

海道における湿原澄移の研究上，解明しなければならない閏題を含んでいると茸えよう。

　C。高履湿原植生　Moss　Vegetatlon

　　（13＞ヤチスゲ群集（Tab｝e　13＞　Car三cetLml　limosae　Miya“・aki，‘ノ’ζz♂，1967∬tQ　alx｝

　　　　　Umezawa　1970（cf．　Cα’τぼ〃〃～θ5αinitial　phase　Miyaw乏1ki，‘ノ’‘～乙1970）

　　サμベツ湿原では池塘や小【川地の発達は尾瀬ケ原や北海道1∴j地点凍ほど顕著ではない。　これは，1）地形

が比較的平等であって地表1百1の起伏にとぼしいこと，2＞排水による乾燥化に伴って水位が低下し，漸次イボ

ミズゴケ群集に置き換えられていること，などの理由によるものと考えられる。本群集の成立．可能な比較的水

深の浅い池塘，小凹地や．低湿地は，上サμベツN3地区，ドサロベツSo，　S1，　S2地lx二に，散児される。無地は春

季融‘if時には周辺台地からの浸漏水や河川の氾濫等によって．しばしば冠水し，また流入泥土の堆積など土壌の

撹乱が激しいために，嗣辺群落からの侵入種も多く，ii．1地湿原の池瑳｛や小凹地に発達するヤチスゲ群集より出

税品数が豊富である。

　　本群集は，1＞ヤチスゲ基群集，2＞ヤチスゲーサギスゲリ趨洋物，および3＞ヤチスゲーサン．カクミズゴク’乏1葦

1洋酒に分けられる。ヤチスゲ基群集は，ヤチスゲの優占度がillliく，ミツガシソ，カキツバタ，ミカヅキグサな

どの僅かに混生した’i孔純な種維成の群落であるQ　水深5cm内外の小池塘に分布し，特にクμヌマハリ．イ

αf！ビθ諌‘〃廊ヵαみ～ぎ〃廊）を多く謡うことがある。分布域は極めて狭く，上サロベソN3地区に認められるにすぎ

ないα浮島湿原ではやチスゲとカラフトホシクサ（君1噂10‘’ご～〃／θ～～5‘‘ビノ1α／〆ノ〃‘η～5の0）優謝する基群集が得られて

いるが，　サロベツS1地眺：においてもエゾホシクサ繊1ゴθαz〃Zθ〃’〃θ〃θ‘’θぐco〃var．ぐωψ’5’〃〃）の多いヤチス

ゲ群落がある。しかし1細の調査資料しか得られなかったので，今回はこの基群集に入れて処理した。

　　ヤチスゲーーサギスゲ基群集々ま小池沼伺辺低湿地セこあって開水薗はなく，底層にはスゲ類遺：体が厚く堆縫し

やチスゲ基群集の立地とはやや趣を異にする。ヤチスゲが優博しサギスゲの恒有：度が高い。出現稽数はヤチス

ゲ恭群集よりやや多く7～13におよぶ。ツルコケモモ，カキツバタ，ヌマガヤ，ヤチヤナギ，ホロムイイチゴ

などの高層湿原麦素が恒常的に出現するが，キタ灘シ群集域に接する揚合には，ナガボノシロワレモ臓ウ，ド

クゼリ，サワギキ三疋ウ，ミズバショウ，捻バイケイソウなども混生する。分布域は比1咬的狭くサμベツN3地

区に集中している。

　　ヤチスゲーーサンカクミズゴケ基群集は前2基II了集よりやや水鉱の低下した立地に分布し，サギスゲやカキ

ツバタの減少と・1留ムイソウ，ミカヅキグサ，モウセンゴケの圭曽加が特徴的であって，底層にサンカクミズゴ

ケ，時にウツクシミズゴケを伴なう。ツルニZケモモの繁茂が儲立ち，ミズゴケの上層に密なマットを形成し，

ヤチスゲーツルコケモモ，ファーチスとなる場所もある。一．→1♂水位が低下した場合，St．　Nc）．790031，79022！

にみるように，網辺祥落からの移入種が増し，特にイボミズゴケ，ム，サキミズゴケ，ガンコウラン，鵬ゾイ

ソツソジ，ヒメシャクナゲなどの高1農誉湿旅・1・凸地の構成稚が侵入して，漸次小1叩也かρ）小凸地への移臼形態、を

示すようになる。月基群集はヤチスゲ群集の終末期であって，サロベツ湿原では北部N1～N3地区および南部



Tab裏e　1　L　The　O5ノ〃zθ～4とz5伽〃z　c1〃ノ～α〃♂・〃z．α〃〃．　var．ノ∂たかピノ～∫8　c・mmun三ty

Sociation 05〃㍑．‘η4α5ρ一z〃”　ご〃〃zα〃♂o〃～8㍑〃’var．α5’α々α〃ノ，

Ωuadrat　number

Stand　number
Site

Ωuadrat　area（m2）

Number　of　species

Commun童ty　area（m2）

　　Dominant　specles

O3〃μ〃z4α∫〃フ‘〃～（r加・～α〃z・〃～．甜〃～var．．1≧癒6／z5ご

1860271860272860300860301860273860274860323870201881！0！7904524701934701！6470114470！12

　　　N3　　　N3　　　N3　　　N3　　　N3　　　N3　　　N3　　　N玉　　　S2　　　N2　　　SQ　　　So　　　So　　　So

l　g12　925 925 92625　4　4
9

9　9
i　　　　16　　　　11　　　　13　　　　14　　　　15　　　　15　　　　15　　　　12　　　　　9　　　　　9　　　　11　　　　20　　　　21　　　　23

i！000010000一～1000010000300一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　25　　　　25　　　　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300

無…　　　　　＿…．　　　．　　　．．　　＿＿．．．．…．．．．

3．3　　　　4．4　　　　3．3 4．4 4．4 3．3 3．3 4．4　　4．4 5．4 3．3 5．5 3．3 4．4

Ph，、i。9。。m量call，　im，。，、。n、，pecies　l

M・伽砂5∫∫ブ‘ψoη’6α

緬痂‘α8読var．‘・ノノ～θ〃ω∫α

H召1〃6’一〇α〃～5〃～～♂4ε〃4ωが～

Ho勲’層6ψ1∂〃α

R～めz‘5訪α〃z．α8〃～oノブ‘∫

i　　1ユ　　　！ユ　　　！ユ　　　1ユ

i．　U＋，、．
l　l・1　2・2　0　＋・！

…＋ユ＋ユ　・　・
…＋．11．1　．　＋．1

十．！　　・

！ユ　　十ユ

1ユ　　　・

●　　　　　　　　　　　　　　　●

十．1　　十ユ
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÷．1
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0
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1ユ
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4．4　　4．4　　　。

　　Fen　el．ements

昂’ug1〃．∫護．85ご・〃～ノノ〃珈∫

5απgz‘ガ50ブわα勲畷b！ガαvar．α！んα

α磁〃ノψ6ζr‘〃～4Zz〃1～

1ノ・∫56ノ．z∫‘磁var，5ρoノ～彦α1～‘ノα

ゐα∫∫1闇槻ノ～∫〃・ω～～≧・α

身∫〃〃αごん～αて，～．49αノ廊vaLぬて．Wガ（：’α
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　　　Elements　of　Moss　vegetat三〇n

％・ご瞬膿α型‘06c～‘∫
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　　　Other　elements
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廼41ηノz8冠αραノ～’α4α孟α
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So～S2地区に至るまでほぼ全域的にみられ，湿原の高燥化ないし排水作用による乾燥化の影響が本群集にもあ

らわれているといえよう。

　　（14）ホロムイソウーミカヅキグサ群集（北方型〉（Table　14＞　The　Scheuchzer三〇一Rhynclmsporetum

　　　　albae　1）oreale　K．　Ito　et．　Umezawa　1970．（Cf．　Scheuchzerlo－Rh｝・nchosporetum　albae

　　　　Miyawaki　6‘αZ，1968　and　5ぬぞ〃6ゐ驚6ア凌ψα／～‘3々ゴ∫一ノ〈1り，ノ～酌。ψo／uα〃フαGese1．　Miyawaki

　　　　〔～’　αZ．，1970＞

　　本群集はミカヅキグサ，ホロムイソウ，ナガバノモウセンゴケ，ヤチスギラン，心構イヌノハナヒゲ，ヤ

チスゲを群落構成上，最も基本要素とするもので，ヤチスゲ群集とともに高層湿原小凹地や浅い池塘の植生を

代表するものである。両群集が同一地に分布する場合，ヤチスゲ群集はより水深の深い池塘や小凹地の中心部

に，また本群集はより浅い小臨地や沼辺縁に位置する。浮島湿凍24）や講竜沼湿原25）のような山地湿原の場舎

にはナガバノモウセンゴケを欠き，ホロムイソウやミカヅキグサに対するヤチスゲの量的比重が高く，かつホ

ロムイスゲを欠く点において尾瀬ケ原のそれと異なるが，サロベツ湿原ではナガバノモウセンゴケやサジバモ

ウセンゴケを有する点において尾瀬ケ原と共通し，他方ホロムィスゲを欠き，ヤチスゲの恒存度の高い点にお

いて浮島湿原や雨竜沼湿原に類似し，両者の中間的存在として特徴的である。氷河期の遺存種ナガバノモウセ

ンゴケは，北海道ではサロベツ湿原と大雪陶系沼の原湿原のみに産し，湿原形成期を同じくする本州唯一の生

育地，尾瀬ケ原との対比において生態学的に極めて重要な資料を提供しているといえよう。

　　本群集は1）ミカヅキグサーナガバノモウセンゴヶ基群集，2）ホロムイソウーミカヅキグサ基群集，3）ミ

カヅキグサーハリミズゴケ基群集，4）ミカヅキグサーウツクシミズゴケ基群集および5＞ミカヅキグサーサン

カクミズゴヶ基群集に区分された。本群集の中核をなすのはミカヅキグサーナガバノモウセンゴケ基群集で

あって，深さ20cm内外の池塘や小凹地の中央最底餌部に分布する。池底は腐植質に富む泥土であり，滞水あ

る場合とない場合がある。底層にミズゴケ類が少なく，ミカヅキグサとナガバノモウセンゴケが共優占し，他

にホロムイソウ，ヤチスギラン，ヤチスゲの出現度が高く，恒存種としての機能を果している。時にオオイヌ

ノハナヒゲを伴ない，エゾホシクサ，シロミノハジイ，クロヌマハリイなども出現する。

　　本基群集は下サロベツ地区に集中的に分布し，とくにS2地区をこおいては・1・規摸ながら再生複合体の発達

がみられる。ここは本基群集の主分布域であって，池塘や小凹地の発達の悪いサロベツ湿原においては特異な

存在である。池塘の周辺よリミズゴケ類が侵入して底層を形成し，それを媒介としてモウセンゴケ，ツルコケ

モモ，ヤチヤナギ，ヌマガヤなどが侵入して次第に構成種数が増加する。

　　ミカヅキグサーハリミズゴケ基群集は，水深2～3Cmの池塘の辺縁や小凹地に分布する。ミカヅキグサと

ナガバノモウセンゴケは優占度に変化なく残留するが，ヤチスゲ，ホロムイソウ，ヤチスギラン，オオイヌノ

ハナヒゲなどが減少もしくは消失し，反対にヤチヤナギ，ヌマガヤ，ツルコケモモ，モウセンゴケなどの侵入

によって構成種数は増加し，5～11になる。水深がより浅くなると，ウツクシミズゴケが侵入してハリミズゴ

ヶに置き換わり，ミカヅキグサーウックシミズゴケ基群集が成立する。ナガバノモウセンゴケ，ヤチスギラ

ン，オオイヌノハナヒゲの衰退とツノレコケモモ，ヤチヤナギ，モウセンゴケの増茄，サワラン，トキソウ，コ

バノトンボソウ，イボミズゴケなどの侵入，定着によって，種類数も6～19に増繍して本群集の終末相に入る

と同時に，イボミズゴケ群集への出発点を形成する。

　　ホロムイソウーミカヅキグサ基群集は，自然満i状凹地や浅い入工排水溝など，多少とも水流ある立地に成

立しているもので，ナガバノモウセンゴケ，ヤチスギラン，ロタヌキモなどを欠き，ミカヅキグサ，ホロムイ

ソウ，ヤチスゲを主要構成種とし，ii寺にクロヌマハリイ，ミツガシワ，ヤチヤナギ，ツルコケモモの混生する

比較的単純な種構成の群落である。上サロベツ簸，N2地区および下サロベツS2地区にみられるが，分布域は

狭い。水位が低下し，乾燥に傾くと，サンカクミズゴケが侵入して底摺を形成し，漸次隣接群落からの移入種
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功ごρ戸04～μ’π　’〃，，πぬ‘‘〃〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3　　　　十．1　　　　・　　　　　　1．1　　　　　・　　i　　　・　　　　　　・　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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9

十．2

3，3　　・

十．1　　・

十，1　　・　　十．1　　・

・　　十．1　1

L1
2．2

　ミ
・i＋．1
←i，
　i
梱　i

・　　牽，1

・1＋．1
LIE

・i÷，1
・i

・い

十．1　 十．1　　・　　→㌔1

…　　　　　　　　2，2
・　　　・　　牽，1　十，1

・　　十，1　 彗㌔1　　・．

・　　十．1　　・

・　　十．1　十，1

・　　十．1　十．1

　　LI　　L1
　　・　　十．1

十．1　　・

十．！

L1
÷．1

十．1

十，1

十．1

十．1

門：R妙1ごん0脚’4α～加一Dπ，3げπiα’ε9’加SOC．

∬1＆加‘加εr∫αρ4～配5躍∫一R妙π‘乃0功0π己α1加S・C．

班＝Rlb鷹ゐ・5ρo㎎鋤α一助乃α8溜η‘‘呵・ノ4と鱒多．s。c，

N：R妙ε‘ゐ・功・㎜α’うα一助ゐ49脚πρμ～と肋‘η8S。C．

V：∫くみ）鷹ゐ。功θ㎎腐めα一勘加即πη多僻蜘♂4’襯夢soc．



濁ab藍eユ5，　The　Sp㎞即αum　papiUosi

Assoda↓lon

Sociation

Ωu絃drat　n“mbor

Stand　number

Si↓e

9uadra1　area　曳mZ，

Number　of　species

C・膿mun韮tンarea（酌

　　Gh量巴rac匙er　speciesりr

　　Sph3gneturn　paplUosi

1ゴ’70ρゐ。’・’〃κ㍗α9～〃α’μ〃’

5♪ゐく侶フ”〃〃♪‘ψ～’♂ひM〃f

δ♪飯擢”’〃〃　〃’α8げ～～α’”ご’‘〃‘

！

三 2 3 4 5 6 7

870131　870i33　　470142　　470142　　470156　　460075　　790161

N1

0．5

7

0．5

5．5

N韮

0．25

9

0．25

．＿．．．＿＿＿＿＿↓＿一＿＿＿＿＿一．

4．4

2．2

N2

1

19

1

4．4

2．2

N2

0．5

14

0．5

4．4

N2

0，5

14

0．5

3．3

N3

0．5

9

0．5

十．1

2．2

十．2

N2

　11

到

1．2

4．4

3、3

Charac【er舗P㏄ies　of

S・一Rhynch。sporetumこdl）ae　bりrea［e

and　C紐r韮cetum　limosae

！く’Zツ’κ〃0宴》0’實αあ‘τ

5cんακゐ麗’噛5αρロ’”5”・～5

c「α7畠日置　ごむ駕osα

5砂んzぜ耀‘〃’ρμん勃’一’”〃

勘ゐσ9〃z‘〃rσP～ぐ’‘’α”〃〃

Lyωρ0∠～’τ‘〃～’川‘”滅Zごf〃〃

だ’ωfノ｝αr’5’〃α’召¢’・”くん8α

Char盆cter　species　of

Mo賦niopsidetum　and

O．一Cβricetum　m蓬dde星1dor丘iii

Cμ’Z露〃”448〃40’が～

域‘κdπ∫μアノ‘o硯yσo‘‘μ∫

Cゐα〃忽84αρゐπβ‘α砂‘μ∠くz∫α

ごVo”πψρ5蒔ノα戸。’どぐζ露

畠〔yがαzgロ～8　var，∫ω〃ピ〃ω5‘’

だ’ピδ’τゐ15ノα♪oノ置∫‘α

1わ9ωよ㍑ノα♪02Z’ごα

ノゼσ∫απ読6鷹‘ψ」‘’o’485var，〃ψ♪ωz’ごμ

　　　Elemenls・f　M・ss　vegeta1量。n

勘ゐ‘ε8川〃μαψ”～αc6μ〃’

1ジ〃ψ｛・〃了〃π〃魯’悌〃ごvar、ノαρoπたμη；

湧”4呂。’〃844ρoJヴ扉’α

ρノリ5ピ湿ノ窃～〃卍4ヴb々α

ムe4κ醒ρ4♂f45‘泥var．4’びど’写ψ’105’‘〃f

Rど♂わ，‘ぶ。んα〃κ配〃」o，Y‘∫

7》”げ’～’α～醇α〃一砂αピ‘どvaτ．‘θτ‘’ごα

COρ〃5〃’ぴb〃α

4，4

1．1

十．1

牽．1

3．3

幸．1

1，1

十．1

r

十．星

十．1

÷．1

2，2

1．2

2．2

1，1

1．1

÷．1

≒ト、1

十．1

2、2

3．3

2．2

3．3

1．1

2．2

十．1

十，1

4．4

十．1

十．1

1、1

4．4

十．1

÷．1

4．4

tli

・・2i

1．1

率．1

十．！

＋・正i

’i

8 9 10

麗0841　　麗0842　　認0843

1．1

十．1

三，1

1．1

1．1

So

1

15

1

4．4

2．2

2．2

1．星

十．1

十，1

S量

1

1o

1

3．3

1．2

至．1

2．2

十．i

牽．1

r

十．1

→ト．1

粟．1

率．芝

十．1

十．1

十．1

2．2

十，1

÷．1

十、1

十．1

十．！

謁

十，1

÷．1

率．1

率．1

SL

3、5

三5

3．5

4．4

1．2

2．2

十．1

3．3

十，I

r

十．1

十，1

十．1

Sphagnetum　paplllos五

皿 班 w

　　　11

W8正13！

@　　S2

　　　12

W81151

@　　S2

　　　13

W81152

@　S2

　　14！

W8U53

@　S2

　h@　　15　　　16

W81121　880901

@　　島　　　S孟

　　17

W81213

@　　S記

　　18

W60081

@　N3

　　19

S70155

@　N2

　　20

S70125

@　N2

　　21

S70三62

@　N2

　　22

S70088

@　蝿

　　23

S70036

@　輪

　　24

S60GO唾

@　　N3

　　25

S60005

@　N3

1

19

1

18

1髄

16

4

18

9 1 1 4

．2．24．4 ■L25．5 ，■5．5 ●L24．4

2．2

3．3

十，1

十，1

十．1

÷．正

や，1

十．1

十．1

L互

十．L

十．2

4、4

十．1

十，1

十．1

十．1

十．1

三，1

1．1

2．2

十．1

十．1

十．1

司ト．1

十．主

牽．1

十，1

十．1

2．21

．i

4，4

1．1

十，1

1

1〔｝

9

2．2

・・1

22】

loooo

÷．1

2，2

25

18

25

5．5

2．2

十．1

1

11

25

4．4

÷．1

1

12

25

5．5

1

11

25

5．5

1

15

25

3，3

5．5

1

7

5．5

十．2

十．1i

『1
　　　…

÷．Ii
　　　…

率．1

十．1　　十、1

十．1

i．1

＋．Ii

十，1i

＋．1i＋．i

　　　　　　1，1

十．粟

素．2

÷．ふ

2．2

一垂一，i

十．1

十1

幸，1

÷．1

十．1

十，三

十．正

2．2

十．玉

1

10

25

5．5

3．3

3．3

十，1

十．1

÷，1

！，2

十．1

牽．1

1．1

1

13

1

1．2

5．5

4．4

1．1

十．1

1．1

÷．1

1，1

十．正

十．1

十，1

十，玉

1

12

1

1．2

5．5

4．4

3．3

十，1

1．1

2．2

十．1

十．1

十1

26

V

27 ，8一G「溢一33
870正56　　860201　　870153　　870173　　880正21

鐸1

1

8

1

4．4

十．1

玉，1

1昌1

2．2

十，1

一ト．1

N3

3

16

3

5，5

3．3

2．2

2．2

十．1

十．1

十．2

争．1

十，1

1，・1

十．1

襲1

1

7

…

5．5

牽．1

十．三

2．2

十．叢

！．ユ

1．1

飛1

三

7

！50

1．2

5．5

1、三

十．1

1．｝

1’1

1．1

S【

0．1

ユ2

1

V1

34 35 36 37

790011　860201　　870β91　880533　　880534　　880411　　880412

N2

25

14

25

　　　i

’11・1
’il・2
5．5　　　｝．2

　　　　

ui＋・1
十，1i　・
　　　…

＋・11　辱
　　　1　・

■＋．・

　　　l

　　　T

　　　i

　　　i

　　　ト

　　　1

十．1i　3．3
　　　！

十．1　　2．2

1，1

　　　i

＋・2

≠．1il：1

十．1　　十．1

　　　　　　！．1

　　　　　十．！

馨3

9

14

9

1．2

2．2

2，2

十．1

1．2

十．1

2．2

1“星

N3

1

7

4

1．正

十．1

2．2

十、1

N3

4

9

4

一ト．1

÷．2

十．1

十．1

’十．1

輪

4

6

4

十．2

÷．1

1，1

N2

1

7

25

幸．1

十．1

1．1

2．2

1．2

N2

1

5．5

十．1

十．1

十．1

11

25

5．5

十，2

5．5

十，1

十．豆

÷，1

　『

1．1

5，5

十．1

÷．1

十．1

十．1

1．1

5．5

十．1

4．4

r

十．1

　　　Other　elements

T切γ甲州4∫ω廊’‘榔
十．1

　　…

Ei ，巳

疋ル’～‘κ～αグん‘’，置紀，wピ4’μ
P 2．2 ・i 9

曾 9

2．2・ 牽．1 ÷．1 ’　； 7
・

蔽’り，α勲85ρ▼ケb’ノα1μ

?・ムぬぽ∫鄭～’ケb”・’
P 十．1 ÷．1 幸．1

．1　　＝

十．1 十．1 十，1 十．1 十．1 十．1 r 十、1 十．1 P ● 巳 P 十．1 2．1

∫rδ’α頗9垢面
9 3．3 1．1 十．1

千．！i
・　　　2

@　i
や．1 1．ユ 十，1

ムyぐψσ‘1”〃’屏α加～’α‘♂‘〃’ 十，1 十．1 十．夏 十．1 十．1 十．1 ’　　i 十．1 十．1 ÷．1 十．1 r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iG・ワμξα’～耐1直’〃～δ8ア召”

1．1 十．1 ＋．1！ →一．1

〃顧。。、，．　　　　　　　i 7 十．1 9

　　…

o　　…
P

9

i　．
9 十，1 ， 9 9 曾 ÷．1 ・ P（ノ〔”置‘’ωどα〃幽ケ～0雌var．180ro〃耀f8π5誌

”‘脚’ταケb！’α
正．1 率．1 十．1 9 r 率．1 十，1 1．1 十，1 L重 十．1 十．1

遅e〃’君’ηぐ‘”’∫〃‘’44ω4・2が～ 十．1 ÷．1 1．1 牽．1巨 ÷，1 十，1 1．1 2．2 十．1 P

十．1 r 十．1 十．1 十．1 2．2 十．1 十．1 十，15α〃9π’50’ψα’6川‘｛！b”αv鞍r．〃蝕

9 十．1 9 r r 十．1 「 r r 十．1 十，1 十，150”ぬgoτf㎎α一αf‘r即v訊r．1♂ゴ。‘α功β

5α∫μρα」〃3α！α 1．1 1．1 1．1 1．1 十，1 1．1 ÷．1 三．1 十．1 1．1 2．2 曾 9

1」8㍑’でη磁var．　Pα’π4ω4 ÷．1 十．1 r 十．1 十．1 十．1 十．1 十．1 十，1 ÷．1

Cα謬￥耀η9ピCゐα5は＝‘αPl¢V置r．“5ごα‘fc“ P 十．1 十，1 曾
塾

1恥餌徽v3r．砂。物π8μ 十．1 ．　　i

@　｛
十．1 ▼ 9 9

π‘‘’ω勲徽Zよ・Z・9’・’”∫ 9 ． P

十，1i　　　…

÷．1 ・ P

κご’oπ砂5ゴ5ω”e1卍舷”5 9 十．1 十．1 十，1 9 2．2 十．1 十．1 ●

加」α‘o”囲μηψα」π5‘r8
P 十．1 o 1．2

05’〃μπ4α5ごr’〃”‘’ノ〃・ω〃・川幽μvar・ノbた勧58 ・　　i 十．1 吊 ・
P

迎α〃侃ξz‘〃星∫oゐrご加r’ ト 7
吊

・，

へ「r

』工；

∬：

ヨ1【：

夏v＝

V：

V【；

ノくたy〃融ω♪o’雛α’〃μ一5φんμ8〃配’μραρ”05’‘〃‘soc・

1シε0σた己η”5’μ4／9α”f’4‘8α一5♪1≧【zg〃κ”二ραμ～～ωμ’μSOじ・

撫。ぐ加rゴ5〃～α’9謝’αcげαfacies

GζZ’璽必〃躍4げご〃40が距勘hα9ノ膨’μメ》4♪’JJo∫μノ’3　SQC・

し初’・げ灘〃”ゴゴβηゴ0顔ξ一5メ）済㎎9πμ’μ〃耀98畝Zノ～産μ’μSOC・

κ〃ψげ”噛～‘〃墨η’9η‘”‘var．ノ＠0ηfσ綿facies

／



サ・ベツ湿原補物生態学㈱・伊脚 99

も増して，構成種数14～17のミカヅキグサーサンカクミズゴケ基群集が成立する。ツルコケモモ，ヌマガヤ，

タチギボウシ，ヤチヤナギ，モウセンゴケ，ホロムイイチゴ，タチマンネンスギなどの侵入定着とヤチスゲ，

ホロムイソウの衰退，さらにはチマキザサ，ハイイヌツゲ，ナガボノシロワレモコウ，スギゴケ類の侵入など

の諸変化は，自然的要因にしろ，人為的要因にしろ，地下水位の低下による急速な立地の乾燥化を指標し，湿

原の退行を示唆する現象として注目される。

　　（15＞イホミズゴケ群集（Table　15＞　The　Spl｝agnetum　paplllosi　Mi｝・awaki，8厩／．1968．　incl．

　　　　Sphagnetum　magellanici　Kl．　Ito　et　U㎜ezawa　1970．（C．f．　MQliniopslo－Sphagnetunl

　　　　paplUosi，　Tx．，6‘α♂．，1970，　and　R㍑～7郡‘ゾzαノ〃α8〃’oノー配∫一5！）ゐαg〃κ’〃メ》妙～〃03‘〃μAssoc．，

　　　　Miyawaki　et　Ohba，1970＞

　　本群集は，後述のチヤミズゴケ群集とともに高層湿原の小池塘や小陞1地植生のヤチスゲ群集やホロムイソ

ウーミカヅキグサ群集に対応する小凸地植生を代表するものである。浮島灘原ではホμムイスゲとツルコケモ

モの混生度が低く，また立地上も池沼畔に集中的に分布する傾向を示し，高層片原隆起部に広範颯に分布する

ツルコケモモーホロムイスゲ群集とは明瞭に区別されたが24＞，サロベツ湿原では毒忌の量的比重が商く，種類

維成からだけでは必らずしも明瞭に区別できないStandもある。

　　本群集の特徴点は，立地的には高1轡湿原中心部の凸レンズ状台地地形の頂部や，比高10cm以下の小凸

地，小凹地や池塘の二L手であり，また種類組成上ではイボミズゴケまたはムラサキミズゴケ，あるいは一丸が

混生して厚いミズゴケ堆を形成し，上層の高等植物は，湿潤地ではミカヅキグサ，モウセンゴケ，ヤチスゲが

優勢，高燥地ではホロムイスゲ，ツルコケモモ，エゾイソツツジ，ホロムイツツジ，ガンコウランなどの繧性

低木類が多いことである。群落高は18～25Clnで全体的に低く，また通常60～70箔の低い植被率を示し，底

層のミズゴケ堆が目立つ点において相観的にツルコケモモーホロムイスゲ群集と区別される。

　　本群集は1＞ミカヅキグサーイボミズゴケ基群集，2）シロミノハリイーイボミズゴケ基群集，3）シロミノ

ハリイファーチス，4＞ホロムイスゲーイボミズゴケ基群集，5）ホロムイスゲームラサキミズゴケ基群集，お

よび6）ガンコウランファーチスに区分される。　ミカヅキグサーイボミズゴケ基群集は，前述のホロムイソウ

ーミカヅキグサ稗集に接して，より停滞水位の低い池塘の辺縁に成立する群落で，上サロベツNl～N3地区に

分布する。タチギボウシとミツバオウレンを欠き，ヤチヤナギ，ホロムイイチゴ，ヒメワタスゲを伴う点にお

いて，浮島湿原より記載されたものと種類組成上の相災があるが，ミカヅキグサ，ツルコケモモ，モウセンゴ

ケの恒存度が高く，鷹1醸こはイボミズゴケとムラサキミズゴケが優占し，誕寺にウツクシミズゴケを伴って，

基本的要素をもつ点において岡一群集と考えられる。

　　シRミノハリイーイボミズゴケ基弾集は，池塘や小凹地の干上った都分など前山群集より乾燥した立地に

成立する群落である。ミカヅキグサが：1置的に減少し，代ってシロミノハリイが優占する。底層ではイボミズゴ

ヶが減少してムラサキミズゴケの．増加が欝立つ。金点的にホロムイソウ，ヤチスゲ，ヒメワタスゲ，ウックシ

ミズゴケなどが衰退し，ヒメシャクナゲ，コガネギク，ハイイヌツゲ，チマキザサの侵入や増加をみるように

なる。本塞群集は，下サロベツS1，　S2地区の再生複舎体部にあって，池塘周辺部にその均質なる景観を広く展

閉している。浅い池塘や小凹地のミカヅキグサーナガバノモウセンゴケ基群集と複禽体を形成しているが，全

体として乾燥化に向っており，湿原遷移の上ではすでに退行期に入ったものと考えられる部分もある。下サロ

ベツ湿原の再生．複舎体の退行相は，低平地においては底1韓にミズゴケ類の欠如した，シロミノハリイファーチ

スの成立をみるが，処々にワタスゲ叢生株（tussockS）の発達がみられ，・春季相を形成している点で，上サ；コ

ベツ湿原にはみられない特段な撮観である。さらに，旧池塘嗣辺の隆起部にはヤチヤナギ，ワタスゲを伴う後

述のヌマガヤーホロムイスゲ基群集が分布し，イボミズゴヶ群集とおきかわっている。

　　ホロムイスゲーイボミズゴケ基群集とホμムイスゲームラサキミズゴケ基群集は，高1醤湿原中．央部の平1盤
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地や比海／0cm以下の小凸地などの高燥∫：也に1ム〈発達し，サ・・ベッ湿原の主要祥落である。前考’ぱ後老より

やや低い同地に成黛二する傾向を目すが，通常i題著‘はモザイクi杓分布をなし，立地」エの明瞭なグ異はない。イボ

ミズゴケとムラサキミズゴケが同じ照合で混生づ一る場合には，前者は小峰地の底部に，また後名’は頂部に生．育

し，すみ分けている，・、工については国内，掴外をllわず湿1泉一般の現象と同じである。小凸地が乾燥すると，ガ

ン＝11ウランの優占反が増し，本群集の退化相であるガン＝ユウランファーチスが成立する。この揚合，ミズゴケ

堆の．ヒにガンコウランが繁覚するので，．光の透過が悪く，光合成が阻しされミズゴケは生長の伯k，滅少，消

減をたどり，次弟に小竿地の発産もとまることになる。このガンコウランファーチスは，乾燥隆起llllばかりで

なく，i日池塘跡と思わ賭．tる低声にもみられる。ここでばミカヅキグサ，イボミズゴケ，ヤチスゲ，ウツクシミ

ズゴケなどのミカヅキグサーイボミズゴケ基群集の残噌要素をもち，池塘が何らかの原罪で干上った後にミカ

ヅキグサーイボミズゴケ基群隼が欣ソニしたカミ，早期にガン＝コウノンが繁戊して池塘助を埋めたてたものであろ

う。この群落は上サロベツN2，　N3地区に多く．みられる。

　　吾者らの既発表，朱発＝表資料をもとに北海道「秀地のイボミズゴケ群臣を比較してみると，．．ヒ層を形成する

優占種群によって区分した場合，ミカヅキグサ楽，ホμムイスゲ型，ワタスゲ週，ムジナスゲ型にまとめられ

そうである。ミカヅキグサ刑は池沼複合体の発達の著しい山地湿原の「浮島」や1一雨竜／伺に多く，またサμ

ベツ湿原にも分布しているが，」都太平洋岸の湿1尉こはない。ホμムイスゲ型は泥炭層が厚く，ミズゴケ堆の

発達も凱著な而ll．｝湿原尋こ多く，サμベツ湿原や釧路湿原を∫汀麺心に広く分布している。現宅i：iは開発されて残って

いないが，石豹税期湿原の揚合もこの塑に属するものと思われる。また・｝．曳iコノイスゲを．欠きツル灘ケモモの少

ないワタスゲ型は，東部太平洋li：の濃霧気ll癸下に発達し，イメ多布や落石の湿原に．みられるが，ここではホロム

イツツジ，ホμムイイチゴ，ガンコウランを欠く。さらにヨシ，ナガボノシ斗コワレモ＝ウ，ヒメシダ，イワノ

ガリヤスなど低1厳脇、要素を多く含み，ホiコムイスゲ，ホi・ムイツツジ，ホμムイイチゴ，ガンコウランの少

ないムジナスゲ型は，風蓮湿原と釧路湿原に分布する。後考の2つの塑はそれぞれOsvaldがkOI1｝ossesの

高層湿原で記li聴した，κノー1θρ1～o々〃〃惣♂9～ノκ～々〃〃一ぶ／｝ノ～ζ‘8’〃〃〃ψ妙～／／那～’〃～（あるいは5ρ／昭£’〃～〃〃ノノκ’£’‘・”‘～ノ～～ビ〃〃1）

Assoc．と（忽～γ．r／‘z、9〆。‘Y〃診‘～一彫〉ノ～ご～£γ～～〃～～1勉／♪〃。∫～〃〃Assぐ｝c，と共通する性格をもつり

　　以上の各群落型0）成：立とその分布域のちがいは，湿原の生成要囚と関係が深い。ミカヅキグサ型1こついて

は，すでに伊藤・梅沢2りの1』旨嫡したように地形要因との関係が深く，他の3型は辻井18）の採用した，沿．藍1：指

数と降水．1＝による気候当分と…・致するところがあって，｝1に気候要因の支紀をうけているものと思われる。

　　宮脇ら33）・鋤によれば北海道のイボミズゴケ群集ぱチャミズゴケ，　ヒメツルコケモモ，ホロムイイチゴ，

ホロムイツツジ，エゾイソツツジなど尾瀬ケ原や本卦［山地湿原には｝1内t現しない構成種をもち，かっこれらの種

はヨーμッパのチャミズゴケ群団標徴種であることから，ヌマガヤーイボミズゴケ群隼とは群団レベルにおい

ても異なるとして，本群集をチャミズゴケ群団（後にヤチヤナギーチャミズゴケ弾団と改変）のホFムイィあ

ゴーーイボミズゴケ群集と命名”引冠している。しかし今ll敗々の得た：調査資料のそれは，群団標野種チャミズゴ

ケとヒメツルコヶモモを含まず，また群集標微種のホ罫コムイイチゴ，ホロムイツツジは被度，常在度共に低い。

それに対してヌマガヤーイボミズゴケ群i集の採徴種，1）〈分種を多数会むことから，ここでは両群集の｛生格をイ∫

し，またv地上何ら区別する必要のないものと考えイボミズゴケ群川面を採用した。サロベツ湿原は気候的

にもまた地理的にも典型的なヌマガヤーイボミズゴケ群集の発達する尾瀬ケ厚とホロムイイチゴーイボミズゴ

ク’群集の発達する北海道東都の而層湿原とのr＝．1婦的な存霧として位置づけられよう。

　　（16＞チャミズゴケ群集（Table　16）　丁艶S1）｝≧agnetum　fusci，　Ko，　ho　1980．（（cf．　Lerlo

　　　　diversipilosun／－Sphagnetuln　fusci　Miyawal｛i　et　Ol・ba　1970＞

　　本群集はミズゴケ堆」員部のもっとも高燥化した環境に成立するil雛4湿原の極盛41．1の揖蔚で，わが園では北

海道に主分布域をもっている．殊に東部太平洋｝ド9）風蓮湿原においてはその発達が者しく，隆起那の高さは
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80～100cm，径100～300　cmに達する18）。サロベツ湿原での本群集の発達は風蓮湿原ほど顕薯ではなく，ま

た分布域においてもイボミズゴケ群隼よりはるかに狭く，上サμベッN3地区，…ドサ52ベツSo，　S1地区に集中

してみられる。隆正』ξ111の高さ1欧，通裕5～20cm，疸径40～50　Cm駈度で，敢尚に発達したもので尚さ45　Cm，

挺径1m内外である。い1層湿原巾氏郎のカーペット状に広がったイボミズゴケ群集域にあって，隆起したチャ

ミズゴケ群集が，感在するが，漿観的にはそれほどi号i立つ存在ではない。チャミズゴケの生長：に伴って隆起部が

発達し，相対‘的に地下水位がイ遮ギして乾燥｛ヒに向う。ミズゴケ隆起部の高さが45cm稚に達すると頂蔀をこ，スギ

ゴケ（∫履y1所噛ゐ〃〃’5々療’々〃〃）力侵入し，チャミズゴケの生長f∫止，姑死などの種々の段階を経て次第に胡壊

していく。上欝を形成する植物をよ，エゾイソツツジ，ガンコウラン，ホロムイツツジ，ヒメシャクナゲ，ツル

コケモモなどの耐湿性，耐酸性の腰小蔀木賀｛が多く本群集を癌研づけている。

　　メ群集は，1＞轟ゾイソッッジ…チャミズゴケ基群集，と2＞ガンコウランーチャミズゴケ基群集に区分さ

れた。サμベツ湿原では，ガンコウランーチャミズゴケ基群集が巾核を瓶すが，外部の釧路湿原や風蓮湿原で

は，皿ゾイソツッジーチやミグゴケ基群集となる。

　　ガンコウランー・一チャミズゴク’基群集は，高さ5～．20Cm，程50cm内外の低い隆起部に成立する。ホロム

イスゲ，ホμムイツツジ，ヤチヤナギの樋存度が薩いが，これらは中～下部の湿1悶糖分に生育し，頂部にはガ

ン＝～ウランが優占する。訓＝ゾイソツツジの混生度は低い。また底層はチャミズゴケの単独優占の場合もある

が，通常イボミズゴケとムラサキミズゴケを伴っている。

　　鵬ゾイソツツジーーチャミズゴケ博多隼は，前基群集よりやや高い，麓糊した：隆起部を’占めるカミ，スギゴケ

の侵入が速いので，サμベツ湿原では，ガンコウラン…スギゴケ基群集をこll受ぎ換っているものが多い。本基祥

集の分布域は，後述のツルコケモモーホロムイスゲ群隼域に接した1躍燥地に限られているが，多くの易合，排

水など入為の影響下にあって，チマキザサ，ハイイヌツゲ，ヤマドリゼンマイ，ナガボノシロワレモコウなど

の低層湿原要素の侵入が「1立つ。

　　チャミズゴケ群落（群集＞0）発達は，晦フィンランド6），スウズーデン3。・）3似37）・44）・鋤など北欧において著

しい。Bralldt6＞によれば，ボスニア湾南フィンランドのKUs亡e地方のイソツツジ，ヒメシャクナゲなど嬢低

木類を伴った高1餓ξ1昆原のタイヅには，イソツツジーチャミズゴケ，ガンコウランーチャミズゴケ，ガン灘ウラ

ンー地衣類の群落塑が存在し，これらの群落の基本構成要素は，面謹植物ではワタスゲ，ホロムイイチゴ，

ガンロウラン，イソツツジ，　ヒメツル雛ケモモ，ツルコケモ壬，ヒメシャクナゲ，クロマメノキ，謙ケモモで

あり，また隷ケ植物はチャミズゴケ，ムラサキミズゴケ，蕩》ゐ．／）‘〃画ル～1～〃ノ～，オオヒモゴケ，タチハイゴケ，

ウマスギゴケ，／硯y々プビ／〃〃〃∫’ノ’～‘’々〃〃，ミヤマハナゴケ，ハナゴケ，C如40〃ぬ∫1ん認1‘』αなどであるという。

またOsva｝d36）は，　Ko！n1、ユosse湿原からCα””〃ぐご…チャミズゴケ群集，ガン謙ウラソンーチャミズゴケ群集，

ホμムイイチゴーチャミズゴケ群集を｝，己平しているが，ここではC‘1／／〃〃‘～一チ・㌃・ミズゴケ群集がその典型であ

って，他2群集の分布域は極めて狭いという。サμベソ湿原のチャ．ミズゴケ群集は，ヒメツルコケ垂モ，クロ

マメノキ，コケモモなどを欠き，君干の種類紐成上の煮興はあるが，南フィンランドの例とよく近似する。道

東の落石湿原，風遺湿原に停れば，より一一触類似の種類構成を示すようになる。宮1協32），軒割ら33），1粉は，；iヒ

海返からイソツツジーチャミズゴケ群集を記録し，その単離聖旨をチャミズゴケ，ヒメツルコケモモ，ホμム

イッソジ，ホロムイイチゴ，ガンコウラン，イソツツジ，ヤチヤナギ，／㌔4y〃’1‘’／擢ノ〃Vノ’～ビ！〃〃～，オオヒモゴケ

としているが，本群集の典型的発達は，道東地方にみられる，，

　　（17＞スギゴケーハナゴケ群落（Ta1）le　17）

　　　　／媛y々ブ‘ゾ～〃〃’511プビ！〃〃1－C1αζ／0〃～‘～燃9ケと’¶伽Co1エ、munity

　　本祥落は前述チャミズゴケ群集の退行相を示すもので，チャミズゴケ小凸地の弼燥化が極盛獺に達すると

相対的に水位低下を招来しミズゴケの生長がとまる。同時に三聖や自然の分解作用によって隆起部は次第に崩
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   Elements of Moss vegetation
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Table17. The1'b4>,trichttm slrictu.m-Cladonia 7angijlerina community

Sociation i 1[

i

II.[

9uadrat number

Stand number

Site

Community area (m2)

Quacirat area (m2)

Number of species

    1

470046

   Nl

  O.49

  e,49

   ll

   2
470154

  Nl

    1

    1

   17

    3

470062

  N3

  O.5

  O.5

   13

    4

470063

  N3

    2

    1

   13

   5
880871

  N3
  O.25

  O.25

   15

   6
880642

  N3
  O,25

  O,25

   9

   7
880641

  N3

    1

    1

   8

""mm"'g'--""'ww -a-

860381 '982301

   N3 Sl
    4 O,25
    I O.25

    9 16
   Character species of ]Po(>,trichttnt-

   cladonia comm･ I
Jb(>vi'ichui)i sli'ictu]n.

Aula('omnium x)ttlu.stre :                                  t
                                  iCJIadonict iungijElei'ina

   Physiognomica]ly important species

lliiiPeli'unt nig'i"t"tt var. .ftipoiiict{fii

Ledttin palitst7'e var. diz'eiwipilosum

5.5

+

.

4,4

+

5.5

+

   10

982302

   Si

  O.25

  O.25

   14

3.3 5.5

-- s-

1.1

+

.

2.2

"
.

" l.2    l
5.s l .

･' 5.5

3.3

4.4

4,4

+ .

4.4 5.5
4.4 3,3

+
4.4

4.4

3.3

3.3

2.2

l.1

+

1,1

+

4A

2.2

   Character species of Sphagnetum f
   and Sphagnetum papillosi

;Slphagmtijt papillosttm

ophagnuin iita.o'ellanicuin

iSphasrnzt vt yf2{scuni

(Jha.niaedaphne ('a4),('ulata

usci

i
/

1
:
I
:

3.3

.

1,1

+

3.3

1.2

1,2

3.3

.

+

+

.

1.1

.

+

+

+

.

.

1.2

+

.

.

+

- ,1,

.

2.2

'

.

.

+

12

.

.

1,1

gi

opt

ge-

･.k,

tt-

$l;-

$
sc

ss

"

poco
o



Vα‘：・ぐ∠〃～醐’ωry‘・α．・創5

ル・4ノリ〃～ぬ〃ヴbZ～α

Cαr8灘〃～κ48〃4ω：撰∫

Eノ’ゆ1z・ノ・z〃〃搬9’～・励．θノ～

…　　1，1

［・
1　3，3

i　　　・

4．4　　　　2．2

十　　　　　1．1

十　　　　　3．3

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

1、1

1ユ

33

1．1

十

÷

o

o

十

十

．

●

十

1．1

0

1．1

1．1

1．1

●

十

十

1．1

●

2．2

十

1．1

●

　　Elements　of　MOSS　Vegetation

！）1η∫ごノ㌃z㍑～〃～4ケb～～ζ名

M∂z～脚ρ∫～∫ノ妙・2～’α2

沢～め榔。んαノ〃α8〃～oノ・酬

萌ηプ6α9厩8var．ご．・ノ〃‘ワ～ご．・5α

c9μ～5”ψ1～α

Tノ’～ごノz’α臨‘・～〃りραωvar．αノ℃磁～

÷

o

9

o

o

十

十

1ユ

十

十

十

，

十

●

○

十

2．2

●

●

○

÷

十

の

。

●

●

十

。

●

o

零

●

●

o

o

・

十

●

，

÷

o

o

十

，

十

〇

　　Other　elelllents

5α3α♪αzηzα’α

／耽ぐ・でノZ伽va・．カζZ1どこゴ・5α

伍」・〃ガOP5～5・1¶！ピノ～オα」’∫

5αノ～9ε‘細川’8〃㍑｛！bZ～‘1　var，αZ如

Ho漁ノで。雄∂♂1α

5・Z～磁90”～ノ9α一α・〃でαvar．♂6～・‘・αψα

ゐ06疏α38∬～♂の♂～α

H8〃‘θノ層。‘α♂♂～5ノ〃認♂召〃4・1：8診～

o

●

．

・

○

十

十

÷

十

・

・

．

o

十

9

o

o

o

●

〇

十

〇

○

十

1．1

0

●

●

o

●

●

o

●

●

9

●

o

●

●

●

o

o

・

o

．

●

o

●

1．1

÷

・

十

÷

畢

÷

十

÷

十

。

●

・

÷

エ：E〃ψ8∫1’κノノけz＠‘z研var．ノαク・〃～α〃2z－Pbちゆ甲∫6んz‘〃～∫々’勲〃〃．　SOC．

1正：E〃ψ8〃’・‘〃凄π’9ノ’〃πvar．ノ妙。・・～α‘ノノ～一αα40〃～αノηノz8ψ1¶加αsoc．

専

凝

λ、

’ぐ

難

憲
さ

曝

憲

毒

霧

Hoq



106 環境科学第3巻第1号1980

壊し平坦化，そして小凹地の形成がおこる，いわゆるOsvaldの提唱する侵蝕複合体（Erosion　complex）の

群落である。サロベツ湿原ではこの群落の発達はそれほど顕著ではないが，ガンコウランースギゴケ基群集と

ガンコウランーハナゴケ基群集の2型が認められた。

　　（18＞ツルコケモモーホロムイスゲ群集（Table　18）

　　　　Oxycocco－Caricetum　middendor臼iii　Suz．一Tok．1954

　　本群集は，イボミズゴケ群集と共にサロベツ湿原高層湿原部の主要群落の1つであって，特に上サロベツ

Nt～N3地区と下サPベッSo地区に広範麗に分布している。その分布域は，イボミズゴケ群集域とヌマガや群

集域の移行帯に位鐙し，地形的には平坦ないしゅるやかな傾斜地にあって，ホi・ムイスゲ，ワタスゲ叢生株が

多く，地表面の波状起伏の顕著な哨所である。

　　本群集の特徴点は，既に伊藤・梅沢（1970＞セこよって詳細に述べられている。由地湿原の浮島湿原に比較

してサロベツ湿原では，1）上層にエゾカンゾウやタチギボウシの生育が著しくないこと，2）底1諏こはイボミ

ズゴケが少なくムラサキミズゴケが多いこと，および3）ミガエリスゲ，コバノトンボソウなどの恒存度が低

く，またチングルマを欠くことなどの柏異がみられるが，しかし本群集の中核であるホロムイスゲとツルコケ

モモの小的比重が高く，エゾイソツツジ，ガンコウラン，ヒメシャクナゲ，ホロムイツッジなどの1委小低木類

の少ないことでイボミズゴケ群集と区別され，またヌマガヤ，ヤチヤナギの恒存度は高いが量的に優勢でない

点で，ヌマガや群集と区別される。

　　ここでは，1＞ツルコケモモーホμムイスゲ棊群集，2）ツルコケモモーホロムイスゲームラサキミズゴケ

基群集，3）スギバミズゴケ基群集，および4＞ヤチヤナギファーチスに区分された。ツルコケモモーホロムイ

スゲ基群集は，生育良好なホロムイスゲ，ワタスゲの叢生株を中心とした群落で乾燥凸地に発達し，本群集の

中核をなすものである。底層を欠くか，ミズゴケ類は通常少なく，梅上種数も4～8と少ない。

　　ツルコケモモーホロムイスゲームラサキミズゴヶ基群集は，低い隆起部や平坦部のやや湿潤地にあって，

底層にはムラサキミズゴケのマットの発達が著しい。草丈の高いエゾカンゾウ，タチギボウシ，ヌマガヤ，ホ

ロムイスゲが上1曹を形成し，草原状を呈する。下生にはホロムイツツジ，ホロムイイチゴ，ヒメシャクナゲ，

タチマンネンスギなどの高層湿原要素が多いが，乾燥地ではチマキザサ，ハイイヌツゲ，コガネギク，ミツバ

オウレンなどが多くなる。また凹地部にはホロムイスゲが少なく，ミガエリスゲ，ワタスゲ，ムラサキミズゴ

ケの多いスタンドもある。ここにはホロムイソウ，ヤチスゲ，ミカヅキグサ，サンカクミズゴケなど，小凹地

の残留要素が混生していて，再生複合体の一断面を見ることができる。この基群集は種構成が豊富で，17～21

に達する。

　　スギバミズゴケ基群集は，ホロムイスゲ叢生株間の閉地に発達し，低い小凸地を形成する。ホロムイス

ゲ，ツルコケモモの被管の低下とガンコウラン，ヒメシャクナゲの増痴が特徴的である。その他全体にミカヅ

キグサ，ムラサキミズゴケ，イボミズゴケが憾存的に出現するが，構成種は少なく，平均回数8前後である。

本丁群集は上サロベツN3地区に集中的に分布している。

　　ヤチヤナギファーチスは，前町群集と同様，ホロムイスゲの叢生株間凹地や低平地に発達する群落であ

る。上層にホ汝ムィスゲ，ヌマガヤが散生し，その下生にヤチヤナギの優占するもので，他にホロムイツツ

ジ，ホロムイイチゴ，ナガボノシロワレモコウ，ハイイヌツゲを伴う。ミズゴケ類はほとんど出現しない。

　　（19）　ヌマガや群集（Table　19＞　　Moliniopsidetun｝lapon量cae　Suz∫rok．1954．（c∫，　Cα1徹む

　　　　瞬446ηゐ1が∠一Mo〃ηガ（4）5ガ∫ノαρoπガα匹assoc，　Nakano　1933＆1944，　Carici－

　　　　Moliniopsidetum　laponicae　Miyawaki，♂‘α♂．，1968＆1970）

　　本群集は，湿原周辺部のやや傾斜地に発達する，ヌマガヤの優占する群落である。ヤチヤナギとホロムイ

スゲの憧存性およびタチギボウシ，エゾカンゾウ，ホロムイリンドウ，ショウジョウバカマの出現とこれら植



Tab匪e　18．　The　OxycoccいCar至ce撫：u恥三dde鳳dor出三

Association Oxycocco－Caricetum　middendor飾

Sociation 1 且 1旺 w

Ωuaδrat　number 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12　　　　　　13　　　　　　14　　　　　　15　　　　　　16 17 18 19 20 21 22 23 2蔓 25 26 27 28

Stand　number 790361 790363 790365 790321 870143 870145 870111 870王12 790381 790382 790362 7g｛｝364　　88037王　　870941　　870142　　870141 870075 790341 790342 790441 870051 870052 870101 870102 880573 880574 880565 880552

Site N2 N2 N2 N2 NL N藍 N1 NL N2 N2 N2 N2　　　　N2　　　　Nl　　　　N監　　　　N且 NΣ N2 N2 N2 N2 無2 N2 麗2 N3 N3 層3 N3

Ωuadrat　area（m21 25 25 100 4 25 25 4
　；
Si　… 1 1 25 25　　　　　　　1　　　　　25　　　　　　25　　　　　　25 1 15 3 25 25 25 25 25 0．15 0．09 0．25 0．25

Number　of　species 3 3 3 8 6 7 4

，i　ヨ

12 8 ll 10　　　　　　14　　　　　　11　　　　　　　9　　　　　　　9 15 7 8 7 7 7 5 5 9 7 11 7

Community　area（m2， 10000 10GOO 10000 10000 10000 10000 10000

　　　　…10000i

3500 3500 2500 2500　　　　　　100　　　　10000　　　　10000　　　　10000 10000
一 一 一

900 900 2000 2000 0．15 0．⑪9 0．25 0．25

Character　species　of

Oxycocco－Caricetumユ｝11ddendor臨

αご’脳厩448〃4ωが’ 5．5 5．5 5．5 4．4 5．5 5．5 5．5 5．5 5．5 5．5 5．5 5、5　　　　　4．4　　　　　5．5　　　　　5．5　　　　　5．5 4．4 2．1 2．2 2．2 3．3 4．4 十．1 2．2 1．1 十．1

γαご‘ど〃加2β・ηωcα‘∫ 5．5 5．5 5．5 5．5 4．4 4．4 2．2 2．2 4．4 5．5 5．5 5．5　　　　　5．5　　　　　4，4　　　　　4．4　　　　　4．4 4．4 5．5 5．5 5．5 4．4 2．2 1．1 牽，1 十．1 1．1 十．1

α昭〃醜8盈zρゐノ躍。αむ‘μ命如　　　　　　　　　　　　， 十，1 十．1 ・ o 十，1 十．1 ÷，1 三．1　　　　1．1　　　÷．1　　　　1．1　　　　1．1 1．1 ÷．1 十．1 ▼ 1．1 十．1 十，1 十．1 十．1
晦・’幽U伽～・漉・V…卿・’・～ω　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

o ・　　　　　　　　　　　　十．1 ・ 十．1 曾

・、，、、。9。。m、。。・・，、。，。，，a螺。・esl

躍y’加8砒var．ω〃‘ピ〃ω5α 1．1 十．1 1．1 2．2 1．1 十．1 1．1 十．1 1．1 十．1 1．1 1，1　　　　1．1　　　十．1　　　十．1　　　　1，1 ● 4．4 4．4 5．5 5．5 5．5 5．5 5．5 1．1

ハ40」加砂5’5ブαρ0／Z～ビ‘Z 1．1 1．1 1．1 ÷，1 十．1 辱 L1　　1．1　　1．1 1．1 十，1 2．2 1．1 1．1 1．1 1．1

κo勲2’θ‘‘の磁 1．1 十．1 ● i　l・1 十．1 2．2　　　　　1．1　　　　　1．1　　　　　3，3 1．1 1．1 骨 ●

〃α〃螂。‘召〃ゴ52μ1446・’4・’が1 1．1 ， 曾 ，

i
1，1　　十．1　　1，1 1．1 ▼ 1．1

Elements　of　Moss　vegetatlo：玉

1

勘ゐα9ノμ〃’リセ∫α‘〃凄 1．2 十．2　　　　　　　　　　　・　　　・ 2．2

勘乃α9脚♪ゆ砂〃。∫μ；π ● 十．2 2．2 2．2 王．2　　　　　3．3　　　　　　　　　　　　　　畢　　　　　　　曾 曾 1．2

勘’～49πμノκ〃εζ霧941α〃’‘‘〃〃 ● ÷．2 十．2 2．2 1．2　　　　　　　　　　　　　2．2　　　　　2、2　　　　　2．2 2．2 十．2 十．2 十，2 十．2

勘乃α9π郡〃占ご＠〃α‘8μ’〃 1．2 ● ・ 5．5 5．5 5．5 5．5

E〃ψθ伽2’↓〃∫9枷～凄var，ノαρo’～‘’～’‘川 ● ● 曾 十．1 3．3 2．2 2．2 2．2

o．憎めη〃’8磁ρoの∂〃α ▼ ． †．亙 十．1 十．1 ÷．1 十．1

o’η58㍑2η伽4の磁
・ 十、1 十，1　　　　　　　－1 十．1 幸．1 ▽

ノ勉伽5‘1εα’〃α8η30珈∫ ÷．1 ● 十，1 ●

，

十．1 十．1 十、1　　　十．1　　　　　　　　　ま．圭　　　1．1 1．1 十，1 十．1 2．2 1．1 ●

「

丁山廊傭α‘ハ。μ8αvar，‘〃τ〃ω 十，1 曾 o ，

，

Coρ彦’5彦プ卿地 ・

▼▼
十．1 ▼ ● ●

o

左脚助orμ〃多面9∫〃4‘μ〃‘ 十．1 畢

，

Rlzツπ‘ん。ゆωηα伽 吊 ・ 十．1　　　　　　　　　　　　・ ● 十，1 牽．1 2．2 ●

Cα2・8諾Z∫〃05α
曾

脅

▽ 十．1 十，1　　　　　　　　　　　・　　　・ 1．1 ÷．1 ・ 十．1

嗣zα9肥〃‘曜‘ぬ‘κ”♂ 尋 十．1 畢

o

， 十．2 ◆　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ 1．2 ・ ●

，●

Other　elements

Gβ雇’α’置α‘r貿0㍑var．ノεωり〃‘κ∫C〃5’∫ 十．1 r ●

畑coρ04∫z〃π．伽δ〃α置襯 牽．1 ・

HθZOア～∫0ρ∫ご∫0’勧翅∫5 ．　　　　　　r ． 5 辱

5α月9κ∫∫or加‘8ノ～μケbJ∫αvar．副伽 ▼ 曾 十．1 ・ 1．1 ▼ 曾 曾 十．1 3．3 o 曾

％ア襯55fαραz’‘56r’∫ ● ， ・ o 十．1 曾

●　　　　　　r
， ・ 5 ， 阜 ，

50鋸α90伽9α一側膨var，傭σCα’Pα 曾 o ・ ◆ 十．1　　　・ ・ ◆ ▼ ． ・ ◆ ●

Jrf∫zα8切9娩 十．1 ． P， →ト．1 ◆ 2．2　　・　　　　　　　　・ ， ． ， 曾

1r∫5θη5α‘αvar．ゆ0脚2‘εα ◆　　　　　　　　　　　　　　　　　■ ÷．1 1．1 ，

漉ηツαη疏θ∫〃ケb如君α ◆ 十．1 ， ・

加5漉απ吻。π加 o ． ◆ ◆ ◎ 1．2 ， ，

〃ε∬‘z槻αごαvar．ρ4♂μ4054 ● 緊 ， ・ ・ 璽 ． 1．1 ，

の加9駕〃ゆぬ5魏 ● ・ ・ ，
． 2．2 十．2 50 ● 璽 ・ 陰 ，

〕〔＝

π＝

〕旺：

∬；

γα‘‘f’砒〃己ωッご。ごα‘5－Cα’》認『〃溜ゴ8’・40ノ騨soc．

Vα‘ぬ加ω辺γ‘o‘ごμ5－Cα・『砿厩448η40がゴー勘乃α8泌ノμ22多α98〃αノ涯σ碗soc．

ルけ加9読var．彦0膨η∫0∫αfacies

融肋9脚ノ多αψガ〃召σε㈱S・C・



Taも恥1夢．　The嫉oiiniopside純m　laponiCqe

ASbociatbn

SuにlatloΩ 』【 且

Qua6【a匙numb讐r 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

S監and　number 790181 87DO31 87GG32 476053 47005｛ 470055 47G656 79020正 790081 860331 86e332

Si匙e 鐸2 N鵬 N1 N3 Nコ N3 輪 N2 N2 N3 N3

Quadrat　area（m2♪ ΣGO 25 25 100 1GO Ioo lGO Ioo 600 LDO 三GO

Numb歴r　of　bpcdeb 17 12 H 7 7 蓋。 9 蛋7 23 17 三6

C。mmu“ity鋤a（m2～ 1GO 500 脚 Ioooo 500 500 5D3 500 600 10GDO 三〇GOO

CI象捷rac【er診pecie』

。‘Mo罷niopside【u犀閃al・・n．Le

Afσ”〃’θρ5’5ノ岬ρ’ε～‘α 5．5 4．4 4．4 3．3 3．3 3．3 3．3 5．5 ・L噛 2．2 L1
ルゆ抽κα’ビvar・’o”～ご’1ω轟‘ど 4．4 5．5 5．5 3．3 2．2 2．2 ÷．1 一ト．1 2．2 十．1 十．1

Physi・gnomicaliy　ilap。撫11t卵edeb

κθ5’罐’聯ヴb”‘ξ 2．2 十．1 2．2 Ll 1．1 2．2 1．1 2．2 十」 匿、… 1．1

Hピ〃」σ’η‘‘z燃〃臨14ご’r‘1ご〃が」 →㌦1 2．2 1．L 十．蓋 3．3 2．2

Cげπ’1α’罎‘P耀。ηzvar．んθ’η〃‘’‘’ピ’犀｝b 十．1 十，1 十．i 十，1

μゼ’θ’卍10囲5ρr’c〃α～’∫ 十，1 十．1 3．3 3．3 十，1 L1

Characters匠｝ec；es。f　Oxyc。cc。一

Caricetu享n　middendoど伍i i
c“，　〃rゼ‘た，κ’ 1．2 2．2 2．2 4．4 3．3 4．4 4．4 2．3 2．2 3．3

y照〃’々‘〃’θη
i

2．2 十．蓋

cゐα〃’敵婦加ご　　召～・8’α

@　一「一．　距　　一解削曜「」削ゴ…一が曜…榔……削ゴへへ…………耐…

i
十．1

Ch睦r三1c監er　　　bΩf

…巾一曜醐‘†醒へ「」げ耐

Sp卜謡騨etul　　ilk｝bi

だη砂1‘σノ翼〃月w9’〃・1〃〃κ 2．2

勘加9’μ‘〃‘！・ψ〃。き’捌 ÷．2 …，2 十．2 十，2 十，2

ψゐ‘どぶ”π〃’川‘よ8ご～∠α’～’乙’‘〃‘ 十．2 2．2 十，2 →㍉2

勘勲9脚リレ∫‘’ご〃‘

Elcme臓【b。f　　v曙eLadり星h
……ゴゴ……

・聖’f‘’川〃’ご‘！rりyo♂ケ～”擢

ひ’η，げ川’b〃〃’ゴヴ‘’”α

Rκみ’‘↓‘・ゐμ〃’‘甜〃～orκき

み‘・‘！ご〃〃1，α’〃δ”z・vIヒr，‘1zrピハψr1σ訪’‘〃星

君ηψ　 ρr恕’7〃πvar．ノαPoπ’ご躍〃’

7▽ヂ’r’　　【”‘’てψαぐ嬬v己監r．‘8ωご‘‘

Coμ’」々ヴρ！’‘‘

5♪加9耀〃’‘ぐ‘ψ〃‘8｛‘・’々〃

　01her　elemα1b

乱塾‘z♪‘ご加‘r’‘」

1ヲ星’セ鰐’〃’ご‘・・ζY〃”ηfκ曜㌧

α【配誕・々。’ゴ2♂’〃3’∫

至，生

．卜．1

　　　　ヨ
　　　　i

・・　1

　　、．…i

　　十．！

十．1　十．1

2，2　　　　申．1

ト．1　　　　十，1

12　　13　　14

N3　　Nコ　　N3

4GO

15　　13　　16

900　10GOO　400

…de【qm　japon董cae

十p聖÷．12r　24
L正　　葦．1　　L更　　正

4

11

正．1　十、1

　　4，4　　　　2．2　　　　覧，1　　　　1．1

3．3

Ll　　3．3　　1．L　　l，1　　2．2

L正　　1．1

十．1　十．…

L1　　　　　　…．峯　　2，2　　2．2

　　　　　1．2　　十．2　　十．2

L2　　2，2　　2．2　　　　　十．2

　　　　　　　十．2　÷2

　　十，1
　　　1．正　　　　十．1
十．1　　÷．1　　十．1

十」　　　　　 ト．1　　　　　十，1　　十．i

　　　3．3　　　　　　　÷．1　　　　　　　2，2

　　　　　　　　　　　十．聖　十，1

L1　・L1

÷，1

三7　　18

N2　　N3

釦　　25

髭8　　2圭

9ぴO　lOGOO

5．5　5．5

十．1　2．2

十．1　幸」

皿 w

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28　　　29 30 31 32 33

80751 880752 881011 88三〇12 790151 880951 790131 790132 79α｝92 79009壌　79G103 470G26 790271 880722 88072三 8

跳 ふ ＆ S2 焼 S。 眺 輪 聾3 N3　　　民3 翰 亀 S。 ふ

25 25 三DO 100 25 25 25 25 25 25　　　25 25 4DD 100 25

17 正8 14 16 22 20 葦2 14 8 6　　　9 5 16 28 24

1◎OGO 10Dひ。 250 250 goo 400 10DDO 10Goo 10Goo 10090　　1GOOO leOGO 4DO 4DO 4GO

2．2 2．2 2．2 3．3 2．2 5．5 5．5 5．5 2．2 3，3　　3，3 L正 5．5 4．皇 4．4

2．2 L1 2．2 2．2 2．2 L三 ÷．1 Ll 1．1 1．1 十ほ 1．ユ 里，1

　

十，1 十，1

牽．監 1．1 1．1 十，1 ÷．1 十，1 ÷．1 L1　　÷．1 2．2 1．蓋 十．1

十．正 十．1 十．1 十．1

十．1 十．1

3．3 3．3 2．2 22 5．5 十．1 幸，1 十．1 十．且

十．1 1．1

十．Σ →一，1

」

1．1 2．2 1．藍 1．1 2．2 Lk 十．1 ÷，圭 十．1 蓋．2 葦．1 LΣ

十，2 十．2 L2 十．2 ÷，2 十．2 1 十．1 牽．…

　　　　　　　　　V

　　　　　　　　　3弓　　35

7鵬71　　880722　　鴎072三　　890761　　88G762

　　　　　『l　Vl　…
　　　　　　　ヨ

363738i・・釦　41
　　　　　　　1ΣG63　890901　881壼81　i　47G1正9　470120　　470三認

ふ　　Sα　　S監　　臨

÷．1

25　　　　　25　　　　1GG　　　　100

20　　　　　13　　　　　11　　　　　壼8

嚇・
1：i、ll：

So

4

k2

髭ODOO　　IGO　　100　3000　30001　100　　10G　　IGO

3，3

1、1

　　　一一一一一一一ト

　　　　　　　　　1
4　　　　4，4　　　　　　　　　　5．51　　　2．2　　　　2，2

12・2 @Lli訊33・33・3

　　　　←．1＋．孟1＋．1　2，2＋．ユ

　　＋ユ＋ほ＋・里1＋・1＋・1

十．1　十，1

2．2

十，1

十」

上・

12　　1．…

÷2
十，2　十．2

十．2　十，2

…．L

十．1

1．2　　＋，2　　　2．2　　＋，2

十．2 →㌦1　　÷，1　　十．1

L1　　し蓋
÷．L　　圭．歪

監、玉　　2、2　　十，1　　1」　　 1．監

十．…

十，1

十，1

　　・←，L

十，1　十．葦　÷．圭

→一，且　　　　÷．聖

L1　　　　壷．k

千」 ÷．ユ

÷，1

…一…一一
p一一一

　　　←．l
　　　　　　　　　i

牽」　葦．l　l．歪　＋，1i母．，1

・卜，且

司一，1

　　・・1i

…．…　14．433a3
十．1

十，1 1J　　l，1 22　2・2　2・2　2・2　2・2　3・3　5・5　3・3　4・4　5・5　5・5　5・5　5・512・2＋・1

　　　　　　　　　　　　　　　⊥．⊥＿ヨ2』2＋’1
眠1　航ヨi眠…　＋．蓋
　　　　…毫”

@ド’1宰：1

＋・l　　i
　　　　ヨ

　　　　　　　　十議

　　　　　　　　十．1
　　　　　　　　÷．1

1　　　2．2　　　毫．1　　　2．2　　　2．2　　　1．1

1　　　3．3　　　2．2　　　3．3　　　3．3　　　2，2　　 ÷．1

　　　　　　　　　　　　　　　5．5　　　5．5　　　4，・匪

5‘〃’κ’「’δ｛〃の【r’ピ’rμヴ｛ノ8r‘v4r，‘’〃‘‘
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物の一二は，特にサPベツ湿漂を色彩る本群集の特微点でもある。その紙金休にツルコケモモ，ホPムイツツ

ジ，ホロムイイチゴ，ワタスゲ，イボミズゴケ，ムラサキミズゴケなどの商層湿振要素とキタヨシ，ナガボノ

シロワレモコウ，ニッコウシダ，ハイイヌツゲ，コガネギク，イワノガリヤスなどの低層湿原要素の混生状態

からみて，種組成的には，北海道におけるヌマガヤを標二種とする典型的な中間湿原植生である。

　　このようなヌマガや群集は北海道：園部に彫象存在せず，また石狩幌向泥炭地などの餌部日本海側の低地に

は，かつて広く分布していたという記録があるが，すでに開発によって姿を消している。したがって現存の低

地湿原の中で，比較的占腐面積が広く，かつ完全な群落形態を有する点において，サロベツ湿原が北海道唯一

の分布地であるといえよう。しかし緋水溝掘削や火入れなどの人為の干渉を強く受けている現在チマキザサや

イワノガリヤスの侵入が目立ち，ヌマガや群集域は急速に狭ばめられつつある。

　　本群集は，1＞ホロムイスゲーーヌマガや基群集，2）ヤチヤナギーヌマガや基群集，3＞チマキザサーヌマガ

や基群集，4）キタヨシーヌマガや基群集および5）チマキザサファーチスに区分された。ホ1コムイスゲーヌマ

ガや恭群集は，ツルコケモモーホロムイスゲ群集蜘こ接した起伏地に発達し，サロベツ湿源では北部地1乳から

南部地区まで広範闘に分布する。ホロムイスゲとワタスゲの叢生株（tussockS）の発達が著しく，その高さは

10～30cmにおよぶ。株間にはヌマガヤが多く，栩観的にはホ；・ムイスゲとヌマガヤがiヨ立ち，下生にヤチヤ

ナギ，ナガボノシロワレモコウ，ホロムイイチゴ，コガネギク，コツマトリソウなどが恒常的に出現する。ホ

ロムイスゲやヌマガヤの草丈の低い早春にはショウジョウバカマが春季柑を形成し，次いでワタスゲの白い出

穂とエゾカンゾウの黄花が夏季相を，さらに秋季にはタチギボウシやホロムイリンドウの紫花が目立つのもこ

の基群集域である。

　　ミズゴケ類，ツルコケモモ，ガンコウランなどの高層湿原要素は僅かに混生するが，ホロムイスゲやヌマ

ガヤの枯葉が如く堆積している隆起部の中心には少なく，これらは隆起部の側而や［i：II地に分布している。一願

乾燥化が進めば，高層湿陳要素は衰退し，ワタスゲの叢生株を残して，隆起部は漸次平坦化して草原化に向

う。頂部の平坦化した隆起部の大きさは，通常，高さ7～10Cm，藏径40～50cmであって，上層はヌマガヤ，

ホロムイスゲ，エゾカンゾウ，タチギボウシによって特徴づけられ，中1轡にはワタスゲが，また下層にはショ

ウジョウバカマ，ニッコウシダ，ホロムイイチゴが多く出税する。隆起部闘凹地には漸次，チマキザサやノリ

ウツギが侵入し始め乾燥化に向う。一一般にワタスゲやホロムイスゲの叢生株の発達は，下サロベツS2地区北

部において著しく，湿原周辺では高さ30～40cmに達し，中心部に向って漸次小型化の傾向を示す。このよう

な現象は上サロベソ地区では少なく，ホロムイスゲは単生し，叢生株をつくらないこともある。

　　ヤチヤナギーヌマガや基群集は，前基群集域外縁の緩傾斜地に．あって，やや混旧地に成立する。ホロムィ

スゲやワタスゲの隆起部は比較的1氏く，7～15cm程度である。この群落ではホロムイスゲやワタスゲの湿度

が低下し，反ヌ寸にヤチヤナギとヌマガヤの優占度が増す。エゾカンゾウ，タチギボウシ，ショウジョウバカマ

も優勢化する。高層湿原要素は一般に少なく，ナガボノシ；コワレモコ・ウ，コバイケイソウ，ヤマドリゼンマイ

の混生や隆起部闘凹地にあっては，時にミズバショウ，サワギキョウ，ドクゼリ，キタヨシなどの侵入を論る。

　　排水溝の影響で乾燥化した，これらの基群集域に火入れをすると，ホロムィスゲやワタスゲの叢生株の焼

失によって，地表面は平坦化する。その結果チマキザサが侵入繁茂し，チマキザサファーチスを形成する。こ

の群落の特徴は，上層のヌマガヤの成長がよく，草魚12～1．4mにおよび，その下生に桿高30～40　cmのチ

マキザサが密生することである。ヌマガや群集構成種は，一一般に減少または消滅して，それに代ってノリウツ

ギ，ハイイヌツゲ，エゾイソツツジなどの低木類が増加してくる。

　　チマキザサーヌマガや基群集は湿原周辺の乾燥地に分布し，多かれ少なかれ人為の影響をうけているもの

である。階摺構造をみると，第1層の高さは，0．9～1．3mでヌマガヤが優占し，燈的には少ないがエゾカンゾ

ウ，ホロムイスゲなどヌマガや群集要素が恒常的に出耳当する。第2層は0．3～0．4mでチマキザサが優占し，
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ニッコウシダ，ナガボ．ノシμワレモコウ，ワタスゲなどが多く出現する。第3層は5～10cmに認められ，タ

チマンネンスギ，ホロムイイチゴ，ウメバチソウなどが多いが．景観的には日立たない。第4層のミズゴケ願は

貧弱であるが，イボミズゴケ，ムラサキミズゴケ，スギバミズゴヶ，オオヒモゴケ但ど‘～αω〃〃～1’〃ノ～沙α伽∫々で〉

な：どが出現する。これらの織i類は，隆起蔀周辺に集中している。また隆起部聞1烈地にはヌマガや枯葉が厚く堆

積しているために植生を見ないことが多い。本基群集は上記のホ1コムイスゲーーヌマガや基群集季薄成種に加え

て，低層湿原要素も高頻度で混生しているために種数も多く（18～27種），次に述べるキタヨシー．．．．．．一ヌマガや基群

集とともに一一層種構成の豊富な群落になっている。

　　キタヨシーヌマガや基群集は，キタヨシ群集域に接した，比較的多湿な起f犬地に成立する。この起伏地の

隆起部は，かつてホロムイ．スゲやワタスゲの叢生株であったものと考えられる。本基群集の第11轍よL6　m内

外で，キタ識シが擾残し，第2層はα9～1．1mで，ヌマガヤが占め，タチギボウシ，ホiコムイスゲ，ワタス

ゲ，ノリウツギなどが混生する。第；3層は0，4mでチマキザサが多く，ヤチヤナギ，エゾイソツツジ，蕊ッ；：z

ウシダ，ハイイヌツゲを多く伴う。第4層のミズゴケ類は，隆起部には殆んどなくi．！！馳に密生する。ill．i地には

一．．… ﾊに水深2～3Cmの滞水があって，サケバミズゴケやオオミズゴケの繁茂している場所もある。このような

立地では，ムジナスゲやホロムイイチゴなどの優勢な椋分が成．立し，キタヨシやヌマガヤの情立たない6角中

旬頃までは，ホロムイイチゴがこの基群集の春季相を形成する。この群落は．．．ピサ1・ユベツN2地区と下サロベツ

So地撒の周縁部に分布している。

　D．大形多巡草本群落（Table　20）　Tall　herbaeeous　plant　C〔）mlnunity

　　オニシモツケ…．一エゾヨモギ群落とオオイタドリ群落は，サロベツ耀堤：防’沿いに：発達する高鴇草．つく群落であ

Table　20． 7γ擢F～∠ψ‘～〃4〃ん」α11〃ハビノ耐々α孟一．．1〃（タ〃’～議ど〃～θ〃如〃α

COmmumty

　　・・c・・・…　　　孤惚臨／‘1謂離‘漁…

　　　　　S£aD（humber　　　　　　i　　　87103／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　Site　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　S凄．

　　　　Ω・ad・・t・・e・（m2）　　　i　　25
　　　　NUinber　of　s診ec｛es　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　！4

　　D・mlnant　and　C・nstant　specles　　；

聯〃κ1・1～・一・’鹸～〃ω　　　　｝　　2・2

鵡灘“；ll搬1。5　　　i　l：1
・・ P〃816／〆ω〆）〃ん～，∫‘‘｛・〃∫　　　　　　　　　　　．　　　　　ユ．1

且液ノ1・9ん／～〃～1　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　1．1

5‘αぐ乃．y5ノごψθ〃1‘｝α　　　　　　　　　　　　；　　　　十．1

説8〃βノ廊灘読ビζ・〃5　　　　　　　　　1　　　＋・！

　　（）ther　ele工nellts

”・’㎎フ臨ω〃〃ノ〃〃溶　　　　　i　　2・2
C▽μ／認ノ”び8フ「θ5／〆5ん”ノ8『5て／θノニ”ノ～　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　22

5α灘♪α♂〃耀♂α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．／

ん4ygo〃zイ〃～〃z～〃～加18商　　　　　　　　　i　　　　十．／

C～謝～躍〃1り8ごプ～〃ρ〃～〃〃　　　　　　　　　　　．　　　　十ユ

Cご∠，・｛・ζど・と・〔ノぎ～ビζ，，・1‘～　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　3．3

zづ・ぐノθρ～’ぶ～〃～｛〃〃’〃5　　　　　　　　　　；　　　十・！
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る。Stand　No・871G31は，下→ナ1・ベツS2地区で得られたオニシモツケーエゾヨモギ群落である。群落構造

では，第1層が1．8～2．OInでオエシモツヶが優占し，ハンゴンソウ，シシウドが混生する。第2層は1．3～

1．5mで，エゾヨモギが優占し，他にキタヨシ，イワノガリヤス，エゾゴマナ，チマキザサ，エゾノサワアザ

ミなど多数の植物が混生する。その下層では光の透過鏡が急激に減衰するために植生は疎開し，僅かに草高

0．5cn｝程度のオニナルコスゲ，ミゾソバ，エゾオオヤマハコベの3種が出現するのみである。

　　オオイタドリ群落は草高2．0～2，5mのオオイタドリの単層群落であって，構成種は少なく，サロベツ川沿

いに，分布する。

　君．森林群落　Forest　Communities

　　サロベツ原野における森林群落は，原野中央部に位置する丸山台地においてもっとも著しく，またヤチハ

ンノキ林のような湿地林は，原野最北端の庄内開拓地および兜沼から落合にかけてのサロベツ川上流部と下サ

ロベツ原野下沼から南下沼地区のオンネベツ川沿いなどに発達する。しかし開拓の進行と共にその分布域は急

速に狭ばめられている。またヤチハンノキやオノエヤナギの低木林は，パンケ沼，ペンケ沼周辺およびサPベ

ツ川沿いに分布する。下サロベツSo地区の高層湿原域には，震性アカエゾマツの残存木が点在しているが，

火入れの駕響による枯死木が羅立つ。

　　メし山台地の森林群落は，散在する老巨木から判断して，適帰地には以前，トドマツ林，エゾマツ林，ミズ

ナラ林などが成立していたものと老えられるが，’現在では原生的林棚は姿を消し，殊にミズナラ原生林は認め

ることができない。現存する森林群落は，伐採や放牧の影響下にある二次林である。伐採跡地には，ダケカン

バ小径木の密生林が成立しているが，高木も処々に点在する。高木は針葉樹林の伐採跳に成長したもので，単

木的に樹冠を拡げているものである。

　　トドマツは再生力が旺盛なために，トドマソニ次林の林相を保持しているが，林分の諏積は1GO～2GO　m2

程度のものが多く，この地域では断片的に分布しているにすぎない。やや一次林的林相を保持しているのは，

ヤチダモ高木林とヤチハンノキ林である。両群落の林探には，ミズバショウ，キタヨシおよび耐湿性大形多巡

草本類が繁茂している。上汐優占木を除けば，両者を群落学的に区別すべき種類はみられない。

　　過去において丸山台地に存在していたと考えられる群落は，ア静心ゾマツーキタヨシ群落，アカエゾマ

ッーミズバショウ群落，トドマツーオオバスノキーゴゼンタチバナ群落，ミズナラーササ類（クマイザサ，チ

マキザサ）群落，トドマツーササ類（クマイザサ，チマキザサ）群落，エゾマツーオオバスノキーゴゼンタチパ

ナ群落，およびエゾマツ・トドマツ混交林などであるが，現存の森林型は以下に記述するオノエヤナギ林，ヤ

チハンノキ林，ヤチダモ林，アカエゾマッ林などの湿生林とトドマツ林である。

　　（1＞オノエヤナギ林（Table　21）　＆・傭∫αc1Lα♂∫’↓cη∫Morest（cf。εαZ訟∫α‘1Lα伽eη∫～1∫

　　　　Comm，　Horikawa　and　Ando　1954）

　　堀川・安藤（1954＞21）が，尾瀬ケ原で記載したオノエヤナギ群落は，河畔の沖積土壌（alluvial　so11）上に

発達するが，本群落は，上サロベツN2地区より得られた小林分であって，キタヨシ群集域外縁部の泥炭：：ヒ上

に成立しているものである。周囲には深さ50Cm，煽70～80　cmの排水溝がある。本群落はオノエヤナギが優

占し，下生にキタヨシとスギナの共優占する，オノエヤナギーキタヨシースギナ基群集である。オノエヤナギ

を除いて，他の種構成は三瀬ケ原のそれとは～致しない。

　　低木屠のオノエヤナギの樹高は15～2．5狙，胸高盧径1・0～2。5Cmである。草本縢．ヒ暦を占めるキタヨシ，

ガマは15～2．Gm，下願のスギナは0．1～0．3mである。樹高0．5m内外のエゾノバッコヤナギの稚樹が，低層

に密生している。この地域にはガマの枯死株が多いことから，かつてはガマ，キタヨシを主体とする挺水性植

物群落が成立していたものと推定され，現在のオノエヤナギ林は，排水作絹による地下水位の低下と共にガマ

の消失，キタヨシの衰退がおこり，そのあとにオノエヤナギ，スギナなどが侵入して成立した群落と推定さ
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Taも1e　21．　The　8α♂猛5αc舷♂∫’z6ノ～5～5　CQmmunity

Sociation 磁♂ゆ∫αcゐα劾261z5ガ∫一β（1z〃38ごz‘〃みαノー・び8／z56

Stand　number 870061 870062 870041 870042

Site

Ωuadrat　area　伽2）

Number　of　species

Communlty　are融（m2）

N三

9

7

30

N1

9

6

30

N2

25

9

50

N2

25

8

5G

　　Shrub　layer

5α存目5α6ゐαあ～ピ〃5ガ∫

3α傭ん臨6纏var．・〃～9’・5‘施♂∫α

5認訪sp．

P1乙ノ「α9〃漉e5ω〃匹’ノz～4〃お

7砂んα1α砂b♂ガα

　　Herb　互ayer

Egz払ゼ5θ”4〃‘α1碧επ58

／19ノ’05‘ど∫36αゐ1π

Cα2rα〃涯44θノκ伽ガεピ

1’Z磁ノ～孟1zθ7㍑妙z‘ZO’4θ5　var．πガ」妙0η加

1七απ8〃ωノu〃5

0ノ℃1L～55ごπ6π5∫5

5α4孟〃α1趨∫αμんどπ召ノ～5∫ぶvar．　z‘∬μ万6π5∠5

ルん伽ゴ（ψ5’∫ノ。汐。ノ～此α

5αノzg～45・プ∂α’8πκσb♂ガαvar．α伽

　　Moss　layer

1七4y師。ん‘‘〃’ノb／w凄05∠〃μ

2，2
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■

o

o
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r
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r
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L1

1ユ
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o

●

4，4

1．1

ユ．1

4．4

航1

5．5

o

●

1ユ

十，1

れる。本群落の先駆相は，エゾノパッコヤナギ，エゾヌカボ，ウマスギゴケのみを生ずる，植被率10劣に満

たない疎開群落である。Stand　No．870042はやや遷移の進んだ段階の植分で，林床にヌマガヤ，ナガボノシ

ロワレモコウ，コガネギクなどが筒部的に侵入している。

　　（22）ヤチハンノキ林（Table　22）　ノ1Zノ鷹5ノ妙01zfcαforest

　　ヤチハンノキ林は湿原周辺部の低湿地に分布しているが，下層優占種によりここではヤチハンノキーキタ

ヨシ基群集とヤチハンノキーヌマガや基群集に区分される。Sts，　No．870271～3はサi・ベッ湿原入口付近より

得られたもので，本調査地の代表的なヤチハンノキーキタヨシ基群集である。ヤチハンノキは，樹高7～8m，

胸高禮：径18～22cmで，樹高は低いが大径木のものが多い。低木層は4～6　mでヤチハンノキが優占するが，

時にヤチダモを混え，また草本膳第1層ではキタヨシが丁度，丁丁丁丁に高い。過湿地にはミズバショウ，ド

クゼリ，オオカサスゲが高頻度で出現し，またヤチハンノキの山元などの隆起地にはヤマドリゼンマイ，チマ

キザサ，エゾカラマツ，オオアマドコロ，コバイケイソウなど草原性中生植物がみられる。この層のうっ閉度

が高いために草本層第2層は比較的疎開し，湿潤地ではミツガシワやハイイヌツゲが，乾燥地ではマイズルソ

ウ，ソタウルシ，チマキザサなどが散生するのみである。

　　Sts．　NQ。870291～3は，箭林分より概ね乾性地で，林床1こはキタヨシ，イワノガリヤスが多く，またチマ



Table 22. The AlnusJ'mponica forest

Sociation
j

I
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T[ Ill
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Quadrrt area <m2)

Number of species
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Tab重e　23。 Number　of　tree　plants　in　DBH　classes　in　the／Vη郷
」タ0メ）o／3ゴ。α一」P「11／4とτ9ノ♪β∫彦ε5　60〃多21匹z4’～云5　soc量at圭on

L～
_＼、、

　　＼・、　　DBH（cm）．
　　　　、＼、
　Spec玉es　　　、＼

　　　　　　　　　＼

0
～

2

2
～

4

4
～

6
681012141620～　　～　　～　　～　　～　　～　　～
8　　　　1G　　　12　　　14　　　16　　　18　　　22

abababababa…〕abababab
話4！刀z4∫．タ4ρoηゴ6α　　　　13432280537462501302

肱伽一蜘加 I・・…　GG・・・・・・・・・・…
Total 巨353228・5・75625・・3・2

TotaI
（／100m2＞

a　b

3922

1　2

4024

a＝　Stand　number　87G291，　　　b：　Sta職d　number　870271

　　　　　Tab叢e　24．　　Number　of　tree　plants　ln　he量ght　c互asses　in　theノ儀♂7μ4∫

　　　　　　　　　　　ノ。ジ）o刀∫oα一∫ヲη二αgη3だ85‘02πη㍑fηガ∫　soc量ation

Species

Height　（m）

君Zπ㍑5∫＠伽∫6α

F7「α諾伽z45η雄π45／z～4万。α

Tota1

0
～

2

2
～

4

4
～

6

6
～

8

8
～

10

10
～

12

12
～

14

0135251105021170
0　　0　　0　　0　　1　　0　　0　　2　　0　　0　　0　0　　0　　0

Tota1
σ100m2）

a　b

3922

1　2

・・3535・・25・2・・7・
p・・2・

　　a；Stand　number　870291，　　b＝Stand　number　870271

キザサの侵入も顕著である。流路筋にはミズバショウが群生し，他にザゼンソウ，オニナルコスゲ，キツリフ

ネ，ミゾソバなども繊現している。高木層のヤチハンノキの樹高は14mにおよぶが，胸高直径は14　cm内外

で，比較的小径木が多い。

　　両林分のヤチハンノキの樹高階分布Crable　23，24）ををみると，　Stand　No．870271では6～8　mと2～

6mに集中し，やや安定した森林形態を示しているのに対して，　Stand　No．870291では10～ま2　mのものが

もっとも多く，その上下2mの範囲に約80傷のものが集中していて，単層の一斉林的形態を示している。ま

た，100m2当りの全立木数は，前記で24本，後者で40本目約2倍の差があり，このことからも前者は後者よ

りやや安定した林分といえよう。

　　ヤチハンノキーヌマガや基群集は，自然的，人為的乾燥化によって生じた前基群集の残存林分である。ヤ

チハンノキの樹高は，通常1．5～2mで繧低木林である。草本贋第1層の高さは8Gcmでヌマガヤが優占し，

ヤマドリゼンマイ，エゾカンゾウ，ノハナショウブ，エゾノサワアザミ，タチギボウシなどが恒1常的に出現す

る。草本潮面2層は40cmで，ホロムイイチゴ，ハイイヌツゲ，ヒメシダ，チマキザサなどが多く，低湿層原

要素と高層湿原要素とが混生して，構成種数15～24におよぶ。

　　（2）ヤチダモーハシドイ群集（Table　25）　SyriRgo－Fraxinetum　mandshuricae．Kato，1952

　　サρベジ原野における本群集は，丸山台地にみられるもので，春季融雪時に浸水または滞水する立地に成

立する，ヤチダモー大形草本植物群落である。丸山台地では相観的にはヤチダモ林の様相を呈しているが，

林内に入るとやチダモの個体数は少なく，ダケカンバ，ハリギジ，i・iごマツを混生する林分が目立つ。ヤチダ

モは過湿地に分布しているが，その林床構成種は，土壌の僅かな乾湿の差によって異なり，過湿地ではオニシ

モツケ，オオカサスゲ，ミズバショウが多く，適潤地になるとチマキザサが優占する。入為的要因としては放

牧の影響が多少あり，またヤチダモの間伐も認められる。



Table 25.

-ti-p-･iv,mapt1{titltziLknc{¥E (ma･ewes)

  The Syringo-Fraxinetum mandshuricae
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Association

Sociation

Quadrat number

Stand number

Site

9uadratarea (m2)

Number of specSes

Community area (m2)

   Tree layer

FVuxinus mandshui'ica var. Jmpomca

   Sub-tree layer

F}iuxinus 7nandshurica

Abies sachalinensis

var. JttpOnlca

   lst herb layer

fiVlipenditla camtschatica

Ciisiui?z kaintschaticu7n

Senecio cannabt[.fblius

Artemisia 7nontana

Cacalia attriculata var. kamtschatica

CZirex ihrvnchqphysa

Eauisetum hiem.ale

OslllullCinSt7"lt72Z cilllla7no771eul)l var. fokiellse

S),mPlocarpzts 7enijbl･itts

hnpatiens noli-tange7e

Ht)sta 74ectijblia

bysichiton camtschatcense

Pblygonuiit thunbe2g'ii

Soibus commi:vta

Acer lnono

Sasa palmata

Que7Tus crispttla

ft4brus bomlrvcis

Acanthopanax senticosus

Cimicij)tga simplex

Aste7' glehnii

Liliu7n glehnii

   2nd herb layer

Hosta i'ectij(blia

Cacalia aui4icitlata var. ka7ntschatica

Syringo-Fraxinetum mandshuricae

[

    1

870231

   N,3

   25

   13

  100

    2

870232

   N3

   25

   18

  100

    3

870233

   N3

   25

   24

  100

5.5 5.5 5.5

2.1

'

2.1

e

2.1

.

5.5

 .

 .

 .

+.1

3.3

 .

 .

 .

 t

1.1

Ll

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

5.5

 1.1

 .

+.1

 .

5.5

 1.1

 1.l

 '

 .

 1.1

2.2

+.1

 .

 '

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

3.3

2.2

1.1

 .

 '

1.1

1.1

 1.1

Ll

1.1

Ll

1.1

 .

+.1

+.1

 .

 .

 '

 .

 .

 .

 .

llll

    4

870221

   N3

   25

   22

  100

    5

870222

   N3

   25

   20

  100

    6

87Q223

   N3

   25

   19

  100

5.5 5.5 5.5

t

2.1

.

2.1

.

2.1

 '

+.1

 .

+.1

2.2

-

 .

+.1

+.1

 .

 1.1

 1.3

 1.3

 .

 1.1

 .

 .

 .

 .

 .

 Ll

5.5

+.1

+.1

+.1

 .

 t

+.1

.

.

 .

22

+.1

+.1

 1.1

4.4

 .

+.1

 1.1

 .

 .

 t

 .

 .

1.1

1.1

 .

 .

 .

+.1

 .

 .

.

.

4.5

+.1

 t

 .

 .

 1.1

+.1

2.2

+.1

 c.

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 '

 .

 .

1.1

+ .1

 .

.

.
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Association
1

L Syringo-Fraxinetum mandshuricae

Sociation
]

I[
I
i

]III

Angelica gen･tij7exa

Actaea ei),throcatpa

Pb(){gonum thunberg'ii

Geum macrqphyllunt var. sachalinense

b7ipattens noli-ta.ngere

Aspei'ttla odoiuta

Maianthemum dilatatttm

Disporu7n smilac'inum

Dibtopteris ciussirfu'2o7na

Rhtts atnbigua

Hydiungea petiola?'is

llex creNata var. paludosa

Cardamine leucantha

Gal･iu7n ti'(f7o7'ilfbr2ne

Lmportea bulb(fe7u

Cii2tisijt}iga si;?7rplex

Gynostemma pentaphiy)llutn

Abies sachalinensis

Sasa pal?nata.

l

I

l

i

I

l

I
I

I

I
l

+.1

 .

+.1

+.1

÷.1

÷.1

 .

 .

 .

 .

 .

 -

 '

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 1.1

 1.1

 .

 t

+.1

 .

+.1

+.1

 .

+.1

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

+.1

 ･

 1.1

Hr .1

 ･

+.1

+.1

+.1

+.1

+.1

+.1

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

;
i
i
'

:

 '

 .

 .

 .

+.1

 1.1

 .

 .

 .

2.2

 .

 .

÷.1

-}- .1

÷.1

÷.1

 .

+ .1

 .

 .

 .

 1.1

 .

+.1

 1.1

+.1

 1.1

 .

+.1

 .

 .

 .

 .

 1.1

 ･

 .

+,1

 .

 '

 -

+.1

+.1

 .

+.1

 .

 .

+.1

 .

H-,1

 .

+.l

 .

+.1

 '

+ .1

 .

+.1

I:
]I[ :

llu.aJinus mandshurica

EtTiximts mandshurica

var. j'mp, onica-Fir'lipe)rdttla camtschatica soc.

var. J'aPonica-Abt'es sachalinensis-17:e'ltPenduki catntschatica soc.

Table 26. Number of tree plants in I)BH classes in
mandshurica var. j'aponic'a-,Sis,7'inga reti[fol

 the Fruxinus
ict association

          i
DBH <cm) I
          l'

2
l

4

ab

4
l

6

ab

8
l

10

ab ab

10
l

12

12
l
1.4. ....

14 16
 lll.6. ,l.l..
ab ab ab

18
l

20

20
l

22

22 24
 ll24 26
ab ab ab

26
l
28....

Species ab ab

t

 Total
(!100 m2)

'i ab
                     i
Fiuxinustnandsuhrica i
                     i
Abiessachalinensis i
                     I
Acermono I
Que7vuscrispula il
                     i
Sorbuscommixta i
Betulaermanii l
                     ;                     iRltellodendron amtt7'ense j

  var.sachalinense i
                     i

o

1

o

o

o

o

2

1

o

o

o

2

o

o

07
10
10
oo
Ol
oo

oo

o

1

1

o

o

o

o

1

o

o

1

o

o

o

1

o

1

o

e

o

o

1

o

o

1

o

o

o

o

1

o

o

o

e

o

2

2

e

o

o

1

o

2

o-

1

o

o

o

o

3

o

e

e

o

o

e

e

e

1

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

02
oe
eo
oo
oe
oo

oo

30
oo
oo
eo
oo
oe

oo

2

o

o

o

o

o

o

1

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

o

o

e

e

o

o

o

o

o

o

1

o

o

o

o

o

o

o

o

e

e

e

o

o

I
I
l
I

i

9

4

5

1

o

o

2

18

2

o

2

3

1

o

Total
I

i33 28 22 22 15 33 le 02 30 21 10 10
i

i21 26
l

a: Stand number 870221
     '

b: Stand number 870231
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Table　27． 聾umber　of　tree　plants　in　height　classes　ln　the乃u欝’刀鋸

〃～αノz4伽’ゴ。αvar・ノ‘ψ・ノ～細一あr加gα7畷1b磁assoclat量on

Height（m）

2
～

4

4
～

6

6
～

8

8
～

10

10
～

！2

12
～

工4

14
～

16

16
～

18

Total
（／100m2）

Species

Fノη灘～ノ～～‘5ノ〃αノ～4∫1～～〃・’‘・α

A海召55α（ゾ1αz～ノ躍ノ～5～5

／1‘，8ノ・7〃0〃0

Ω～躍rαご∫‘｝万ψ～～’α

30ノ「ろ～4ぎ‘0〃～〃，ブ認α

β擁π1α82・〃3αノ～ガ

・ヲ・緒厲ﾓ“耀・〃・d

ababababab・b・b・b 戟Eb
0　1

1　0

0　G

O　O

O　O

O　O

2　0

O　G

I　1

0　0

0　G

O　2

G　G

G　O

0　2

2　0

1　0

G　1

0　1

0　0

0　0

0　6

0　1

1　0

0　0

0　0

0　0

0　0

0　1

0　0

1　0

0　0

0　0

0　0

0　0

0　2

0　0

2　G

1　1

0　0

0　1

0　0

1　1

0　0

0　0

0　0

0　G

O　O

O　O

8　5

0　0

0　0

0　0

0　0

0　0

0　0

918

4　2

5　0

！　2

0　3

0　1

2　0

Tota1 3U334、7、、34、、85鶏、．…6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．i

　　a：Stand　number　870221，　　b：Stand　mlmber　870231

　　ヤチダモの樹高階分布（Table　27）をみると，　St．870221では14～18　mに集中し稚樹はなく，また下1轡に

は8～14mのエゾイタヤと2～8　mのトドマツが繊現している。他方，　S亡．870231では，16～18　mと8～10　m

の21馨にわたってヤチダモの集中があり，下層にはエゾイタヤが少なく，4～10mのトドマツを伴っている。

胸高直径階分布（Table　26）においても，前林分ではやチダモは18　c凱以上のものが約60％を1：lilめるのに対

して，トドマツやエゾイタヤは16cm以下の小径木が多い。また後者の林分でのヤチダモは，14～24　cmの大

国木と4～6Cmの小径木とが同比蔀で存在し，トドマツは12～14　cmに集中している。このような事実から，

ヤチダモ林の遷移忍事は，土壌条件が適判型に近づけば，ミズナラ，エゾイタヤ，ヒ1コハノキハダ，ナナカマ

ドなどの落葉広葉樹を混じえたトドマツ林に移行するものと推定される。

　　（3）アカエゾマツ群集（Table　28）　Piceetum　glehnii　Suz．一Tok．，1966

　　本群落は丸山北部低湿地に憎憎しているアカエゾマッ林で，アカエゾマッーヤチハンノキーキタヨシ塞群

集である。胸高直径30cm以上のアカエゾマツは伐木され，本来のアカエゾマツ林の林相は失なわれている。

アカエゾマツの樹高は，8～10mと14～16　mに集中し，また胸高直径は18～28cmの中径木が多く，44～

46cmの大忌木は調査区r｛コに2本嵐現するのみである。

　　アカエゾマツの伐採跡に侵入したと思われるヤチハンノキは，樹高2～61n，胸高直径2～8　cmの小径木

を中心に第3厨を形成している。1・ドマツは6～12m，胸高直径12～14Cmの中三木で第2暦を形成している

が，欄体数は少ない。調査瀟積350m2編りの各樹種の億体数をみると，アカエゾマッ6塞，トドマツ5本，

ヤチハンノキ39本，ナナカマジ5本，ダケカンバ，エゾウコギ冬1水であり，アカエゾマツ，トドマツ以外

の落葉広葉樹は第3層を形成している。第4刈上1轡は草高21n内外のキタ滋シが優占し，過湿地ではやチノ・ン

ノキ，ミズバショウを伴う。乾燥地ではヤマドリゼンマイが優潔し，トドマソの稚樹や実生が多数出現して

いる。

　　本基群集の周辺には，林床にキタヨシ，チマキザサ，ホロムイイチゴを伴ったヤチハンノキ林の疎開林分

が成立しているが，木基群集の林床植生も本質的には問じ種構成をもっている。さらに下サロベツ南下沼（S2

地区〉やSo地区の高層湿原域には，樹高1．5～25　m，基幹盧径5～20　cmのアカェゾマツを上層にもつ本群集

の残存林分がある（Table　31）。禽然倒木や伐採，火入れなどの入為的影響のためにアカエゾマツの個体数は非

常に少なく，現在では，切株を含めて100m2あたり12～15本程度を数えるのみである。土壌環境はやや湿潤
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Table Z8.

eg3ig agIts'

The Picetum

  1980

glehnii

Association

Sociation

Quadrat number

Stand number

Site

Quadrat area (m2)

Number of species

Community area (m2)

   Tree layer

Acea glehnii

   Subtree Iayer

Picea glehni･i

Abies sachalinensis

   Shrub layer

Alnus 1'aponica

So7bus coinmixta

    lst herb layer

P)h7iag7nit'es cont7nunis

Os7nundastj"ttm. cinnamoj??.euin

Sasa pal7nata

Sasa panicttlata

Alnus7'aponica

lvsichiton camtschatcense

    2nd herb layer

Rubus chamaemo7'us

rzex c7"enata var. palttdosa

Sasa palmata

Abies sachalinensis

Maianthenzunz dilatatum

Skimmin ]'aponica var. 7'epens

Rhus ambig'ua

lo]sichiton camtschatcense

2uercus crispula

Sorbus com"zixta

var. .fokiense

Picetum glehnii

I[

    1

880381

   N2

   25

    8

  35e

    2

880382

   N2

   25

   10

  350

    3

880383

   N2

   25

   14

  35e

4A 3.3 2.2

.

.

･

2.1

2.1

1.1

1.1

.

3.3

.

1.1

1.1

2.2

 5,5

 1.1

+.1

 1,1

 .

2.2

2.2

2.2

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 2.2

 4.4

 1.1

 .

 .

 2.2

 2.2

2.2

 .

 1.1

-F .1

 .

 .

 .

 .

 .

 2.2

 5.5

+ .1

 .

 .

 .

-f-.1

 .

 .

 1.1

+.1

 1.1

+.1

 1.1

+.1

-l-.I

X: ecea glehnii-Abius1' mponica-.l]S.7ugmites C07?21122t211S soc.



Table Z9.

       -V-ptK7Wva'twptVdil.neljfi (ma'twee)

Number o'f tree plants in DBH classes in the

Alnus J"mponica-.llr)iugmites comiitt{nis sociation

Picea glehniil-

119

s

××         N･  Species

DBH (cm)
N.~  -x---
O2468 10llllll2468 10 12

12
1

14

14 16 18 20 22 24

llllll16 i8 20 22 24 26

26
l

28

28
l

30

30
l

32

44
l

46

Piceag'lehnii '
Alnus j'mponica

Abies sachalinensis

Solthus com.nii:vttz

Betula ertnanii

Acanthopanax senticostts

Total

oo eooo
O7 26 51O
oo oeoo
31 1000
OO 1000
1O OOOO

o

o

3

o

o

o

eo2ooe
oooooo
110000
oooooo
oooooo
oooooo

1

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1

o

o

o

o

o

2

o

o

o

o

o

48 28 51e3112OOO1O12

 Total
(1350 m2>

6

39

5

5

1

1

57

Table 30. Number of tree plants in
Almts j'mponica-llh.iugtnites

height classes in the

communls soclatlon

Picea gleh.nii-

x

Species

Height (m) o
l

2

2
l

4

4
l

6

6

l

8

8
l

10

10
l

12

12
l

14

14
l

16

16
l

18

Acea srlehnii

Alnus j'aponica

Abies sachalt'nensis

Sbibi(s commixta

Betttla ei'tnanii

Acanth.opana:: senticostts

"rotal

o

2

o

2

e

o

o

25

o

2

o

1

o

12

e

o

1

e

o

o

1

1

o

o

3

o

3

o

e

o

o

o

1

o

o

o

1

o

o

o

o

o

2

o

o

o

o

o

o

o

o

o

e

o

4 28 13 2 6 1 1 2 o

 Total
(!350 m2>

6

39

5

5

1

1

57

Table 31+ Floristic composition of the ii¥cea g'lehnii scrub stands

Sociation ,acea glehnii-Slrzsa Paluiitata-Ca?vx middendo7;0ii

Quadrat number

Stand number

Site

9uadrat area (m2)

Number of species

Cornmunity area <m2)

   lst shrub layer

I'icea glehnii

Betula et'manii

Almts juponica

Rhits trichoca??ct

1 2

880821 470089

 Sl

 25

27

100

So

16

23

IC

1.1

÷.1

+.1

 .

1.1

1.1

 '

+.1
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Sociation 乃認α9♂61ηzが3α5αρα♂ノ〃α彦α一Cαπ躍〃～κ48ノ～ど02撰ゴ

（；≧uadrat　number 1 2

　　2nd　shrub　layer

5α5α♪α加αオα

　　Herb　layer

　Elements　of　Moss　vegetatlon

Cαノでの？ノ’冠48π40ノがゴ

悔ocゴノ～幽〃πo段yω‘7cμ∫

C加ノπαθ4砂1け～βc4y‘認α確

E7プ砂加耀ノμ㌘μ8カzα置z〃ノ’

M∂♂加f砂∫∫5ブ砂。ノ～fcα

Mン2層目9α♂8var。彦・〃↓82z’・5α

Aπ4プ01ノ’θぬρo♂＠♂ゼ（z

D7り5θ㍑π）診襯44∂z～α

oρμ∫5〃4∂♂砒

丁7ぜ8ηオαZ∫∫8z4プ0μ6‘‘var．醗孟磁

Rん∠y刀ごみ0ψoアUαZゐα

　Other　elernents

Ho∫’α2で。可b々α

Hθη3θ7η6αZ傭〃毎4♂6η40ノが万

HθZoη此ψ∫∫50万6ノ～∫α♂ガ∫

Cπ2習躍〃厚6ゾ～θ〃∬」〃～4var．認3～召ガ．～‘W

＆〃～9㍑ガ∫oノわα≠8ノ～z4ぴbZゴαvaLαz6α

ムyαψ04潅η多σZαwπぽ〃π

IZθ必0アでπα∫αvar．汐αZ74♂・∫α

！七ゾ槻∬∫αραzπ誕が5

乃廊βノ～5磁var．軸物ノZ8α

㊦り蔽η〃躍∫∫加8η5∫5

ゐ‘z5か駕功β加∫β万∫

理y4アηη9θαραη∫6πzα’α

L㈱ぬsp．
Mガ5‘α7π1班∫3加8π∫∠∫

五〇うθ磁∫8∬晦！b♂～α

　Moss　layer

勘んα8フπ〃πρ妙〃。∫’4〃～

勘加9ππノ7口πα98〃αノ～ガα〃’

∫b灸y’万ご1耀ク乃ブz魏ψθ1ρ∫τ〃μ

2．2 4．4

2．2

牽．1

十ユ

1ユ

1．1

十，1

→一．1

十，1

十．1

●

1．1

十．1

十ユ

●

十．1

十．1

十．1

十．1

十．1

÷．1

十，1

●

o

■

o

o

2．2

●

十．1

1．王

1．1

3．3

●

十．1

十．1

十．1

　■

1．1

2．2

1，1

・

十ユ

，

1，I

o

●

■

十ユ

十．1

十．工

2．2

十ユ

1．2

12
十．2

十．2

●

十．2

化にむかい，チマキザサやヌマガヤの活力度の低下とミカヅキグサ，ミズゴケ類の侵入が凹凹っている。ま

た，ダケカンバやヤチハンノキは共に0．5～G．8m程度で混生している。

　　（4）　トドマツ林（Table　32）　五みた∫∫αご1～αZ∫ノz伽5～∫forest

　　本調査地におけるトドマツ林は，丸山台地南西斜子の適潤褐色森林土上に成立している小林分であって，

トドマツーナナカマドーチマキザサ・クマイザサ基群集である。Sts，　No．870261～3では，風衝の影響を14～

うけてトドマツの生長は不良である。胸高庭径は28～30cmで中～大径木が多いが，その割に樹高が低く，

16m程度である。向陽地ではミズナラやナナカマドの樹冠が拡がり，またi・ドマツの樹冠の薄いところでは
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Table　32． ヂrhe　／1ム記∫5α（，ゐα∠～アZβ〃5∫5　forest

Sociation

Ωuadrat　number

Stand　number
Site

Ωuadrat　area（m2）

Number　of　species

Community　area（m2）
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林床に多くの稚樹論義が発生している。Stand　No，870261にみられるチヤキザ→ち　クマイザサなどササ類

の稗高は低く，0．4～G5　m程度のものであるが，これは地形的要田よりはむしろ，伐採等の人為的要1端に関係

するものと思われる。本林分における樹高10m以上，胸高薗径15　cm以上のトドマツの個体数は，24／250　m2

で，全樹種の約50傷を霞める。

　　Sts．　No．870241～3は，トドマソの中六木を窯とする，トドマツーナナカマドー…チマキザサ・クマイザサ

基群集の小獣林で，丸山道路沿いの平坦地に分布している。一般に林冠部は疎開し，低木層にはチマキザサと

クマイザサが密生している。林床は暗く，所生要素は極めて少ない。ツタウルシ，ツルシキミ，イワガラミな

ど，つる植物が散生する程度である。この林分の近くにはミズナラとセンノキの大臥木が散生する林分や，

胸高直径40cm前後のダケカンバ林があり，これらの林床にはトドマツの稚樹が発坐している。　Sts．　No．

270251～3もまた前記林分に類似の小林分である。

Table　33． Number・：f　tree　piants　in　l：）BH　classes　ln　the・蜥・・55α‘ソzαZ加〃5ピ5－

501か4ぶω〃〃〃．’説α一5α5（zsociation

＼、　　．、．．・、．．．．．．
1）B｝｛（cm＞
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al　Stand　number　870261　　b＝Stand　number　870241
c：　St段nd　number　870251　　　＊：　84　cm
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Table　34． Number　of　tree　plants王n　height　classes　in　the／1ゐ∫6∫∫α‘ゐαZ加召π一

∫ガ5－50ア1う♂43CO〃〃μ∫ごむ∫α…3α5α　sociation

慕eight（cm）
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`　　　　～　　　　～　　　　～　　　　～
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　　　　　　　　　　　　　　　　王V．考　　察　Disccusslon

　1．群落の模式的配列　　Arrangement　of　Plant　Conununitles　in　the　Mire

　　上サロベツN1，　N2，　N3地区を含む湿原のほぼ中央部，北西一転菓動向約11　kmの線状における群落の分

布配列と微地形断面を模式的に図示するとFig．5のようになる。この断面線に沿った群落交代の様子をみる

と，サμベツ川岸緩斜地や平坦地にキタヨシ群集とヤチハンノキーキタ欝シ基群集が配麗し，次いで泥炭表面

の勾配が増すとチマキザサ，クマイザサの優占群落に置き換わる。高齢湿原宋端の1aggとチマキザサ群落と

の間はやや凸地形をなし，ここには下生に一高の低いチマキザサを伴ったヌマガや群集（ヌマガヤーチマキザ

サ墓群）集が分布している。iagg周辺の低湿地帯では凹地にムジナスゲーサギスゲ基群集，コバイケイソウ群

落が，また隆起地にヌマガヤーヤチヤナギ基群集がそれぞれ分布する。この1aggから約500　mまでは急斜地

となり再びヌマガヤーチマキザサ墓群集域となる。すなわち，サロベツ川周辺の低層湿原とヤチハンノキ林，

排水可良な傾斜地に発達したチマキザサ群落，ヌマガや群集およびIagg群落が，上サロベツ北礪部の周縁複

合体を形成している。

　　→ハ・ベツ川からおよそ2．5km南東部より高1蕾湿原域となる。これより幹線排水路までの1，5　km地帯は緩

やかな勾配で地表面は起伏に蜜み，hQllO鞭hummock複六体の発達が顕著である。小聖地や浅い池塘にはヤ

チスゲ群集，ホロムイソウーミカヅキグサ群集が，また小隆起部にはイボミズゴケ群集，ツルコケモモーホロ

ムイスゲ群集が分布している。また北端の一部にはRulle跡とみられる低湿地が拡がり湛水域にはカキツバ

タ～サケバミズゴケ基群集の分布をみる。幹線排水路周辺は地盤低下と乾燥の影響により，ワタスゲやホロム

イスゲの叢生株の繁茂，エゾイソソツジ純群落やガンコウランースギゴケ基群集域の拡大など代償植生の発達

をみる。

　　幹線排水路より丸山道路北側一帯は総じて平坦な地形をなすが，中央部一帯は旧河道跡に形成された湿地

溝（RUlle一阪口1974）が拡カミり特異な景観を呈している。基盤の泥炭は水分が多く軟弱な構造をもつwatery

peatで上層のミズゴケ遺体は分解悪く，一大ミズゴケポルスターが発達している。このような低湿地帯の主

要群落はヒメカイウーミツガシワ群集である。地表の開水面は極く小さいのでヒ一掃イウ墓群集の分布域は極

めて狭いが，流路一帯にはヤチヤナギーサケバミズゴケ基群集が拡がり，また低凹地一帯にはホロムイイチ

ゴーサケバミズゴケ基群集が展開している。低混地帯の黙黙，丸山道路までは池塘の発達が顕著で地表爾の起
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　　　Fig．5．　Schematic　pro田e　of　the　vegetation　and　topography欲t　N1，　N2，　N3

　　　　　　　　research　div三sions　of　the　Kamisarobetsu　Mire．

伏に富み，poo；一hum恥ock竣合体群落が発達している。深い池塘にはヤチスゲ群集．浅い池塘にはホμムイ

ソウーミカヅキグサ群集が配澱する。後者ではとくにナガバノモウセンゴケーーミカヅキグサ基群集の発達が顕

著で，これはサロベソ湿原全体の中でも特異な存在である。小隆起部群落の主体はイボミズゴケ群集であり，

チャミズゴケ群集はイボミズゴケ小凸地の頂部に点在するにすぎない。この地域には幹線排水路に直角，すな

わち，南北方向に幾条かの浅い明渠が走り，その周辺部乾燥地にはツルコケモモーホロムイスゲ群集やエゾイ

ソツツジ純群落が，また，水路の湛水域にはミツガシワーサケバミズゴケ基群集，ホロムイソウーミカヅキグ

サ基群集，カキツバタ群濃などが分布している。丸山道路両側の浅い排水路の周辺にはキタヨシーイワノガリ

ヤス基群集とキタヨシームジナスゲ基群集が分布しているが，1979年夏の調査時には1968年当時と上ヒ較して

後者の分布域の拡大が認められた。

　　丸山道路南側からつぎのlaggまでは道路北側高層湿原の続きである。中心部には浅い池塘や小凹地も分

布しているが北側湿陳に比してその発達は悪く，地形は概して平坦である。この平坦面を広く被っているのが

イボミズゴケ群集である。カーペット状に拡がったイボミズゴケを基盤に比高30cm内外，直径0，5～1　mの

小凸地が湿原一帯に分散している。低い隆起部の群落はホロムイスゲ…ムラサキミズゴケ基群集やツルコケモ

モーホロムイスゲ群集が占め，高い隆起部にはチャミズゴケ群集，ガンコウランースギゴケ群集が優占的であ

る。場所によってはスギバミズゴケ群落も点在している。小凹地や浅い池塘ではミカヅキグサーサンカクミズ

ゴケ基群集とミカヅキグサーウツクシミズゴケ基群集が優占的である。またこの地帯にオオイヌノハナヒゲの

多いのも特徴である。さらにイボミズゴケ群集地帯の低凹地にタチギボウシやヤマドリゼンマイの小集団が直

径2m前後の拡がりでコロニーを形成しているのがみられるが，これは恐らく養分に窟んだ地蓑流水が周辺部
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より流れこむために生じたものであろう。高低湿原域の南側にはlaggがありこの間のゆるやかな斜面にはヌ

マガや群集が分布している。ここはチマキザサの侵入も顕著で，隆起地の大部分をヌマガヤーチマキザサ基群

集が占めているが，lagg周辺部にはヌマガヤーヤチヤナギ基群集も成立している。　iaggにはヒメカイウーミ

ツガシワ群集が成立し，ここではとくにカキツバターサケバミズゴケ基群集が広く分布している。流路の氾濫

猿一帯は，春季にはコバイケイソウ群落が，また夏～秋季にはイワノガリヤス群落が成立する。このIagg群

落とその周囲緩斜地のヌマガや群集とは次の高層湿原域（蝿地区）の周縁複舎体を形成している。

　　N3地区の高層湿原は丸山丘陵南西部に位綴し，そのドームの中心部は，サロベツ湿原中最高の海抜高

（7．5m）を示す。地形断諏は，聴計皿状の典型的な高層湿原地形を成し，群落の配列も最高位にあるチャミズ

ゴケ群集やガンコウランースギゴケ基群集，ガンコウランー地衣類基群集を中心にして南北に相称的である。

すなわち，上記群集の外周，平坦醐にはイボミズゴケ群集，やや凸地にツルコケモモーホロムィスゲ群集，小

凹地にホロムイソウーミカヅキグサ群集がそれぞれ立地に対応してモザイク状の配置を成し，さらにその外縁

傾斜地一帯にはヌマガや群集が広く分布している。ここでは特にヌマガヤーホロムイスゲ基群集域が拡がって

いる。ドーム南端部には第七幹線排水路がありこの周辺にはヌマガヤーヤチヤナギ藁群集，ヤマドリゼンマイ

群落，キタヨシーイワノガリヤス基群集，キタヨシーチマキザサ群落が分布し周縁複合体を形成している。

　　Fig．6は下サ1・ベツS1地区，パンケ沼南辮より音類道路までの南方向約2kmの線状における群落の模

式的配列を園示したものである。中央都よりやや南寄りに低いドームの地形がみられ高層湿原域になってい

る。この中心部最高位の小隆起部にはチャミズゴケ群集，ガンコウランースギゴケ墓群集，ガンコウランーハ

ナゴケ基群集の分布をみるがこれらの占有礪積はそれほど大きくなく，むしろイボミズゴケ群集が一面にカー
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ペット状の拡がりをみせ，その中にチャミズゴケ群集やツルコケモモーホロムイスゲ群集などの小隆起地植生

が散在する。この地域のドームを中心にした群落配麗は南北に非自称的で，北側に複雑な群落配列が認められ

る。すなわち，パンケ沼に至る北面はやや勾配のある斜面で，その上部には等高線に沿って形成された細長い

形の泥炭池沼が発達して階段状に配列している。これは山地湿原に形成されるものと綱一のものでサロベソ湿

原では特異な存在である。池沼の中心都にはミソガシワ純群落が成立し，水深の浅い池沼縁にはホロムイソ

ウーミカヅキグサ群集，とくにミカヅキグサーウツクシミズゴケ基群集が分布している。池塘の土手はミカヅ

キグサーイボミズゴケ基群集が占め，それのより高燥地にはホロムイスゲ～ムラサキミズゴケ群落が配置し，

開水醸を中心にしたゾーネーションが明瞭である。この池沼複余体部の北側から急斜面となり，画廊最下部に

laggがある。斜面はおおむねツルコケモモーホロムイスゲ群集によって被われているが，1agg周辺はヌマガ

や群集域である。処々にヤマド洗ビンマイ群落やヤチハンノキ低木叢（scrub）が点在する。1aggの中はキタ

ヨシーイワノガリヤス基群集が優占的であるが，ミズバショウの小集落やムジナスゲーサギスゲ群落も分布し

ている。｝aggからパンケ沼まではゆるやかな傾斜地であって，ヌマガヤーヤチヤナギ群落からヤチハンノキー

ヌマガや基群集を経てヤチハンノキ高木林，キタヨシ群集へと群落配列の交代がみられる。これに対してドー

ムの南面は地形の起伏にとぼしく植生配澱も単調である。斜簡上部はイボミズゴケ群集域であるがチマキザサ

の侵入によるミズゴケ隆起部の崩壊が顕著でヌマガヤーホロムイスゲ基群集への退行現象が認められる。その

外周はヌマガヤーヤチヤナギ基群集域であるがここでも下生にチマキザサが侵入している。畜類道路沿いの排

水路は水深の浅い部分にヤラメスゲ群落，深い部分にマコモーキタヨシ群集が分布し，処々にオノエヤナギの

侵入をみる。排水路両側の土手状起伏地はキタヨシーチマキザサ基群集，さらに高燥地はチマキザサ群落に

よって占められている。

　2．湿原の発達と植生遷移　　Development　of　Mire　Vegetatio頁and　their　Successlon

　　上サロベツ湿原および下サロベツ湿原の一部では高層湿原特有の時計皿状の地形が発達し，またOsvald36）

の提唱する周縁複合体や再生歯噛体（hollow－hummock　complexまたはpool－humlnock　complex），そし

て一部に池沼複合体など高層湿原構成要素としての各種複合体群落が広く分布し，湿原形成年代からみても本

州最大の山地湿原尾瀬ケ原と比肩するものと考えられる。しかし山地湿蜘こ比して泥炭池沼の発達が宋熟であ

ること，遷移初期段階にあるパンケ沼，ペンケ沼等の大形湖沼群を配すること，より低海抜高に位置する下サ

ロベツを中心に低層湿原域が広く分布すること，河川氾濫の影響をうける頻度が高いこと，また最近ではさま

ざまな人為作用下にあって湿原の乾燥化が進行しササ草原域が拡大していることなど，北海道低地に発達する

高層湿原としての特色も有している。

　　サロベツ湿原のhollow－hummock　complex（またはPool－hulnmock　comp上ex＞の構成をみると，泥炭

袈面の顯地にできた深い池塘ではやチスゲ群集，浅い池塘ではホロムイソウーミカヅキグサ群集，とくにミカ

ヅキグサーナガバノモウセンゴケ基群集の分布は局地的ではあるが特徴的である。小凹地の大部分はミカヅキ

グサーサンカクミズゴケ基群集とミカヅキグサーウツクシミズゴケ基群集によって占められる。前者は北海道

の高層湿原に広く分布するもので本州ではあまり晃られない池塘群落であるが，他群落は種類構成，分布環境

共に共通の性格をもつ。また上サロベツN2，　N3地区に局在的な湿地溝植生のヒメカイワーミツガシワ群集も

本複合体の構成要素になる。小隆起部植生はイボミズゴケ群集とチャミズゴケ群集およびッルコヶモモーホロ

ムイスゲ群集であるが，前葉は池塘周辺の小隆起部を，そして後二者はより高い小隆起部を占める。Figs．7，8

はhollow－hummock　complexにおける群落の配列模式を示している。

　　高層湿原におけるこのような群落配遣は停滞水位の高さに対応して規則的な配列形態を示すが，これは主

として湿原形成の主役であるミズゴケ類の水分，養分要求度や耐乾性の差異による“すみ分け”の結果と考え

られる。最近，樫村・橘2ηは尾瀬ケ原下田代湿原池沼複合体におけるミズゴケ群落の配置と水分条件につい
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て調べ，“すみ分け”の実態を解析し，数種ξズゴケ類の生育地交換移植実験をおこない立地条件に対する生

長反応の差異を明らかにした。また斎藤38）β9＞は東北地ブ汕地無根に生育する各種ミズゴケ類の植物体の分析

結果から群落の分布と環境要脚との関係を究明している。OsvaldがスウェーデンのkOlnosse湿原の研究に

おいて泥炭層序と構成野州の分析から，ho1｝dw－humlnock（またをまPoo1－hummock）cycllc　changeを認め，

これに対して，“再生複合体（Regenerat量。且complex）”という概念を提唱し，高層湿原形成の主体をなすもっ

とも活動的な部分とした。そしてTansley54）はアイルランドの湿原研究において同じように泥炭断面を観察

し，このcyclic　changeには‘‘N｛）rmal　cQmplete　cycle”と‘‘lncomplete．cycle”のあることを記載して

いる。以来この考え方は園の内外を聞わず多くの湿原研究1）・5），11）・12）・15）・27）・37）ゴ49）・鋤，57）・60）162），63）・64），65）々ことり

　　　　　　　　　　　　　け

　　…・一ト・十C十・÷・一十．．　　i

　　A二Cσrθκ’1π10写σconsoc．　B＝R妙！｝σゐosρσrσσ’bσ一〇rθsθrσσηg～ノ。αsoc

　　soc．　D、1マわアρcゐosρσrσα1わσ一Sρゐσ9ηeノηρσρ”’osα〃2＄oc，

　　F：5cわeσcゐ2θr’σρσん5fr15一尺妙ηcゐ05ρOrσσ1わσ＄oc．　G

1＝M6の’αノz〃榔♂ノガbZ磁α，2＝Cβ1で忽Z伽。∫α，

α’zgZ∫6α，　5；勿ご。カ。漉μノπ力耀π磁彦得ノπ，

ρ妙〃。脚〃，8＝＆ガψz431～π430ノ～加zz‘3，

α8〃～07郡，　11：勘ゐα9ππ〃〃〆加α41〃，

カαZπ∫〃廊，　14：勘乃α8w〃π‘ψぬ4α’μ〃’，

　　　　Fig．7・

繊纏螺

廓フ

「　F、

騨． 聯

　　　　　　　　　・尋一・一・十・ヨー・一十。十一C一畦一A　一一

　　　　　　　　　　　　　　　　．C：尺ノリηcノ刀sρσrσσ’bσ一5ρノ｝69ηαrη　ρロ’cゐrひrη

　　　　　　　　　　　　E；C㈱糊ノdゴθρ伽∫〃一5ρんσ9η㈱1ησ9θ’伽価msoc・
　　　　　　　　　　　　；R々ア17Cん0彫フθrσσごδσ一5ρんqgノ翼ガη　σρ’Cσ’σピ【〃77　SOC・

　　　　　　　　　　　　　　3＝1～1老yη6ん0宴》oアuαZゐσ，　4：エ）1「o∫6ハ駕

　　　　　　　　　　　6：5♪1Lα9／zz4〃みμZ‘んプ～〃π，　7：β助α8¶ノ置τ〃ノ～

　　　　　　　　　　9：Cαノ即〃記4β1～♂oノ漁～，　10：Rzめ～躍‘ヱゐαηレ

　　　　　　　　　12：▽沈6か～fz〃μo欺yω6喘ぎ，　13：＆加～κゐ潔万α

　　　　　　　　　　　15：　11廊Zζ次～η∠8とτ’α．　．

Schematic　profile　of　the　pQo1－hu鶏mock　co出1≒f6⊃ご会t　N2

research　division　of　the　Iくamisarobetsu　Mire．

一・十一・ヨー・十・十一・一千・一｝・述・A十F十・ト・チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c十H－1熊

A＝Cσr腰髄σsσc。ns。c、　B＝ρ妙η伽5ρθrσσ伽一5吻9ησ加cu5ρ1げα’um＄。c．　C：R妙・伽5ρorσσ伽一

5ρわα9ησ1ηρσρ11‘05u加so⊂．　D；乙θdu1ηρσ’μ5fre　voζ一融ゐσ9ρ【1m　rα5σα〃150c・E；㌧七σc〃加rηoわ’coccσ5－

Cσハθ♪rmlddθρゴσr’〃’＄oc．　F＝∫？ノ～ノρcんosρo／rσσ’bσ一5ρん09ρσ加ρ｛〃。ゐrσ励50C．　G：ε〃】ρθ’rσmρノgrσ〃7噂

ρθケ’r1Cんum　5～rた甜〃7　SOC，縫1ρ妙励05ρorσσ’わσ一〇roserσση9”CσSOC．

1：　Cα7で灘Z∫〃zo∫α，　2：助1zα8「ηz〃πご％宴）ガ4α‘配ノπ，　3：Rんツ刀01zoψo／uα♂ゐσ，　4：　昂）ゐα8’一

ノ～～〃πρ砂〃05πノπ，　5：Rπ伽3論αノπα8ノπ07瀦∫，　6：Cβπ～ζτ〃パ446ノ～40ノが～，　7＝五8ぬ〃’

ρ燈心πノvar．4加8ノ下ψ蜘5πη」，8：Cゐαηzα84砂伽θ‘磁yごπZαオα，9：E〃ψβ〃忽1ππ忽耀〃’

var．ブ妙。競翻，10：の乃α9π潮ノ｝45αρノz，11：γαcoガ漉ノπo辺y‘ooc㍑∫，12：！）ro581η

7η彦κノz〔ゼぴbZ毎，　　13：　ハ46Zガノ～∫（ψ5ガ5ノα〆）oηゴ6α，　　14：　エ）ノro∫o／u　απ8’Zfo6τ，　　15：　々ソご。メ》o‘痘Z〃〃

∫刀～〃z4α如π，　16：％ちノρ一’ご1z㍑〃35彦沈’πノπ，　17；βρ1～α8噛ノ襯π餌Z訪η〃ノム

　　　　Fig．8．　Schematic　pro五1e　of　the　pool．hummock　complex　at　Sl

　　　　　　　　　research　divislon　of　the　Shlmosarobetsu　Mire．
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　　亭
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rダeρノ

　　　　　　　　　Fig．　g．　Scheme　of　the　hydrosere　on　the　Sorobetsu　Mire，

入れられ，湿原植生のダイナミックスが論じられてきたが，湿原表面に展開されるミズゴケ群落の空間的配概

と泥炭層序解析による蒔間的配列の実証化ぽかりでなく，最近ではBoatmanら3＞・4）・5），　Clymoら7）・8＞・9），10＞，

樫村ら27）の研究例にみるように，ミズゴケ類の生長速度，ecological　performance，生産力，分解速度など

に関する研究法の開発と資料の集積が進み，再生複合体や池塘形成のメカニズムの解明に発展しつつある。

　　サロベツ湿原における静止または侵蝕複合体（stagnation　complex　or　eroslon　complex）はノ」・規模で，

かつそれほど明瞭なものではないが，その構成はガンコウランースギゴケ基群集とガンコウランーハナゴヶ基

群集より成り，前者の：方が一越している。これは釧路湿原や風蓮湿原など北海道の低地高層湿原に共通の現象

で，山地湿原に発達する地衣類卓越型49）・50）・62）とは異なる。

　　サロベツ湿原の起源と泥炭層序解析による臣視的な湿原の発達過程に関しては阪疑の一連の研究40順属〉

および北海道開発庁18＞の詳細な資料があり，緒欝においてその概要を紹介したのでここではふれない。これ

らの研究成果による地史的背景を基礎にして，現存植生の群落型，種類組成の変動，群落の分布配列と立地条

件との関係などの研究結果からサμペソ湿原の届物群落の推移系列を推定しFig．9に示した。この変化系列

は湖成湿原における群落推移を中心基軸にしており，下サロベツ地区にみられるという沼沢化型湿原（谷湿原〉

に関しては情報が少なく言及できない。また人為作用下の退行についても除外している。



Table 35. Comparative list of p]ant cornmunities described inlthe Sarobetsu mire and Ihe Oxegahara beg
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     Cemrnunllies

A-II. Emerged Pla"t

Comm-nlties

1'

I

I

I

I

v
i
i

{
l

1
i
t
L

F
I
L
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Sarobetsu Mire Otegahara Bog

K.ItQandl{.'i'nchibana(19SO) A.Miyawak],etal.(1976}
((K.

T.Suzuki(l9M)
Yeshiekfi(19M))

A.Miyawaki undK. FujlwaraC1972)

Nyrnphaeteumtetragenae Nymphaet± 'tetrugona
comm,

1ym])haea-Nupharsoe.

Nupharpumll"msoe. Sparganio-Nyphaeeturnexeense
Nuphar-Eleocharlssoe.

Trapelumjaponicae

Nupharjaponicurncernm,

Nupharjaponlcvmsee.
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ZizaniujHpomeasoc.

Zizmnia+Phragmitessoc.

T)'pha-Phras'mitessoe.

B.

c

Mursh und Fen

VegelatiOn

C"#e-Nlenyunthelmn
trifolintae

  Calla paluslris soe.

  Calla-Sphagnum rlpurlu:n sut:

  Mefiynnthes-Sphagnurn r;pa[ium soc.

  [ris-Spliaguum ripurium soe.

  Rubus-Sphzagnum rlpatium soc.

  Myrima-Sph-gnum riparium suc,

Yhrugmitelum commune

  P±iragmites cemmunib' sec,

  Phragmites-Carex sec.

  Phragmites-$asa seL:

  Ph;agmltes-Moliniops{ti soc.

  Phragmltes-Moliniopsis-

  Sphagnum see.

ei{rex rhynehophysa eomm.

CureK lyngbyei comtn.

Carex koidizumii-Er]ophorem graelie

soc.

Cutam"grostis 1ttngsdorMi eomm.

Selipus-Calia palustrls cemm,

Potentiiia palustrls-Sph'ag"um

rlparium cemm,

CalHmugrestls langsdertlii-

Phragmites cemmunis Ass,

Caricetum rhynehophysae

Cvtnareto-Menyunthetum

(Menyanthes trifeliatti-Comuru]n

l}ulustre eomm,}

Phragrnitetum eseanuin

<Phragmites eommttnis-Osmundu

clnnamemea comm.)
{Phragmites uommunis-Moliniepsis

jeponlca comm.)

lLCalttTnagrostissoc.

IIUsnluntittslrumcinnamemeumv:i:,
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Equlsetum ftuv]atile evtn]n.

Iris Iaevigata eomm,

Caltho-Lysiehiletu[tt eumtsehu{censtt

Phragmites communls cemTu.

¢arleeluin rliyncl)uphysue

Angeliev genutlexu-CariceLvtn

veslcarlae

Seirpuswiehurueevtntn,
Armlca nulltaLepus cernm,

esmundastrem einnurnemeum var,

feekiense comm.

Scirpus' hondoensis comrn.

Eriophorum gracile-Ca:ex limvsa uomrn.

Scheuchzeri" palustris-Erlopherum

graclte cemrn.

Triglochin palustre cornm.

Erieeauletum tiimorphoelytri

Moliniopsio-SphHgnetam pviehri

Rhynchosporo fauriei-Caticetum

]imosae

Rhynchosporelum ulbo-yasudanae

Schevchzeria palustris-

Rhynchospora albn aomm,

Sphagnum teres comm.

Mo]in[opslo-Sphagnetum papillesi

Cladonia iangifetina eemm.

middendorMi soc.

Vtlccnium oxyeoccus-Carex

n}ldtienderMl-Sphagnum

mngellanieum soc.

Sphagnvm capMaceutn soe,

Rhynchosporeto-Sphagnctum

compacti

(Rhynehosportt atbtt-Sphagnum

eompactum cemm.)

Cericiomlana-SphagRetum cvtnpnet'L

C-III. Intefmediate

Cl'ransltlon)

lMeiiniepsldetmn juponlcae
  Mo}iniopsis laponica-Carex

  middendorMi sec.
  Molinlepsis japoniea-Myrica

  gale var. ternentosa soc.

  Moliniopsis japon{ca-Carer

  kotdxttrn11 sae,

  Meliniopsis japonica-$as:k

  palmata soc.

Cariei-Mellniepsietum j.apoaicae

Carex lasiocarpa var. occvlta"s-

Mellniopsis japon;ca eomm.

Sasa sennnen$l$-Mollnlopsis

iapenlcaeornm,

Molinieturn japonieae

(Mol{qlopsls iapenictt comm,)

(Molinlopsis japonica-Carex

mlddenderM;-Sphagnum
capillEceutn cottim.)

(Molinlopsis jzaponica-Carex

middendorMl-Sphagnum teres

comrn.}

CaTicl-Meliniepsieturn iapenict}e

Enulo-Meliniepsieturn japenieae

Mvrica gale var. ternentosa-

Met{nlepsis japonica comm,
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　3．植物群落の比較　　Comparisons　of　Plant　Communitles　described拍the　Sorabetsu

　　　Mire　with　those　in　the　Ozegahara　Bo9

　　形成年代を同じくする毘瀬ケ猿との比較においてサロベツ湿原の特性を浮きぼりにするため，両湿原から

記載された既発褒群落の比較表を作成しTable　35に示した。各研究者の植生観と群落識別，調査法などが異

るので，彌々の群集名の相違や群落分類上のヒエラルキーについて雷及するつもりはない。ここでは湿原の発

達段階と群落型の類似性と相違性に主点をおいて比較したものである。

　　高層湿原植生は沼沢地植生や低履湿原植生に比して極めて類似性が高い。瀬湿原間の最大の差異は，サロ

ベツ湿原における高層湿原極盛相のチャミズゴケ群集の存在，尾瀬ケ原では不明瞭とされる侵蝕複合体の構成

要素，ガンコウランースギゴケ基群集およびかンコウランー地衣類基群集の存在，そして東北裏日本多雪山地

に主分布域をもつミカヅキグサ（ミヤマイヌノハナヒゲ）一キダチミズゴケ群集の欠除である。尾瀬ケ原に比し

て池沼複合体の発達が米誌な割余には池塘，小凹地群落は多様である。サロベツ湿原における沼沢地および

低層湿原植生は分布域が広く，立地条件が多様であること，またフロラ特異性などのためにかなり多様性に冨

んでいる。その特徴の第1はキタヨシ群集とチマキザサ群落の広大な分布，第2はヒメカイウーミッガシワ群

集の存在，第3はヤラメスゲ群落，イワノガリヤス群落，ムジナスゲ群落など北方型低層湿原群落の存在で

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V．　摘　　　要　　Summary

　　L　北海道最：蝶蝿1三i本海綿海岸低地に発達しているサロベツ湿原の群落分類をおこない，また湿原の一部

に線状調査区を設けて群落の分布と立地条件との関係について解析，記述し，湿原：の発達と植生遷移について

考察した。

　　2．本湿原の群落分類の結果，水生植物群落について3群集，1群落，8基群集，沼沢地および低層湿原

植生について2群集6群落王8基群集，高層湿原植生について6群集1群落23基群集を認めた。さらに湿原周

辺草本群落について1群落，森林群落について6群落を認めた。

　　3．本湿原構成群落のうち，新しい群集としてヒメカイウーミツガシワ群集を認め，その分布と群落構造

の特徴について記述した。

　　4。尾瀬ケ原湿原との比較の結果，本湿原を特微づける群落は高層湿原ではチャミズゴケ群集，ガンコウ

ランースギゴケ基群集，ガソコウランー地衣類塞群集，また沼沢地および低願湿原植生ではヒ感心イウーミツ

ガシワ群集，キタヨシ群集，チマキザサ群落，イワノガリヤス群落，ムジナスゲ群落，ヤラメスゲ群落があ

り，分布規模の大きさからも低層湿原植生の方に特異性のあることを明らかにした。

　　5．群落の構造および分布と地形との関係から湿原周辺部はヤチハンノキ林と低層湿原であり中央部一帯

が高層湿原になっていて，箇者の中間にチマキザサ群落が広い面積で介在していることを知った。

　　6．高層湿原はチマキザサ群落とヌマガや群集より成る周縁複合体とhollow（pool）一hummQck複禽体，

および余り顕著でない静止，侵蝕複主体からできており，池沼複合体の発達は微弱であるが閉らかにされた。

　　7．高率湿原の発達は構成群落の多様さと泥炭層の発達程度の梅面からみて，上サロベツ湿原の方が下サ

Pベツ湿原より著しいことを知った。

　　8．阪口らの地史的研究成果を基礎とし，現存植生の群落型，その分布と立地条件との関係などの研究結

果から本湿原の植物群落の推移系列を考察した。
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                                      Sumrnary

    The Sorobetsu mire is one of the largest lowland mire in Japan, !ocated on 45005' NL, 141040'

EL in the Teshio Province, northern Elokkaido, and extends about 27km in the north-south

direction and about 81<m in east-west direction. The mire has deve}oped at the basin surrounded

with the slight{y undulating piateau and at 3-7m above sea-levei, and has two Iarge ponds,

named Penke-numa and Panke-numa, in the central part. Around the mire there are rivers and

brooks watering it, but the exte nsive drainages are built for the corporation pasture which acts

to dry the mire. With increasing human interference Skesa palmata and LSdesa panicttlattx have

spread out over the mire,

   In the present study the community classification was made on the mire vegetation according

to the sociation-association system. The plant communities classified are as foilows:

   A. Hydrophye communities: a, Floating-leaf communities-I. the Nymphaetum tetragonae Ito

and Umezawa 1970 (1. the Nyntphaea tptmgona var. teiu.crona-IV)ipha2' pu?n.ilunz soc., 2. the MiphmA

Pumilum soc. and the Ntiphar pumilum-Eleochanis ma?ntlllata soc.), II. the Trapetum japoni¢ae Ito

and Umezawa 1970 (4. the nmpa J-qf)onica soc.); b. Emerged plant commaunities-III. the Nmphar
j'aponilcum eommunity (5. the Ntophar J'mponict{m soc. and 6. the Nmphar j-ql)onicecm-SPailguniunt

siniplex soc.), IV. the Zizano-Phragmitetum Nakano 1944 (7. the Zt'xania ioponica soc., 8. the

Z12ania y'oponica-12h7zug'mil'es communis soc. and 9. the 71ypha latij(blia-11h7ugmites comm･u･nis soc.)

   B. Marsh and Fen vegetation: V. the Cailo-Menyanthetum trifoliatae Ito and Tachibana nov.

(le. the Calla palustris soc,, 11. the Cdlla palustris-sphagmtm rtJparium soc., 12. the Menyanthes

ti'ijbliata-sSPhagnum 7'iparium soc., 13. the lris lae'vigata-SZ)hagnum riparium soc., 14. the Rubus

cha7naemo7'us-Sphagnztm ?"ipariunt so¢. and 15. the M:yi"ica gnle var. tomentosa-iSPhag2tztm ripariteJjt

soc.), VI. the Carex lyngl?wei community (16. the Ca,ex 4,ngll",ei soc.>, VII. the Caiex ihblnchoph)Jsa

community (17. the Carex i'dynchoph{ysa soc.), VIII. the Carex kotldxumi community (18. the Carea;



-lj-p'` ;,leewt1tsctlothwaegij (ma'S'ma) 133

 oorideumi-Eriophortem gmcile soc.). IX. the 1V).iugntites com･nzunis assoc. Suz.-Tok. 1954 (19. the

 I2h7-agntites cojnmttnis soc., 20. the ,Wwugnbites contmuntls-Cai?v koidxu"zi soc., 21. the Riw:agmites

 contmunis-SZisa palmata soc., 22. the 1IJiragmites contntttnis-A4bliitiopsis j'aponica soc. and 23.

 the IZIiiagmites communis-A4bliniopsis J'mponica-sSiphagnum 7'ipaiilutn soc.), X. the Calantaigostis

 langsdoi:ffli community (24. the Calantagiiostis langsdofiii soc. and 25. the Calantagi"ostis langsdoi:ffli-

Sasa palmata soc.), XI. the Osmundastrum cinnamomeum var. foekiense community (26. the Osnzt{ncl-

astrum cinnat]tonteum var. foefeiense soc.), XII. the Yejutrum stamineum community <27. the Veia-

tntm stamineunv soc.), XIII. the Sdsa palmata community (28. the Sdsa palmata-JZhragnzites cont-

 ntunis soc., 29. the Sasa palmata-Molimlopsis J'aponica soe. and 30. the Sasa palmata-A4dlus baccata

var, mandshurica soc.).

    C. Moss vegetation: XIV. the Calicetum limosae A({iyawaki, et al. 1968 (31. the Ca7Aex lintosa

soc., 32. the Carec lit)tosa-,Slbhagnuin at)ictelatuiJt soc. and 33. the Carev lintosa-Eriophorttm giucile

soc.), XV. the Scheuchzerio-Rhynchosporetum albae boreale Ito and Umesawa 1970 (34. the Rdyn-

chospotzz alba-Di'oseizi anglica soc., 35. the Schettch2ei-ia f)alusti"tls-Rh),nchospoi'a alba soc., 36. the

Rhynchospo7u alba-iSphagnt{i)t cttsptlddtitm soc., 37. the Rlaynchospoiu alba-iSi)hagnum pttlch7"LLm

soc. and 38. the RIaynchospoiu alba-SX)hagnttnt apicttlatttnt soc.), XVI. the Sphagnetum papiHosi

Miyawaki, et al. 1968 (39. the Rhornchospoia alba-,Elphagnttnt pmpillosttm soc., 40. the Eleochainls

maig'ai-itacea-LSiphagnum papillostt"t soc., 41. the Cai'ex middendbi:ffli-sSehagn,ttm pmpillosum soc. and

42. the Carex middendof:ffii-Sphagnum magella.nicum, soc.>, XVII. the Sphagnetum fusci ItQ and

Tachibana, nov. 1970 (43. the Ledttm palustiv var. dive7:sipilosuiit-,SPhagnttm -fltscum soc. and 44.

the Eml)etrutn nigrunz var. 1'mponicttm-Elt)hagntcm fatscum soc.), XVIII. the f]blyti-icum sti'icttLtn-

Cladonia iungijLbiAtlna community (45. the Enmpet7"t"n nigi"unt var. j"mponicttm--I't)4y,ti'ichunt sti"ictitm

soc. and 46. the EmPetrttm nig']"tein var. j' mpontlcum-Cladonia rangij(brina soc.), XIX. the Oxycocco-

Carlcetum middendorffii Suz.-Tok. 1954 (47. the Vdccinitem. o q),coccus-Caiex middendof:ffii so¢., 48.

the Vaccinii･tm o:zlycocct{-Caiex mtlddejzdo71ffVi-SZ)hagnum･ magellanicum sec. and 49. the ophagnunt

cmpillacea,n soc.), XX. the Moliniopsidetum japonicae Suz.-Tok. 1954 (50. the A`foliniopsis j'mponica-

Carex middendoi:lfXVi soc., 51. the ndoliniopsis j'mponica-Myrica srale var. tomentosa soc., 52. the

Moliniopsis j'mponica-Cdrex feoidxumi soc. and 53. the Moliniopsis j' mponica-Sasa palmata soc.).

   D. Tall herbaceous plant communities: XXI. the PVIipendula camtschatica-Artetnisia montana
community (54. the liEilipendula caml'schatica-Artenzt'sia motnana ses).

   E. Forest communities: XXII. the Salix sachalinensis community E[orikawa and Ando 1954 (55.

the Sctlix sachalinensis-Equisetuni arvense soc.), XXIII. the Alnzts j"aponica community (56. the

Alnus j'mponica-2hiagnzites coJninunis soc. and 57. the Alnus J' mponica-Molintlopsis j' mponica soc.),

XXIV, the Syringo-Fraxinetum mandshuricae Kato 1952 (58. the Fiuxinus mandshurica var. J'aponica-

Filipendttla canttschatica soc. and 59. the Fiuxinus mandshtti"ica var. j' aponi(ra-Abies sachalinensis-

Filflpendula canztschatica soc.), XXV. the Picetum glehnii Suz.-Tok. 1966 (60. the Pz'cea glehnii-

Alnus j'(rponica-1}"i7uginites communis soc. and 61. the Ptlcea glehnii-Sdsa palmata-Caiex inidden-

doiMi soc.).

   The alder thicket occupies the margin of mire at watershed of rivers, and bears some

resemblance to "carr" vegetation of the British Isles. It is an open forest consisting mainly of

.xllnttsj'aponica accompanying with 12hiagm.tltes comm.tenis dominant in abundance. The marginal

part of mire except the areas above mentioned, is mostly occupied by cemmunities characterized by

111iizzg'mites communis, Calamagiostis langsdoi:ffii and Sdsa palmata. The areas covered by these

communities are supplied water and nutrients from the surrounding area together witeh those from

precipitation. The peat soil of the site is not so much acid in soil reaction.

   The most part of mire except the marginal area mentioned above, belongs to the high moor.

The high moor is somewhat high at the center, showing the watch-crystal-like aspect of a typical

raised bog, and has many hollows, shal}ow pools and hummocks which prove that this part

corresponds to a regeneration complex or a hollow (pool)-hummocl< complex in the sense ef
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Osvald. In this raised bog the Sphagnetum fusci and the Oxycocco-Caricetum middendorffii

occur on the tall hummock$, the Sphagnetum papiilosi on the low humocks and the Caricetum

limosae and the Schuchzerio-Rhynchosporetum albae boreale in the hollows or the shallow poo}s.

And also, the extension of the ,Sphagnttm carpet consisting mainly of the Sphagnetum papillosi

is frequently found in the raised flat plateau. A stagnation complex andfor an erosion complex

are extreme}y limited at the summit of the raised bog, and the representative communities are

the EnipetJA"m. nigruJit var. j' mponicum-.Pblytrilchum strictum sociation and the EmPet?-um･ nigruiit-

var. j'mponicu･m-Cladonia rang･ije' rina sociation, which refiect the final stage of the hollow (pook)-

cyclic changes. On the otherhand, a pond complex does not develop so much, consisting of many

deep bog pools and the hummocks covered by the Sphagnetum papillosi and the Sphagnetum
fusci･ The moderately sloping margin of raised area is occupiecl by the Moliniopsicletum japonicae

and the community of Sasa palmata, and especially en more sloping one there are scattered

sma}} patches o.f the Osniu.ndastrttm c:innamonteztnt var. .fbekiense community, the Alntts j'crponica

scrub and J'icea glehnii wood. These marginal areas of raised bog i$ called a marginal complex.

   Some central areas of the mire have not yet deveioped into raised bog but stM remain in

the marsh stage, The Calio-Menyanthetum trifoliatae, a new association proposed in the present

community classification occurs in the depression or the small pool, which may be originatecl

/from the "RU}len" or the "Lagg", and is characterizecl by the abundant occurrence of Calla palu-

sti'is, A{fen>,anthes ti'ijCbliata, b"is lae'vigata, Myrilca gale var. tomentosa ancl dv)hagnunt i-ipa)Atlunt.

   Viewed from the marked development of the various types of community complexes, that is,

regeneration complex, stagnation complex, erosion complex, marginal complex and RtiIIen or Lagg

community, and the thickness of peat it may l)e thought that the northern half of the mire,

named Kamisarobetsu mire is the more important raised bog than the seuthern half of one,

named Shimosarobetsu mire.

   As a result of the comparison of the plant communities describecl in the Sarobetsu mire with

those of the Ozegahara bog, which is the most famous mountain bog in Japan, it is revealecl

that the Sarobetsu mire is characteristic of having the Sphagnetum fusci, which is one of the

eclaphic ciimax of the ralsed bog, and many boreai fen communities such as the l]7iiagmites

contmunis association, the Calamagrostis langsdoi:17ii community, the Ca7ex feoidettm･i community,

the Carex lyngbyei community, the Sasa palmata cemmunity, etc.


